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			アラフォー男性ですが賢者に転生したようなので、害虫駆除して暮らしていきます

			ｋｔ60

			イラストレーション／ｃｃｃｐｏ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ。

			勝ち組転生からのあっさりとした没落。

			自宅を燃やしたので冒険者する。

			薬をまいてもダニが増えてしまうのはなぜか。

			ダニの駆除――完了！

			メイドのティアは、マスターを愛している。

			駆除ファイルⅡ　爆裂スズメバチ。

			爆裂スズメバチ前哨戦――普通のスズメバチ。

			前哨戦のスズメバチ――駆除・完了。

			爆裂スズメバチの女王を駆除する。

			駆除ファイルⅡ　爆裂スズメバチ――駆除・完了。

			駆除ファイル番外　新人潰しのピラータ。

			駆除ファイル番外　新人潰しのピラータ。駆除――完了！

			魔王復活の予言。

			ティアとの初えっち。

			新しい使用人を雇う・前編。

			新しい使用人を雇う・中編。

			新たな使用人を雇う。そして抱く。

			害虫の駆除は、すべてに優先されるのである。

			呪いとかより害虫駆除だ。

			少女に名前をつけてみよう。

			奴隷少女に名前をつける。

			チルルが腐食させるあれこれのもの。

			また新しい魔法を獲得するレイス～すべては害虫のために～。

			魔王が現れたらしい中、ハエについて考える。

			vs魔王。

			エピローグ。～オレたちの害虫駆除は、これからも続く～

		

	
		
			　

			プロローグ。

			　

			　とある日の朝。目覚めの直後。

			　害虫駆除の仕事をしていたオレは、体がだるいことに気がついた。

			　熱がある。

			　体も重い。

			　救急車が必要なレベルにも思うが、携帯電話を取りに行く余裕すらない。恐らくは死ぬ。

			　悔いが残る人生だった。

			　あと五年長く生きることができれば五年、害虫を殺すことができた。

			　あと十年長く生きることができれば十年、害虫を殺すことができた。

			　それが四十で死んでしまうばかりに、四十年分の害虫しか殺せなかった。

			　独身なのも空しくさびしい。

			　オレに妻と子がいれば、オレが死んでもその子が害虫を殺すことができた。

			　もしも次の人生があるなら、かわいい妻と子もほしい。

		

	
		
			　

			勝ち組転生からのあっさりとした没落。

			　

			　オレは死んだ。

			　しかし来世を願ったせいか、生まれ変わることができた。

			　今のオレはアルベルト家の長男、レイス＝アルベルトだ。

			　場所は日本でなければ地球でもない、剣と魔法の異世界。

			　綿花の栽培で成り上がった貴族の家だ。

			　父は『綿花王』の名を持つほどの勢力で、顔も広かった。

			　同時にオレは、天才魔術士であった。

			　オレが天才であると知ったのは、ちょうど二歳のころだった。

			「あなた、暖炉に火を入れてくれないかしら？」

			「うむ、わかった……ファイアーボール！」

			　父さんの手から炎が飛びだし、暖炉に火をつけたのだ。

			　地球人としての自我があったオレは思った。

			（今のは……魔法っ!?）

			「さすがはあなた。見事なファイアーボールですわね」

			「暖炉に火をつけることぐらいしか、できない魔法ではあるがね」

			　それでもすごい。

			　父さんすごい。

			　そう思ったオレは、自分でも使いたい、と思った。

			　あんな魔法が使えれば、害虫を燃やしたい時に便利だ。

			　心の中で念じる。

			（……ふぁいあ！）

			　ボゥンッ！　と火がでた。

			「きゃあ！」

			「セリーヌ！」

			「いいい、今この子の手から、魔法が……」

			「なんと!?」

			　父さんが驚いたので、オレはもう一度念じた。

			（ふぁいあ！）

			　ボゥンッと火がでた。

			「おおおお……、なんということだ……！　まさか二歳で、魔法を放てるとは……！」

			「奇跡の子としか、言いようがないわ……！」

			　四歳のころには。

			「らいとにんぐ！」

			「火属性に加えて、雷属性まで!?」

			「二属性を操れる『ツイン』になるだけでも、十万人にひとりの才能を持った魔術士が、十年の修業を要すると言われてるのに！」

			　十四歳の誕生日には――。

			「火、雷、水、土、風、聖の六属性を!?」

			「伝説の賢者さまでも、五属性が限界でしたのに！」

			　この事実は、おおやけには伏せられていた。

			　ヘタに広げてしまうと、オレの身に危険が及びかねないからである。

			　すごいらしいことは間違いない。

			『綿花王』と呼ばれるほどの農園を持つ、上級貴族の下に生まれた。

			　六属性も操れる大賢者になった。

			　一〇〇人のメイドにも囲まれている。

			　領地を継げば、害虫も殺し放題。

			　オレの人生はバラ色だ――。

			　と、思いきや。

			　

			　父さんの家が没落した。

			　

			　原因は害虫だ。

			　瞬く間に発生した害虫が、領地の綿花を台無しにした。

			『綿花王』の異名を持っている貴族から綿花を取ったら、残るものはなにもない。

			　オレの存在が難しいものとなる。

			　大きすぎる力は、同時にあちこちから狙われる。

			　国王のところにでも行けば重用はされるだろうが、暗殺の危険性もある。

			　力を持った貴族ともなれば、護衛を雇って防ぐこともできるだろう。

			　しかし没落した貴族では難しい。

			　秘密を隠すことすらできない。

			　オレの家に力がある時は、オレの家を敵に回せば見せしめの意味でも暗殺者が送られてくる。

			　しかし家に力がないと、それはできない。暗殺者のお値段は高い。

			　オレが自衛するにしても、オレ自身の魔力が弱い。

			　成人となる十五歳の誕生日を迎えてから、本格的に鍛える予定ではあった。

			　しかし家が没落したのは、その一ヶ月前だ。

			「どうする……？　レイス。わたしたちは、弟のところに行こうと思うが……」

			「オレはまぁ、好きにやらせていただきたいのですが」

			　父さんの弟も、そこそこの貴族ではある。

			　だがしかし、父さんの没落の煽りは受けている。

			　伝説の賢者を上回る『六属性』を狙う輩から、オレを守れるとも思えない。

			　父さんも母さんも、それは感じていたらしい。

			　オレの申し出を否定することなく、わずかに残った辺境の屋敷をくれると言った。

			　そして家をでる当日。

			　オレは一〇〇人の護衛騎士と、一〇〇人のメイドに言った。

			「というわけなんだけど、オレについてきてくれる人っている？」

			　騎士とメイドは、互いに顔を見合わせて――。

			　

			　立ち去りまくった。

			　

			　わずか五分も経たないうちに、およそ八割が立ち去った。

			　迷っていた子もいたようだったが、

			『お給料は、どうなるのでしょうか……？』

			『覚悟してくれ』

			　と言ったら去ってしまった。

			　仕方ない。

			　普通は立ち去る。

			　オレだって立ち去る。

			『ええっと……。ミィは……』

			『ミィは実家に仕送りしないといけないんだろ？』

			『ですが……』

			『叔父さんの家で雇ってもらえるよう、父さんと母さんには言っておいてやる』

			『ありがとうございますっ……！』

			　という感じに、オレが帰らせた子も何人かいた。

			　そんな中、ひとりだけは残ってくれた。

			　黒い髪にネコミミが特徴的な少女――ティアだ。

			「わたくしひとりしか残らないとは……マスターの人柄が知れますね」

			「否定はしない」

			　実家を養う必要がある子はオレが帰らせたけど、そうじゃない子はティアしか残らなかったからな。

			「お父さまとお母さまの目があるゆえに手はだしてこなかったものの、隙あらばわたくしやミーシャの胸部に視線を這わせておりましたものね」

			「這わせてはいないぜっ!?」

			　と言いつつオレは、ティアの胸元を見てしまった。

			　ティアは一〇〇人いたメイドの中でも、トップクラスに豊満なバストを持っている。

			「まぁオレは、ティアが残ってくれただけで、うれしいけどね」

			　……むぎゅっ。

			　ティアが足を踏んできた。

			「なんで踏むの……？」

			「意味がなくてはいけませんか？」

			　逆切れされた。

			　ティアはオレの手を握る。

			「とにかく、行きますよ。クソマスター」

			　ティアはオレを引っ張った。

			　口も態度も悪いけど、なんだかんだで残ってくれたあたり、いい子だと思う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これは……クソマスターが住むにふさわしい、クソ屋敷でございますね」

			「否定できないのが辛いところだ」

			　口の悪いティアであったが、全面的に同意であった。

			　広さは申し分ない。

			　一〇〇人ぐらいは住めるかもしれない。

			　だがしかし、それがネックとなっている。

			　まずは門。

			　錆びて朽ち果てており、門の意味を成していない。

			　怪しい変質者たちが、好きなだけウェルカムしてきそうだ。

			　しかし人間の腰ぐらいまで伸びた草が、変質者たちを寄せつけない。

			　オレたちのことも寄せつけない。

			　かすかに見える扉もボロい。

			『この扉の長所はどこですか？』と尋ねたら、『穴がみっつしかあいていないところです』と返ってきそうだ。

			　ただそんな扉のところへ行くのも、草のせいで大変だ。

			　変質者たちを受け入れたいのかそうじゃないのか。ハッキリとしてほしい。

			　門の外から見える窓には、当然のごとくヒビが入っている。

			　メンテナンスの手間を思うと、気が遠くなる。

			「まぁいいか」

			　オレはティアを抱きあげた。

			　フライの魔法を使用して、邪魔な草を飛び越える。

			「……マスター」

			「ん？」

			「このようなマネをする際は、事前に許可を取ってください。

			　そうしていただければ、丁重にお断りいたしますので」

			「断るの!?」

			「……はい」

			　ティアは頬を赤くしつつも、そんな風に言った。

			　照れているのか怒っているのか、表情からはわからない。

			　照れているのだと思いたい。

			　だが前世では、そう思っていたらセクハラとかカンチガイとか言われたりした。

			　独断は早計である。

			　なにはともあれ扉を開いた。

			　ギイィ……とイヤな音がして、むわっとした空気で気分が悪くなる。

			「湿気がこもっておりますね……」

			「そうだな」

			　オレは広間の中央に立った。

			「フレイムリング！」

			　炎のリングを作りだす。

			「フロウ・ウインド！」

			　流れる風の魔法も使った。

			「こうして熱風をだしてれば、湿気もどこかに飛んでいくだろう」

			「二属性魔法を当たり前に展開なされるのは、一属性の展開もできない身といたしましては、面白くないものがございますね……」

			　ティアはジト目でそう言った。

			「だけどオレ、今ので魔力の七割ぐらいは消費しちゃってるからなぁ」

			「マスターは、いまだレベルが低いですものね」

			「レベル？」

			　ゲームや小説じゃよくある設定だったけど、この世界にもあるのか？

			「レベルとは――この世界をお作りになられた創造神のうち、数字を司る神・ヴァニール様によって制定されたと言われております。個々人に備わっている能力を、『レベル』、『ステータス』という、数字で見える格好にしたのです。神の加護を受けたおかたでしたら、誰でも見ることが可能です」

			「加護を受けている人限定か」

			「クソマスターは、受けているかと」

			「そうなの？」

			「そもそも魔法は、神より加護を受けた人が使用できる奇跡ですので。

			　ステータス、と念じれば、数字として見えるはずです」

			　やってみよう。

			（ステータス！）

			　

			　クソマスター＝アルベルト

			　レベル四

			　ＭＰ　一三／六〇

			　魔力　四〇

			　

			「ええっ!?」

			「どうなさいました？　クソマスター」

			「オレの名前が、クソマスター＝アルベルトになってるんだけどっ!?」

			「魔法で表示される名前は、『周囲の人間が認知している名前』になることもあるそうです。

			　風魔法を失敗した振りをして、わたくしのスカートをめくることが週に三度はあったマスターには、ふさわしいかと」

			　文句の言えないところであった。

			「あと魔力とマジックポイントしか、表示されなかったんだけど」

			「筋力や体力といったステータスを見るには、武の神様の加護を受けている必要がございます。

			　常にだらけて寝転んで、部屋の窓をふいているわたくしのスカートをのぞこうとしていたセクハラ・クソマスターでは、難しいかと」

			「レベルは、どうやったらあがるの？」

			「基本的には、モンスターなどほかの生物を倒すことで上昇します」

			「オレのレベルが低いのも、まともに倒していなかったせいか」

			「この情報も含めて、成人の日に説明される予定ではあったと思いますが……」

			「家が潰れて、それどころじゃなくなったと」

			「はい」

			　ティアはうなずき、言った。

			「ちなみに……今後の予定などはございますか？　今はクソザコナメクジなクソマスターではございますが、資質で言えば伝説の大賢者として歴史に名を残せる可能性もございます」

			「あまり魅力を感じないな」

			「伝説の大賢者にも魅力を感じないとなれば、いったいなにをなさるおつもりで……？」

			「害虫駆除だ」

			「がいちゅう……？」

			　前世のオレは、大好きだったじいちゃんのブドウ農園を、クビアカスカシバという害虫に潰された。

			　その恨みから、害虫駆除をやっていた。

			　そして今世では、嫌いではなかった父さんの綿花農園が、害虫のせいで潰れた。

			　これはもう、この世界の害虫を殺せと神が言っているようなものではないだろうか。

			　伝説の賢者を超える資質も、害虫を殺すために神が授けたものだと思う。

			「確かにわたくしがこのような境遇になってしまったのも、害虫のせいではございますが……」

			　ティアは気乗りしない様子であった。

			「伝説の賢者様を超える六属性を操れる資質は、有意義なことに使うべきでは……？」

			「だから害虫を殺すって言ってるんじゃないか」

			　それ以上に有意義な力の使い方があるって言うなら、教えてほしい。

			　そんな会話をしてると、広間ことエントランスホールの湿気もなくなってきた。

			　カラッとした空気になる。

			「湿気がなくなったのはいいけど……」

			　住みたくない家、という感覚は消えなかった。

			　なにせ虫がいる。

			　正体のよくわからない虫のサナギとか、クモの巣とかが普通にある。

			　特にサナギは、ザッと見ただけで七つぐらいある。

			　しかも大きい。

			　平均して、三〇センチぐらいの大きさはある。

			「っ……」

			　ティアがオレの背中に隠れた。

			「……他意はございません」

			　とは言っていたが、明らかに虫を嫌がっていた。

			　だがしかし、オレの気分は高揚していた。

			　害虫駆除を志したオレの住む屋敷に、害虫がはびこっている。

			　燃えるじゃないか……フフフ。

			「とりあえず潰すか」

			　オレは右手をツイッと伸ばし、土魔法を発動させた。

			「固くなれ――アーススティック！」

			　なんの変哲もない土の棒で殴る。

			　ぐしゃっ、ぐしゃっ、ぐしゃっ。

			　潰して歩く。

			　棒が届かない位置にもサナギがあったが――。

			「ストーンエッジ！」

			　石の塊を飛ばしてぶつけた。

			「とりあえず今日は、このサナギを潰す作業がメインになりそうだな」

			「はい……」

			　ティアは静かにうなずいた。

			　宣言通り、オレはサナギを潰して歩いた。

			　道中の部屋で金貨や剣といった金目のモノを拾い進んで、サナギを潰す。

			　すでに羽化したものもあった。

			　直径三〇センチ台の蛾とエンカウントする。

			「ファイアーボール！」

			　炎の玉を発射するが、動きが素早くよけられる。

			　さらに蛾は羽ばたいて、毒の鱗(りん)粉(ぷん)を飛ばしてきた。

			「ウインドウォール！」

			　オレは右手で風を作ると鱗粉を横に流し、左手のフレイムランスで蛾を焼き払った。

			「鱗粉をまいている時には、隙ができるみたいだな」

			「その隙を突けるマスターは、色々とおかしいのでございますがね……」

			「そうなのか？」

			「平均的な魔術士では、ウインドウォールを出すための詠唱で鱗粉にやられます。

			　さらにウインドウォールを出しながら炎の魔法を放つには、一〇万人にひとりの才能が必要です。

			　技術で言えば、すでにＳランクの魔術士を凌駕します。

			　二属性を使用しただけでなく、どちらも無詠唱でしたからね」

			　ということらしかった。

			　オレは進む。

			　かなり魔法を使っているが、ふしぎなことに疲れない。

			　そして倒して歩いていると、蛾とサナギが増えてきた。

			「どうやら地下に、巣があるみたいだな」

			「ヒイッ……！」

			　ティアが背中で、小さくうめいた。

			「なんなら残るか？」

			　オレは親切のつもりで言った。

			　だがティアは、ゴミを見る目でオレを見て言った。

			「いったいなにをおっしゃっているのですか？　クソマスターの頭には、馬糞が詰まっておられるのですか？　ひとり残されたわたくしの下に、マスターにも匹敵するほど忌々しい羽虫が飛んできたらどうしろと言うのですか？　クソマスターは、頭がおかしいのですか？　狂ってるのですか？　頭に馬糞が詰まっているのですか？　お願いですからひとりにしないでください」

			　メチャクチャ言われた。

			　でも最後には、普通に涙目になっていた。

			　オレの背中を、がっちりと握りしめてもいた。

			　それはもう、罵倒の強さに匹敵するほどの強さであった。

			「そんなら行くぞ」

			「はい……」

			　扉の取っ手に手をかけた。

			　カギはかかっていない引き戸だ。

			「お待ちください、マスター」

			「ん？」

			「まさかクソなるマスターは、巣があるかもしれない扉を、素手であけようと言うのですか？」

			「ええーっと…………そうか」

			　オレは扉から距離を取った。

			「固くなれ――アースワンド」

			　杖の形をした土の棒を取りだして、取っ手にかけた。

			　距離にして、三メートルは離れてる。

			「これでいいんだな」

			「……はい」

			　明らかに嫌そうなティアは言った。

			「これを言うのは、わたくしが害虫ご時に恐怖を抱いているからではございません。害虫は、毒を持っていることもございます。不用意に近づいてはいけないのです。わたくしが、害虫ご時に恐怖を抱いているからではございません」

			「わかってるって」

			　ティアの言葉は強がりだろうが、事実でもある。

			　土の棒でドアを押し、強引に開く。

			　もぞもぞもぞもぞ。

			　バサバサバサ。

			　めっちゃいた！

			　サナギに幼虫に成虫に、とにかくたくさん、めっちゃいた！

			「アースウォール！」

			　オレは棒を持っていないほうの手で魔法を発し、土の壁で入り口をふさいだ。

			　前世で害虫の駆除はしていたが、あの規模と大きさはビビる。

			「しかしどうするか……」

			　

			「燃やしましょう」

			　

			「ん？」

			「家ごと燃やしてしまいましょう」

			「ええっと……」

			「これほどの害虫が住み着いている家に、存在価値がおありだと思いますか？　答えは否です。殺虫剤で全滅させても、死体と死骸が残るのですよ？　誰が死体を処理するのですか？　誰が死体を片付けるのですか？」

			　ティアの目は、ほんのりとイッていた。

			　ネズミを倒すために地球破壊爆弾をだしたドラ○もんを彷彿とさせる目だった。

			　が――。

			「確かにそうだな。相手が未知の害虫である以上、確実に殺すべきだな」

			　ついでに言うと、家の状態もよくない。

			　ほんの少し壁に触れると、ボロボロと崩れる。

			「あの蛾が出している鱗粉は、建物も老朽化させるみたいだしな」

			　オレは魔法を使用した。

			「アースウォールに穴をあけて…………フレイムリング！」

			　オレは土の壁の一ヵ所に穴をあけ、フレイムリングを土の壁の奥にねじ込む。

			　蛾たちは燃え始めた。

			「アースウォール、再び！」

			　土の壁を再生させて、地下をでる。

			「ファイアーボール！」

			「ファイアーボール！」

			「ファイアーボール！」

			　ついでに屋敷のあちこちを、放火して歩いた。

		

	
		
			[image: 025.jpg]
		

	
		
			「まさか引っ越し一日目で、家を燃やすことになるとはな……！」

			　しかしこの屋敷、よく燃えるじゃないか……フフフ。

			　そして屋敷が燃え尽きたころ、オレは奇妙な高揚を感じた。

			　全身に力が満ち溢れる。なんでもできる気がしてしまう。

			　いったいなにが、オレをそうさせたのか。

			　思い当たることはひとつ。

			（ステータス！）

			　

			　虫を殺してくれたマスター＝アルベルト

			　レベル八〇〇

			　ＭＰ　一二〇〇〇／一二〇〇〇

			　魔力　八〇〇〇

			　獲得スキルポイント　八〇〇〇〇

			　

			　レベルがあがりまくってた。

			　レベルがあがれば回復する仕様なのだろう。ＭＰも全快だ。

			「屋敷の中で、サナギを潰して歩いていても疲れなかった理由はこれか」

			　あとは後日わかったことだが――。

			　オレが燃やした蛾は死神モスと言って、かなり危険な蛾であったらしい。

			　動きが素早く攻撃を当てることはほぼ不可能。

			　唯一の隙を見せるのは、羽を動かして鱗粉をバラまいた時だけ。

			　しかもその鱗粉は、〇・〇一グラムでも吸うと即死。

			　蛾が鱗粉を出した瞬間に無詠唱で防御魔法を出せる熟練の魔法使いと、鱗粉を出した瞬間を狙って攻撃できる熟練の弓使いか魔法使いが必要。

			　しかもふたりの連携が完璧でないといけないという、ＳＳクラスの要注意モンスターであったらしい。

			（ただし幼虫やサナギは無害なため、運よく倒せると経験値がおいしい）

			　この異様なレベルアップとスキルポイントの獲得も、屋敷一軒分の死神モスを倒した成果だ。

		

	
		
			　

			自宅を燃やしたので冒険者する。

			　

			「いきなり家がなくなったわけだけど……どうしようかな」

			「予定もなしに燃やしたのですか……？」

			「害虫を殺すことしか頭になかった」

			「マスターに、そのような知恵は期待しておりませんでしたが……」

			「そういうティアは、予定とかあったの？」

			「わたくしはマスターと違い、最低限のことを考える頭はあります。

			　街に出向き、冒険者として生計を立てることは考えておりました」

			「じゃあそうしよう。

			　ティアがいてくれて助かった。

			　ついてきてくれて、本当にありがとう！」

			「……あまりまっすぐに褒めるのはおやめください。

			　わたくしが照れますので」

			　ティアはそう言っていた。

			　毒舌だけど、基本的にはかわいくていい子だ。

			「ティアの言う通り、街に行こうか」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　街についた。

			　中世ヨーロッパ風と言われることの多い石畳の街を抜け、そこそこ綺麗でまぁまぁ安い宿を探した。

			「この宿などがよいでしょうね」

			「そうなんだ」

			「屋敷の中で貴族の勉強と、わたくしの太ももを見ることばかりしていたマスターと違って、わたくしたちメイドは、街で買い物などもしておりましたので」

			「オレはおっぱいも見てたぞ。太ももだけじゃない」

			「……ナチュラルに最低なクズでございますね」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			　宿の中に入った。

			　さっさと予約してしまう。

			「では行きましょうか。クソマスター」

			「カギはひとつ？」

			「クソマスターは、わたくしと別室で寝るほどの余裕をお持ちでしたか？　先ほど燃やした屋敷に残されていた金貨などはありますが、切り詰めは必須です。もう少し危機感をお持ちやがってください」

			　危機感の話なら、オレと同じ部屋に泊まるのはいいんだろうか。

			　自分で言うのもなんだけど、オレはかなり危ないぞ。

			　いや、待て。

			　それはむしろ逆かもしれない。

			　ティアは受け入れオッケーで、だから同室の……。

			　オレは期待に胸ふくらませ、ティアの体をチラと見た。

			　おっぱいもお尻も、すごく大きい。

			　今日はこのおっぱいとお尻を、好きにできるのか。

			　階段を登るティアに続いた。

			　メイド服によって生まれる絶対領域の太ももが見える。

			　あの太ももも、今日は好きにできるのか。

			　オレは心を躍らせて、同じ部屋に入る。

			　ツインベッドの部屋だった。

			「マスター、土魔法をお願いします」

			「どう使うの？」

			「わたくしとマスターのベッドの間に、壁を作ってほしいのです」

			「ええっと……」

			「わたくしがマスターと同じ部屋を取ったのは、宿の代金を減らすためです。以上でなければ以下でもないと、明確にしておくべきかと思いまして」

			　実にストレートな物言いであった。

			「もちろん外道のマスターが、嫌がるわたくしを押し倒すのは自由です。

			　メイドの身として甘んじて受けます。ご自由に襲い、欲望の限りを尽くしてください。

			　どんな欲望も甘んじて受け止めます。暗くなった時分を狙い、襲いかかりにきてください。

			　お待ちしております」

			「無理やりするのは、望んでないかなぁ」

			　オレは素直に壁を作った。

			　ゲシイィ！

			　ローキックされた。

			「なんで!?

			　ティアが言った通りに壁を作ったのに！」

			「深い意味はございません。

			　なにかを蹴りたい気分になった時に、たまたまマスターが目の前にいたというだけです」

			　なんという理不尽な理由だ。

			　でもティアは、なんだかんだでとてもいい子だ。

			　そのティアに蹴飛ばされたということは、オレが何かやらかしたんだろう。

			「それではわたくし、本日は疲労してしまいましたので……」

			「そっか」

			「くり返しになりますが――。わたくしはメイドで、あなたはマスター。

			　マスターには、下劣な肉欲をわたくしにぶつける権利がございます。

			　わたくし甘んじて受ける予定ですので、どうぞお好きにお襲いください」

			「いやだから、無理やりするのは望んでないって」

			　オレは土の壁の後ろに隠れた。

			「今日は家をでたあとに、屋敷の探索をしたあと屋敷を燃やして～～～ってあったし……。

			　聖魔法、スリープ」

			「これは……不眠症によく効く、癒しの……！」

			「そうだよ、おやすみ」

			　オレはベッドにもぐり込んだ。

			　次の日の朝。

			　目覚めたオレの枕元には、メイド姿のティアがいた。

			　いつものように無愛想だが、おっぱいは大きくて太ももは白い。

			「目覚めましたか、クソマスター。

			　今日の視線もいやらしいですね」

			　朝から軽蔑の眼差しをされたが、実際にそういう目で見ていたので仕方ない。

			　ただオレがティアを見ていた理由は、それ以外にもある。

			「いつからそこに立っていたのかなーって」

			「マスターが目覚める前からです」

			「時間で言うと……？」

			「一時間ほど前です」

			　かなり前からであった。

			「マスターは、寝顔もマヌケ面でした。しかし意外と飽きません。

			　なので見つめておりました」

			「そうだったのか」

			「まぁそんなことはどうでもよいでしょう。

			　肝心なのは、目覚めたマスターが働きに出向くことです」

			　ティアは後ろを振り返る。

			　用意していたらしいお盆を手に取った。

			　オレの隣に座る。

			「このパンは、歯では噛み千切れないほどに硬いですからね……」

			　パンを千切ってスープに浸し、オレの口元にやった。

			「えっ……」

			「…………」

			　絵面だけを見れば『はい、あーん』となる光景に戸惑っていると、ティアはわずかに、ムッとした表情を見せた。

			　オレの口にパンを押し込む。

			「美味か否かは聞きません。さっさと食って消化して、仕事に行きやがれ――でございます」

			　口は悪いティアであったが、タマゴにサラダに野菜スープと、バランスのいい食事を食べさせてくれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「行くか」

			「はい」

			　ギルドへ出向く。

			　かなり大きな建物で、酒場も併設されていた。

			「依頼によっては、ほかの冒険者を誘うこともございますからね。

			　酒場は待機所も兼ねているわけです」

			「なるほど」

			　受付けの人と会話する。

			「冒険者登録をしたいんですが」

			「こちらにサインをお願いします」

			　オレとティアはサインした。

			　そのほか、簡単な手続きを終え、登録を済ます。

			　六属性を使えることや、レベルがすごくなっていることは隠した。

			　力を見せる試験でも、ウインドニードルを手加減して撃つに留めた。

			　この世界だと、基本属性の中では風魔法の地位が一番低い。

			　殺傷力の高い火と雷。

			　日常の暮らしには欠かせない水。

			　大規模な戦争になると、壁を作ったり城を作ったりで大活躍の土。

			　極めれば、あらゆるケガと病気を治すと言われている聖。

			　それらに比べると風は、さほど使い勝手がよろしくない。

			　熟練すれば空を飛べたりはするが、空なら飛竜やマジックアイテムでもいい。

			　不遇なのだ。

			　だからオレは、風魔法しか使えないことにした。

			「六属性を使用することを隠すのは当然にしても、ハイランクの魔法使いであることまで隠す必要はあるのでございますか……？」

			「オレの目的は、害虫を殺すことだからね。

			　害虫殺しのプロとして有名になるならいいけど、伝説の賢者や魔法使いとして有名になるのはごめんだ」

			「相変わらず、目標が低いのでございますね……」

			　ティアはため息をついた。

			　いったいどういうことだろう。

			　一〇〇人いれば一〇〇人が、伝説の大賢者よりも害虫を殺す人のほうが上だって言うと思うんだけど。

			　まぁティアは、オレみたいなやつにもついてきてくれる子だ。

			　ちょっと変わったところはあるんだろう。

			　まともな子なら、オレには絶対ついてこない。

			　依頼が貼られた掲示板へ向かう。

			　掲示板は、ゾーンによって色分けがされていた。

			　オレたちのＨランクは、くすんだ灰色である。

			「街のドブさらい、ペンキ塗りの手伝いにチラシの配布……か」

			「Ｈランクの依頼は、これで軍資金を集め、装備などを整えなさい――という意味合いが強いですからね」

			「オレたちのランクはそのあつかいか」

			「他の冒険者からも、軽んじられることになるかと思います。

			　もう少しレベルの高い魔法を見せていれば、マスターが軽んじられることもなかったのですが……」

			「それは別にいいんだが……。害虫駆除の依頼はないのか？」

			「見た範囲ですと…………ございませんね」

			「それは困るな……」

			「依頼がないのでしたら、害虫駆除に拘る必要は……」

			「それはダメだ。

			　オレは害虫を殺すため、神から力を授かった。

			　害虫を殺さないことは、神に反逆するのと同じだ。

			　魔王とか魔族とかモンスターは、勇者や冒険者に任せればいい」

			「そうですか…………」

			　しかしカネを稼げないのは困る。

			　悩んでいると、少し離れたところにも掲示板があるのに気付いた。

			　ランクＵ

			　掲示板の上には、そうあった。

			　さらに一枚の張り紙に、こうあった。

			　

			　

			　

			・依頼

			　ダニの駆除

			　

			　ランク

			　ＵＡ

			　

			　内容

			　ウチの畑にダニがでてきた！

			　薬をまくほど増えてきやがる！

			　何人もの冒険者がきたが、全員がお手上げだ！

			　助けてくれ！　うちのナスが全滅しちまう！

			　

			　害虫駆除あったあぁーーーーーーーーーーーーー！

			　

			「でもＵＡランクって？」

			「Ｕとは、アンノーンを意味します」

			「アンノーン？」

			「グリーンスライムの退治なら、『一般人でも装備を整えれば簡単に倒せるからＧランク』と制定されます。それはギルドの職員や装備を整えた冒険者が、実際に試したからです。

			　ここまではよろしいですか？」

			「うん」

			「では現れたスライムが、誰も見たことのないタイプであったらどうでしょう？」

			「誰かが倒してみるまでは、ランクをつけることができない？」

			「そういうことです。

			『データがわからないから難易度もわからない事案』につけられるのが、アンノーンことＵランクです」

			「ＵＡのＡは？」

			「アライブ――生存です。

			　難易度はわからない一方、死者や負傷者も出ていない依頼につけられます」

			「つまりこのダニは、人を殺すようなものではないけど駆除の方法は不明。

			　自分で考えるしかないから手間は覚悟してくれってことか」

			「そうなります。

			　そしてＵランクの依頼は、達成後に詳細なレポートを提出することで報奨金がでます」

			「そうやって、次に生かすわけか」

			「そういうことです」

			　オレは依頼を引き受けた。

			　ティアと並んで外にでる。

			「勝算はあるのですか？　マスター」

			「それはもちろん」

			「Ｕランクに指定されるということは、市販の薬品がまるで効かない、特殊な性質を持つダニである可能性が高いわけですが……」

			「それでもあるんだよ」

			　なんと言っても、オレはプロだ。

			　前世では二十五年ものあいだ、害虫を駆除し続けていた。

			　そんなプロの視点から言えば、依頼の文章を見ただけでピンとくるのだ。

			　もちろん絶対じゃないが、九割九分アレだと思う。

			　もうちょっと具体的に言うと――。

			　

			『薬をまくほど増えてきやがる！』

			　

			　依頼にあったこの一文が、ヒントにして答え。

			「…………」

			　ティアは不安そうにしていたが、オレはティアと現地へ向かった。

		

	
		
			　

			薬をまいてもダニが増えてしまうのはなぜか。

			　

			　問題の畑についた。

			　学校のグラウンドをふたつ並べたかのような、広い畑だ。

			　畑には、小さなナスがついている。

			　それは本当に小さなナスで、苗はかなりしおれてる。

			　ギリギリ枯れてはいないものの、時間の問題と言えるだろう。

			「はぁ……」

			　葉っぱに触れて、ため息をついているおっさんがいた。

			「この畑の管理人さんですか？　オレはギルドからきた者です」

			「そうか……。ギルドの……」

			　おっさんは、あまり元気がないようだった。

			「何人もきたが、みんな揃って『これはどうにもならない』と帰って行ったよ」

			「そうですか」

			　オレは畑の苗を見た。

			　赤いダニがたくさんついてる。

			　茎に噛みつき汁をすする姿は、まさにダニ野郎であった。

			「この苗、抜いていいですか？　調査に使いたいのですが」

			「何本でも構わんよ。もう本当に…………ははは」

			　おっさんは、半ばヤケになっていた。

			　オレは三本抜かせてもらった。

			　畑から、少し離れて叫ぶ。

			「キャッスルウォール！」

			　地面から壁がせりあがって囲いを作った。

			　おっさんが驚く。

			「無詠唱で、この規模の出力を……!?」

			「マスターは、いやらしいように見えていやらしいお方ですが、すごいお方でもございます」

			　忘れてた。

			　無詠唱魔法は、なんかすごいあつかいになるんだった。

			「他言はしない方向でお願いしますよ？」

			　口止めしてから壁に手をかざし、簡単な入り口を作る。

			「ホワイトニング！」

			　囲いの中を洗浄し、壁や床を白くした。

			　レベル八〇〇の魔力で作られた床は、大理石のように美しい。

			　苗を持って中に入ると、ティアもあとをついてきた。

			「そこにいていいのか？　入り口も閉じるけど」

			「マスターは、わたくしが見張っていないとダニで性的な行為にふける可能性がございますので」

			「オレをなんだと思っているの!?」

			「わたくしのマスターにして、純然たるダニ野郎でございます」

			　なんという評価だ。

			　どうも昨日の夜、壁を作ってからティアの様子がおかしい。

			　ティアはため息をついて問いかける。

			「ちなみにマスターは、このような壁を作ってなにを？」

			「ダニを調べる時に風がふいたら邪魔だなと思って」

			「それだけですか……？

			　それだけのために、ハーフサウザンドと呼ばれ崇められるレベル五〇〇級の魔術士さまが、三人がかりで作るような規模の壁を作成したのですか……？」

			「目的は害虫の駆除だぞ？　大切なことじゃないか」

			「はぁ……」

			　なにはともあれ。

			　オレは入り口も魔法でふさいだ。

			　四方が壁に囲まれる。

			　ただし地面は白い上、空からは太陽の日差しが降り注いでいる。そこそこに明るい。

			「土魔法！」

			　オレは魔法を展開し、大理石めいた壁の一部を盛りあがらせた。

			　箱庭風の囲いができる。

			「風よ流れろ。ウインドフォール！」

			　苗を握って風魔法を使い、箱庭の中にダニを振り落とす。

			　大理石風の綺麗な箱庭の中に、赤いダニが落ちていく。

			　三本の苗でそれをやった。

			「ふぅーむ」

			「なにかおわかりに？」

			「ダニがたくさん落ちてきた」

			「…………」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			「ダニが大量についている苗を振ったら、ダニがたくさん落ちてくる。

			　当たり前のお話ではないでしょうか」

			「そのへんについては、おいおい話を進めよう」

			　オレは苗と箱庭をそのままにして、壁の外にでた。

			「なにかわかったかい？　兄ちゃん」

			「ダニがついている苗を振ったら、ダニが落ちてくることがわかりました」

			「…………」

			　おっさんからも、ゴミを見る目で見られてしまった。

			「マスターは、女性に対してはクソ野郎でダニ野郎です。

			　しかし意味のないことをやるおかたではございません」

			　なぜかティアがかばってくれた。

			「っていうかティアも、同じ目したよね」

			「……わたくしはよいのです」

			　無茶苦茶だった。

			　ただオレも、ティアが言うなら気にならない。

			　言われても仕方ない、セクハラやセクハラやセクハラをしているからでもあるが。

			「まぁとりあえず、あなたと同じナスを植えている農家で、しっかりと栄えているところはありますか？」

			「それなんだが…………最近は、どこもダニで困ってるんだ。

			　どこも薬は使ってるんだが、使えば使うほど増えていきやがる。

			　二、三年前は、薬でほとんど除去できていたのに……」

			　それでは同じナス科の植物として――。

			「元気なトマト農家はありますか？　ダニの被害が少ないところがよいです」

			「ジェイムズのところだな」

			「ありがとうございます」

			　オレはおっさんに頼み、紹介状を書いてもらった。

			　ジェイムズの畑に出向く。

			　おっさんからの紹介状を見せ、畑の苗を三本引っこ抜かせてもらった。

			「弁償はしてくれるんだよね？」

			「ナスのおっさんがします」

			　そんな約束はしていないが、依頼を解決すれば問題はないだろう。

			　オレは壁を作りだし、先刻と同じように白い大理石風の箱庭にダニを落とした。

			「ふむ……」

			「なにか、おわかりに？」

			「ダニの数が、ナス畑よりも少ない」

			「ダニによる被害が少ない畑の苗にダニが少ないのは、当然では……」

			「それだけじゃないんだよ。ちょっと見てみな」

			「気は進みませんが、クソマスターがどうしても見やがれと命令なさるのでしたら……」

			　ティアは嫌な顔をしながらも、箱庭のほうに寄ってきた。

			　どういう意図か、オレの肩に手を当てて、オレの背中越しに箱庭を見つめる。

			　顔が真横にやってくる上、おっぱいが当たって気持ちいい。

			　ティアのバストは豊満だ。

			「これは……。

			　オレンジ色のダニが、赤いダニを捕食……？」

			「このオレンジ色のダニは、前世では赤いダニに畑をやられた」

			「は……？」

			「そして赤いダニを呪った男は、自らもダニになったんだ。

			　赤いダニを殺すダニ――ダニ・スレイヤーに」

			　すばらしい男だ……。

			　オレは思わず感動したが、ティアは冷静に言った。

			「おっしゃる意味がわかりません」

			　なんてこったい。

			「まぁですが、この畑には、ダニを食べるダニがいる。

			　依頼の畑では、ダニを食べるダニがいない、ということはわかりました。

			　しかしどうして、そのような現象が起こったのでしょうか……？」

			「殺虫剤のせいだろうね」

			「殺虫剤の……？」

			「殺虫剤は、虫を殺す薬だからね。

			　悪いダニを殺す代わりに、ダニを殺すダニを殺しちゃうこともあるんだ」

			「しかしそれでは、『二、三年前まではうまくいっていた』という証言と矛盾するのでは？」

			「『耐性』だ」

			「たいせい？」

			「同じ人でもお酒に強い人と弱い人がいるみたいに、同じダニでも薬に強いダニと弱いダニがいる。強いダニは生き残り、強いダニと子孫を残す。強いダニと強いダニの子供は、やっぱり薬に強くなる。それをくり返していると――」

			「薬の効かないダニが誕生する……？」

			「その通りだ」

			　地球ではハエがこの現象を起こし、スーパーフライと呼ばれたりしていた。

			　その耐性は、普通のハエの二〇〇倍とも言われている。

			　この異様なる進化こそ、オレが害虫を殺さねばならない理由であると言っていい。

			「そのような現象が……」

			「あるんだよ」

			「すばらしい知識でございますね。素直に尊敬いたします」

			　ティアは尊敬してくれた。

			　毒を吐くことも多いティアだが、オレがちゃんとしていれば尊敬もしてくれるのだ。

			「ところでさぁ、ティア」

			「なんでございましょうか。偉大なるマスター」

			「さっきからおっぱいが当たっているせいで、背中がとても気持ちいいんだけど」

			「マスターは、どうしてわたくしがマスターを尊敬することを妨害なさるのでしょうか」
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			　ティアはオレから離れてしまった。

			　しかしまともなことを言ったおかげか、ゴミを見る目ではなかった。

			　普通にかわいいジト目であった。

			　かわいい。

			　しかしオレが座っているせいで、立ってるティアの太ももが間近になる。

			　ひらひらとしたスカートは気になるし、スカートの下も見えそうで……。

			「…………」

			　ティアがいまだかつてない、最大級のゴミを見る目でオレを見てきた。

			「人が抱いた敬意をゼロにするだけでは飽き足らず、マイナスにまで届かせてくるなんて……」

			「いや、ちがっ……違わない！

			　ティアのことは、心も体も大好きだ！　だからパンツも見たいと思った！」

			「……最低ですね」

			　ティアはゴミを見る目のままで、オレを見下ろし――。

			　

			　パンツを見せてくれた。

			　

			　レースがついた白くてかわいいパンツの上に、赤いリボンがちょこんとついてる。

			　二重にかわいい。

			　オレは満面の笑みで言った。

			「ありがとう、ティア！」

			「ご満足いただけたようなら何よりです。再び昂ぶることがあれば、ご遠慮なくどうぞ。

			　タッチだろうとその先だろうと、好感度の減少と引き換えにお引き受けします。

			　マスターがさわりやすいよう、隙を作ってお待ちしておりますので、是非」

			「エロいことはしたいけど、好感度が下がるのは困るなぁ……」

			「ッ……！」

			　ティアは顔を赤くして、オレのことをにらんだ。親の仇でも見るかのように、歯を食い縛っている。

			　なぜだ。

		

	
		
			　

			ダニの駆除――完了！

			　

			「ところで、マスター」

			「ん？」

			「問題となっている畑が、ダニを殺すダニまで殺害することはわかりましたが……。

			　どうするのでしょうか？　問題となっている畑全域をカバーする量のダニを集めるとなると、かなりの手間がかかりそうですが」

			「それはちょっと考えたんだけどね……ステータス！」

			　オレはステータスの画面を開いた。

			　

			　レベル八〇〇

			　ＭＰ　一一〇〇〇／一二〇〇〇

			　魔力　八〇〇〇

			　所持スキルポイント 八〇〇〇〇

			　

			「今のオレは、八万のスキルポイントが溜まってる」

			「はちまんっ……!?

			　それは万に届く軍隊を一人で壊滅させたという、伝説の勇者様が溜めたスキルポイントに匹敵するのですが……!?」

			「それでどんなスキルが取れるか見たんだけど……」

			　

			　火魔法威力アップＬＶ一　消費一〇〇

			　雷魔法威力アップＬＶ一　消費一〇〇

			　水魔法威力アップＬＶ一　消費一〇〇

			　土魔法威力アップＬＶ一　消費一〇〇

			　風魔法威力アップＬＶ一　消費一〇〇

			　聖魔法威力アップＬＶ一　消費五〇〇

			　魔法威力アップＬＶ一　　消費二〇〇〇

			　消費ＭＰ削減ＬＶ一　　　消費二〇〇〇

			（以下たくさん）

			　

			「とまぁこんな感じで、八万もあると色々と習得できる中 ――。

			　オレはこれを選んだ」

			　

			　時空魔法　消費八〇〇〇〇

			　

			「時空魔法をっ!?」

			「そんな驚くこと？」

			「神話世界の第七属性と言われている魔法です！　その名の通り神話でしか存在を確認されておらず、五属性を操れる伝説の賢者・マーリン様でも届かなかった領域です！　その習得難易度と効果から、『神の領域を侵害する魔法』として、教会からは禁忌指定されている魔法でもあり…………」

			「そんなヤバかったんだ」

			「マスターは、そのような魔法を習得してなにをなさるおつもりで……？」

			「そうだな。オレはその時空魔法を使用して――」

			　ごくり。

			　ティアが静かに息を詰めて固唾を飲んだ。

			　オレは言う。

			　

			「ダニを育てる」

			　

			「神話級の禁忌魔法を、ダニの育成にっ!?」

			「ダニを食べるダニを増やすことができるんだぞ？　最高の使いかたじゃないか」

			「さすがはマスター。わたくしには理解できない、個性的なテツガクをお持ちで」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			　なぜだ。

			　害虫を殺せること以上にすばらしいことなんて、この世のどこにもないであろうに。

			　まぁいいか。

			　オレは時空魔法を選び、新しく習得した。

			　さぁ――害虫を殺そう。

			「時空魔法、ハイクイック！」

			　手のひらをかざし、ダニを食べるダニの時間を加速させた。

			　ダニはみるみる成長し――。

			　死んだ。

			「なにっ!?」

			「やつれているところを見た限りですと……。

			　餓死、でしょうか」

			「成長を促進させると、体に必要な栄養も消費されるってことか」

			「そのようですね……」

			「あとはオレの魔力も、八〇〇近く減ってるな」

			「はっ……!?」

			「そんな驚く数字？」

			「十人近い弟子を取ることができる熟練の魔術士さまでも、最高値は五〇〇前後と言われております」

			「燃費悪いな時空魔法」

			「使い手がいなかったのも、これを取るよりほかの魔法の威力を伸ばしたほうが便利だから――という可能性がございますね」

			「でも害虫駆除に使えるわけだからなぁ」

			「でもの意味がわかりません」

			　スパッとクールに言われてしまった。

			「まぁ、餓死が原因であるなら話は早い。

			　エサがたくさんあるところで時間を加速させてやればいいんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どうも、こんにちは」

			「あんたらか」

			　ナスの畑には、依頼人のおっさんがいた。

			「ダニの原因はわかったのかい？」

			「わかったと言えばわかったんですが……苗をもう二、三本ください」

			「いいよ、持っていきな」

			「今回も軽いですね」

			「この畑も限界だからなぁ。兄ちゃんでダメならどうにもならん。

			　苗の十や二十、惜しんだって意味ねぇさ」

			　責任重大だな。

			　オレは苗を引っこ抜いた。

			　先刻作った壁の中に入る。

			「アースウォール！」

			　虫かごめいた箱庭を、十個ほど作る。

			「風よ流れよ――フロウ・ウインド」

			　風の流れを作りだし、箱庭の中にダニを落とす。

			　ダニを食べるダニも入れていく。

			　これでダニを食べるダニは、餓死することもないだろう。

			　ひとつの山を時空魔法で加速させ、ダニたちが餓死する前に次の山。

			　ひとつの山を加速させ、餓死する前に次の山。

			　そして最初の山に戻るころには、時間を加速されたダニが、ダニをたくさん食べていた。

			　改めて加速させ、成長をうながす。

			　二周ほどしたところで、ダニはタマゴを産み始めていた。

			　緑色だった葉っぱが、タマゴでオレンジ色になっている。

			　正確な数は不明だが、ダニは一度の産卵で、三〇〇は産むという。

			　全体の数で言えば、数十万にはなるだろう。

			「よし」

			　オレは魔力を携えた。

			「ティア。オレの背中に乗れ」

			　ティアはオレの背に乗った。

			「大いなる風よ。我を重力の楔から解き放て！　ウインドストリーム！」

			　オレは巨大な風を起こして、ダニといっしょに舞いあがった。

			　そそり立たせた壁の上に立つ。オーケストラの指揮者のように腕を振る。

			　ダニのタマゴが、畑に向かって飛んでいく。

			　オレンジ色のタマゴが散っていく光景は、粉にした夕陽を散らしたかのように美しい。

			「宙に舞い散ったところで……時空魔法！　ハイクイック！」

			　時間を早められたダニたちが、一斉に孵化をした。

			　ナスの畑に降り立って、悪いダニを食らい始める。

			　ダニで赤くなっていた茎が、本来の色を取り戻す。

			「おお……。おおぉ……」

			　管理人のおっさんが、感動の声を漏らしていた。

			　

			　ダニの駆除――完了！

		

	
		
			　

			メイドのティアは、マスターを愛している。

			　

			「Ｕランクの依頼、無事に達成いたしました。

			　依頼主さんからの証明書です」

			「えっ!?」

			「ダニのようなマスターですが、害虫を駆除する能力と熱意に関しましては、他の追従を許さないようです」

			　受付けのおねーさんは、オレが渡した証明書を見た。

			「これは確かに、ナスティンさんの筆跡ですが……。確認の者を派遣するため、しばしお待ちください。新人のかたがＵランクをクリアしてしまうというのは、このギルドでは初めてのことですので……」

			「構いませんよ」

			　オレは受付けの横に設置されている食堂兼酒場で、軽い食事を取ることにした。

			　依頼の中には複数人で組まなければ難しいものもあるため、待合室のような意味合いであるらしい。

			　目玉焼きを乗せたパンに、ジャガイモやニンジンそっくりの食べものが入ったシチュー。

			　そしてチーズを単品で頼む。

			　このチーズ、個人的には今回のキモである。

			「フフフ……」

			「お言葉ですが、マスター。マスターの笑顔はわいせつ物です。

			　公共の場では、控えていただけないでしょうか？」

			　ティアの毒舌をスルーして、お礼として受け取ったナスを取りだした。

			　魔法で氷のナイフを作り、ストン、ストンと切っていく。

			　塩という名のソルトをかけて、チーズを乗せる。

			　人の目がない瞬間を狙い、ナスを焼く。

			　ナスのチーズ焼きの完成だ。

			　ほどよく焼けたチーズの匂いで、もう腹が減る。

			　フォークで刺して――食べる。

			　うまい。

			「…………」

			　ティアがわずかにヨダレを垂らし、ナスのチーズ焼きを見ていた。

			「食べるか？」

			　と言われるとハッと気がつき、いつものように言った。

			「マスターがご自身の働きによって得た糧は、マスターのものでございます。

			　メイドたるわたくしは、生存に必要な分だけいただければ問題ありません」

			「そうか」

			「はい」

			「それはそれとして、ちょっと口をあけてくれるか？」

			「……？」

			　ティアはいぶかしみつつも、素直に口をあけてくれた。

			　オレはナスのチーズ焼きを、ティアの口に突っ込んだ。

			「っ……」

			「味はどうだ？」

			「こういう時だけ、強引でございますね……」

			　ティアは唇を手で押さえ、ゆっくりと咀嚼した。

			「で、味は？」

			「マスターが自らの手でお作りになられたという生理的嫌悪感を除外さえすれば、なかなかの美味かと……」

			「オレの手で作ったことは、減点の対象か……」

			「わたくしが洗濯した下着を干していると、いやらしい目を向けていたのがマスターですから」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			　でも事実だから仕方ない。

			　わざわざ見に行ったことはないが、目に入ったら反応はしてしまう。

			　この程度の毒舌で済んでいるあたり、むしろ天使だ。

			　オレはナスのチーズ焼きを、ティアに食わせ続けた。

			　ティアは大人しく食べ続けた。

			　そんなこんなをしていると、ギルドのおねーさんがやってきた。

			「確認が取れました。レイス様がおっしゃる通り、無限ダニのほとんどが、完璧に駆除されておりました。こちらは報奨金になります」

			　金貨の入った袋が、テーブルの上に乗った。

			「それともし、よろしければこちらを……」

			「これは？」

			「今回の依頼を、どのようにクリアしたのかを記すための書類です。

			　記入自体は任意ですが、記入していただければギルドより特別報酬がでます」

			「記入しておきます」

			「…………」

			　ギルドのおねーさんは、少し驚いたように目を見開きながらも、頭をさげて去って行った。

			　ティアが言う。

			「よろしいのですか？」

			「なにが？」

			「ランクＵの依頼は、その解決法が一般に認知されていない依頼です。手順を記せば特別報酬がでるとはいえ、報酬を独占するため、内密にしておくほうが一般的です。

			　記す場合でも、特許という形で継続的に資金を獲得できるようにする方法もございます。

			　しかしマスターに、そのような素振りはございませんでした」

			「それは考えてなかったし……。どうでもいいな」

			「は……？」

			「この方法がたくさんの人に知られれば、より多くの害虫を殺せるんだぞ？　だったらそれでいいじゃないか」

			「生活があることを忘れないでください、マスター」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			「それならティアが交渉してくれるか？」

			「ナスの分は働いてまいります」

			　ティアは席を立ち、交渉に行ってくれた。

			　しばらくしてから帰ってくる。

			「これが今回の報酬になります」

			　ドンッ。

			　ティアが革袋をテーブルにおいた。

			「全部で三万ヴァニールのようです。袋の中身はほとんどが銀貨です」

			「え？　三万？　定食一食で五〇〇ヴァニールって考えると少なくない？

			　普通の依頼ならともかく、特別な報奨金でしょ？」

			　オレが疑問を口にした刹那、ティアはオレの胸倉を掴んだ。

			　ゴキブリを見下ろすような視線でオレをにらむと、耳元でささやく。

			（公の場で大金を稼いだことを言うわけにはいかないでしょうが。

			　空気を読みやがってください、脳みそ腐れマスター）

			　正論だった。

			（ちなみに……本当はいくらなの？）

			（五〇〇万ヴァニールです。今回の定食であれば、一〇〇万回は食べられます）

			「ごひゃくま――いてぇ！」

			　金額を叫びかけたところ、足をティアに踏まれてしまった。

			　ティアがチラりと周囲を見渡し、オレの手を引いた。

			「早くでましょう。マスター」

			　会計を済ませて店をでる。

			　だが遅かった。

			　店をでてから百メートルで、大柄で筋肉質な男たちに絡まれる。スキンヘッドが三人に、モヒカンがひとりだ。

			「儲けたみたいだなぁ、兄ちゃん」

			「しかも兄ちゃん、新人……だよなぁ？」

			「新人の冒険者たったふたりで、護衛もつけない。そいつはちょっぴり、危険なんじゃあないかねぇ？」

			「そこで親切な俺様たちが、護衛になってやってもいいんだがぁ？」

			「代金は、兄ちゃんが稼いだ金額の半分と、連れているメイドで――――ごふうっ！」

			　男の言葉が終わるより先に、ティアの拳が男の鳩尾(みぞおち)を貫いた。

			　パァンッ！

			　裏拳でふたり目の男のアゴを撃ち、三人目には一本背負い。

			　ナイフを取りだし襲ってきたリーダーのモヒカンには、カウンターのハイキック。

			　もだえるモヒカンを踏みつけて言った。

			「ゴミムシですら、腐肉を分解するという形で人々の役に立っているというのに――」

			　ゴミを見る目よりもひどい、ゴミムシ以下の存在を見る目であった。

			　鳩尾を殴られた男が、腹を押さえたままティアをにらんだ。

			「こんなことしやがって、次に会ったらどうなるかはわかっていやがるんだろうな……？」

			「こちらこそ、今度あなたがたが無断でわたくしやマスターの前に姿を現した場合――」

			　そうして。

			　ティアは。

			　一際鋭い眼光で――、

			　

			「股間の汚物を蹴り潰します」

		

	
		
			[image: 070.jpg]
		

	
		
			「「「「「ひいぃぃぃぃぃぃぃぃ！」」」」」

			　チンピラはもちろんのこと、オレにも精神的なダメージが入った。

			　チンピラたちは普通に逃げたが、オレはそういうわけにもいかないので立ちすくんだ。

			　逃げたい。

			「いかがなさいましたか？　マスター」

			「容赦ないなぁ、と思って」

			「基本的にわたくしは、男性が嫌いです。

			　それが汚物の様相を示して近寄ってきたとなれば、あの程度は当然です」

			 　かわいいティアは、ナチュラルに恐ろしいことを言う。

			「ちなみにマスターのことは、これでも敬愛しております」

			「そうなのっ!?」

			「この屋敷にきた当時――齢六だったころのわたくしは、失敗ばかりしておりました。

			　当時のわたくしにやさしくしてくださったのは、マスターおひとりだけでした。

			　その当時のことは、今でも鮮明に覚えております」

			　どうしよう。

			　オレはまったく覚えていない。

			　泣いているメイドの子にお菓子をわけてあげた記憶は、なくもなかったりはしている。

			　でもそれがティアなのかどうかって言うと……。

			「初恋の相手はマスターであり、今も想いはそのままです。この点につきましては、察しやがれでございます。そもそもどうしてわたくしが、地位も名誉も屋敷も失い、ただのスケベ変質者と化しているマスターについているのですか。心の底から愛しているからに決まっているじゃないですか。お察しやがれでございます」

			「あのさぁ……ティア」

			「なんですか？」

			「どうしてそんなことを言いながら、ゴミを見る目でオレを見てるの……？」

			「子供であることを利用してほかのメイドに抱きついたり、スカートめくりなどのイタズラを何度もなさっていたことが原因です。

			　わかりやすく言えば嫉妬になります。ヤキモチです。

			　あとはマスターがむかしのわたくしにしてくださったことを忘れていやがるのも、わたくしだけが一方的にマスターを愛しているようで腹が立ちます」

			　愛しさあまってなんとやら――というやつか。

			　今日一日で、十回ぐらいはさげすまされているような気がする。

			　しかしティアがオレを好いてくれていたというのは、とてもうれしい話であった。

			「だけどそういう話なら、エロいことしてもよかったり……？」

			「…………」

			　ティアはオレをさげすみつつも、オレの手を引き路地裏につれていった。

			　そして肩や胸元をはだけさせる。

			　ブラジャーのない、そのままの胸の谷間を露出させ――。

			　

			　ぽふんっ。

			　

			　オレの顔を、真っ白な谷間にうずめさせてくれた。

			　すべすべでやわらかで、むにゅむにゅでぽにゅぽにゅ。おっぱいのパフパフ。

			「この程度のことができる程度の親愛は、マスターに抱いております」

			　嫌そうな顔をしていることは声の感じでわかったが、おっぱいは気持ちよかった。

		

	
		
			　

			駆除ファイルⅡ　爆裂スズメバチ。

			　

			　ダニを退治してから一週間がすぎたころ。

			　オレは宿のベッドに座り、ステータスの画面を見ていた。

			　オレのレベルは、異様なことになっていた。

			　

			　レベル二二〇〇

			　ＭＰ　三三〇〇〇／三三〇〇〇

			　魔力　二二〇〇〇

			　獲得スキルポイント　三二〇〇〇

			　

			　しかもこれ、止まっていない。

			　ベッドの上でステータスの画面を見ている今でも、定期的にレベルアップしている。

			「どういうことなの……？」

			「マスターが指示した害虫を倒す方法をほかの方が使用した場合、マスターにも経験値が入る――ということでは？」

			「どういうことなの!?」

			「魔物使いがモンスターを使役してほかのモンスターを倒した場合、魔物使いにも経験値が入ります。同じようなことかと」

			　よくわからない原理。しかしこの世界ではそうなっているなら、そうなっているのだろう。

			　オレは気にしないことにした。

			「稼いだカネはどうしようかな」

			「なにかご予定はありますか？」

			「考えてるのは、住居の購入かな」

			「住居の」

			「前回のダニ退治みたいに、ほかの生き物が重要になることは多そうだからね。

			　大きな屋敷とかあれば、飼育や研究もしやすい」

			「そういう理由でございましたか。

			　わたくしはてっきり、酒池肉林の城でも作りたいのかと」

			「…………」

			「マスター。もし差支えなければ、ただいまの不愉快な沈黙の意味を教えてください」

			「ティアは鋭いなー、と思って」

			「先日も申しあげた通り、わたくしマスターのことは心より慕っておりますので」

			　ただしオレを見つめる瞳は、ゴミを見る目そのものだ。

			「では、行きましょうか」

			「反対じゃないの？」

			「拠点が必要なことは事実です。

			　マスターがいやらしいのも存じております。

			　購入するか否かは別として、相場を知っておくのはよいことでしょう」

			　ティアは冷静につぶやいた。

			　オレは並んで宿をでる。

			　ギルドに不動産を紹介してもらい、不動産屋に向かった。

			「家を買いたいのですが」

			　店主のおっさんは、オレの風貌を見て言った。

			「買いたい？　借りたいじゃなくって？」

			「基本的には買いたいです」

			　庭や屋根裏で、ダニや虫を飼育する予定もある。借りた家でそれはできない。

			　おっさんは、オレの顔や全身をジロジロと見た。

			「ふーむ……。なるほど。

			　着ている服こそみすぼらしいが、顔だちはいい男……いや、ハンサムだ。

			　元は貴族であったと言われても納得がいく」

			　実に鋭いおっさんだった。

			「して、兄ちゃん。予算はいくらあるんだい？」

			「四五〇万ヴァニールです」

			「さすがはハンサムな兄ちゃんだ。その若さでそれだけの額をだせるか」

			「買うのは、今すぐでなくとも構いません。大体の相場を知るためにきました」

			「四五〇万だと……庭付きの二階建て一軒家とか、十平方メルトスの畑がついた二階建ての一軒家あたりを買えるかな――といったところかねぇ。どちらも築十年の中古物件になるが」

			「もっと大きな――一〇〇人ぐらいは住めそうな屋敷とかは無理ですか？」

			「いくらハンサムでも無理はいけねぇ。

			　そんな家を買おうと思ったら、予算の一〇〇倍は――――いや、待てよ」

			　おっさんは、言葉を止めた。

			　口元に手を当てて、考え直してオレに尋ねる。

			「常識で考えてわかると思うが、四五〇万でまともな屋敷なんてのは無理だ。

			　しかし曰くがついていてもいいなら、一〇〇万ヴァニールで構わん屋敷があるぜ？

			　本当に最悪な曰くだけどな」

			「見るだけ見せてください」

			「いいだろう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　街外れの空間。

			　切り立った崖を背にしたようなその屋敷の前で、おっさんは立ち止まる。

			　おっさんは、フルフェイスのマスクにヨロイと、完全装備だ。

			「ここだ」

			「見た限りでは少し古ぼけているだけで、普通の屋敷ですね」

			「お待ちください、マスター。奇妙な羽音が聞こえます」

			　ティアの助言を聞いたオレは、耳を澄ませた。

			　ブブブブブブブ……。

			　確かに羽音が響いていた。

			　それも羽音は、無数に重なっている。

			　一匹や二匹のそれではないということだ。

			　不意に屋敷から、黄色い影が飛びだした。

			　スズメバチ。

			　そう形容すべきフォルムと色に、鋭い飛びかた。

			　しかし特筆するべきは、その大きさである。

			　屋敷の上を飛んでいるそいつは、五〇センチはあるだろう。

			　その群れが宙を舞い、崖を越えていった。

			「見ての通りだ。

			　あの屋敷は、やつらの巣になっちまっている」

			「放っておいて大丈夫なんですか？」

			「大丈夫じゃねぇんだが……。

			　崖の上にある森を餌場にしているようだからな。

			　人に被害がでるまでは、騎士も出動してくれねぇ」

			「屋敷ごと焼き払って駆除をする、というわけにはいかないのでしょうか？」

			　ティアがもっともな疑問をつぶやく。

			　その時だった。

			「ガアアアアアアアアアアアアア！」

			　崖の上にある森の奥から、ワイバーンが飛びだした。

			　スズメバチの群れを振り切るかのように宙を舞い、必殺の炎を口から吐いた。

			　巨大なスズメバチの群れが、紅い炎に包まれて――。

			　ドバアァンッ！

			　

			　大爆発。

			　

			　一匹が爆発するとその衝撃で二匹目が。さらにその衝撃で、四匹目や五匹目が爆発する。

			　最終的には、ワイバーンを襲撃していた数十匹が爆発した。

			　体の破片と体内の毒液が飛び散る。

			　毒液を受けたワイバーンの悲鳴があがった。

			　生き残ったスズメバチが、ワイバーンの体に取りつく。

			　鋭いキバで、バリバリと食い始めた。

			　ワイバーンの体は、鋼鉄の刃をも通さないウロコで覆われている。

			　しかしあのスズメバチの前では、なんの意味もなさなかった。

			　スズメバチの毒気を帯びた体毛が、風に乗ってこちらにもくる。

			　オレは風を展開し、ティアとオレを守った。

			　たまたま後ろを通りかかったネズミが、毒の体毛を吸って倒れた。

			「というわけだよ、ハンサムな兄ちゃん。

			　鉄をも砕く鋭いキバに、単純な数。

			　なのに炎で焼こうとすれば、とんでもない大爆発。

			　毛には、ちょっとした毒がある。

			　厄介だろう？」

			「人を襲うことは？」

			「たまにある。もっと言うと、あそこにいるやつらは『ギリギリ』だ。

			　スズメバチは定期的に、巣を分離させる習性があってな。

			　分離した集団が、森に行けばいいんだが……」

			「人里にくる可能性もあるってことですか」

			「しかし爆裂スズメバチは、リスクがデカすぎる敵だからな。

			『分離して森に行く可能性もある以上、森に行く可能性に賭ける』っていうスタンスなんだ。

			　だから分離した巣が人里にくるまでは、騎士団も動かねぇ。

			　かと言って、ギルドに依頼しようとも――」

			「危険性に見合うだけの報酬は出せない――ですか」

			「そういうことさ」

			　曰くどころか、凶悪スズメバチがついている屋敷。

			　これは確かに、一〇〇万ヴァニールでも高い。

			　しかし意見をまとめると――。

			「あいつらは――害虫ってことだよな？」

			「厄介さで言えば、Ａクラス級だな」

			　そういうことなら話は早い。

			　

			「害虫だったら駆除対象だ」

			　

			　オレはおっさんに、一〇〇万ヴァニールを支払った。

		

	
		
			　

			爆裂スズメバチ前哨戦――普通のスズメバチ。

			　

			　爆裂スズメバチを殺すと決めた次の日の朝。

			　オレは市場に出向いていた。

			　市場には、様々な果物や肉。野菜に魚の屋台も立ち並んでいる。

			　それ以外にも、白や薄茶の粉が入ったビンなどもあった。

			「このような場所で、なにをするおつもりですか？　マスター」

			「んんーっとねぇ……」

			　オレは手近にあった、小さなハチの巣を手に取ってみた。

			「おじさん、これはなんですか？」

			「粉バチの巣だな」

			「粉バチ？」

			「ちょいと巣を振ってみな」

			　言われた通り振ってみた。

			　巣穴から、白い粉がパラパラと落ちる。

			　オレはその白い粉を、指ですくって舐めてみた。

			「さらりと甘くておいしいですね」

			「だろぉ？」

			　おっさんは、ニヤりと笑った。

			　無言の買え買えアピールである。

			「巣じゃなくて、粉だけってのも売っていますか？」

			「大ビン、小ビン、中ビンってあるが？」

			「小ビンでお願いします」

			「一〇〇〇ヴァニールだ」

			「はい」

			　オレはビンを受け取ると、ティアの鼻先に近づけた。

			「なんですか？　マスター」

			「ちょっと匂いをかいでみて」

			「構いませんが……」

			　ティアの鼻が、ひくりと動いた。

			　同時に粉が、鼻腔に入り――。

			「くちゅんっ！　くしゅん！　くしゅん！」

			　くしゃみ三回。

			「マスターは、わたくしのことがお嫌いなのでしょうか……？」

			　毒舌もなりを潜め、涙目で聞いてくる。

			「それはないよ。絶対に。好きか嫌いかで言えば、大好きってレベルで好きだよ」

			　かわいいし巨乳だし、家を失くしたオレについてきてくれているし巨乳だし。

			「……そう言っていただけるのは、心地よい部分もございます。しかし胸をチラとでも見て言うと、多大なる嫌悪と抵抗を相手に与えるケースもあることはご理解ください」

			　ゴミを見る目で見られてしまった。

			　ただ今回は、照れ隠しな部分もあるらしい。

			　いつもが腐った生ゴミを見る目であれば、今は清潔なプラスチックゴミを見る目。

			　昇格だ。

			「で、匂いはどうだった？」

			「獣人のわたくしの感覚で言えば……。重厚で濃厚な、森の香りがいたしました」

			「そっかそっか」

			　オレはほかの色んな店でも、色んな粉を買った。

			　オリーブの葉を乾燥させた粉や、オレンジの皮を乾燥させた粉に、魚を乾燥させた粉など、様々だ。

			　ティアの反応も様々だ。

			（すん……、すん……。すん）

			（こほっ、けほっ、けほっ、）

			（ころころころころころ……）

			　普通に匂いをかぐものがあれば、かいだ瞬間、むせるものもある。

			　魚の粉に関しては、顔は無表情だが喉はころころとご機嫌に鳴った。

			　お尻の尻尾も、ぴぃん――と立ってた。

			「ティア的に、どの粉の匂いが一番強い匂いだった？」

			「強さで言えば、やはりオレンジのそれですが……」

			「苦痛じゃないって条件を入れると？」

			「森マグロの赤身粉ですね」

			　即答だった。

			「赤身肉をそのまま食べてもおいしい森マグロですが、乾燥させて粉にすることで、風味とうま味が極限にまで凝縮されます。そのようにして作られた粉は、そのまま舐めてるのが贅沢ならば、スープにかけてもより贅沢であり、例えて言うならその幸福度は…………なんでもございません」

			　無表情で語っていたティアは、こほんとセキをしてごまかした。

			　かわいい。

			　オレは森マグロの粉を、なにも言わずに多めに買った。

			　ティアはやはり無表情だが、お尻の尻尾はうれしそうだった。耳もぴくぴく動いてる。

			　オレはそんなティアを横目に、肉や果物を買って歩いた。

			「マスター。目的をお忘れではないでしょうか？　わたくしたちの目的は、屋敷に住んでいる爆裂スズメバチの討伐です。おいしい料理を作ることではございません」

			　ティアは相変わらずの無表情で、淡々と語った。

			　だが最後には、きっちりとつけ加えた。

			「無論――本来の目的とは別においしい食事を作ってくださることは、やぶさかではございませんが」

			　視線は、マグロの赤身肉の粉にいってる。

			「もちろん目的は爆裂スズメバチだよ？

			　ただその前に、爆裂しないスズメバチの調査もしようと思って」

			「食材は、普通のスズメバチをおびき寄せるために使用するわけですね」

			「そういうこと」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　森の入り口に近づいた時、森の奥から悲鳴が響いた。

			　

			「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			「子供の声っ?!」

			　オレは素早く走りだす。

			「はっ、離れろ。離れろおぉ」

			「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　見れば子供が、スズメバチと戦っていた。

			　ひとりが棒を振り回し、もうひとりがうずくまって泣いている。

			「伏せろ！」

			　オレは子供の頭を押さえ、強引に伏せさせた。

			　小声で言う。

			「ハチの視界は、左右に広いが上下には狭い。伏せれば相手は、こちらを一瞬見失う。

			　だけど飛び回っているハチは、すぐにこちらを見つける。

			　だから一瞬、目をくらませたあとは――」

			　オレは叫んだ。

			「走れ！」

			　棒を持っていた子を走らせた。泣いている子は、ティアが抱っこして連れて行く。

			　オレも並んで走りだす。

			　ハチはかなりのスピードで追いかけてきたが――。

			「離れてくれたか」

			「よく大丈夫でしたね……」

			「スズメバチは、凶暴だけど凶悪ではないからな。

			　巣に近づいた相手には容赦しないが、過度な深追いはしないんだよ。

			　巣に近づいた相手には容赦しないが」

			　だから戦いなどはせず、素早く逃げるのが正しい。

			「あとは応急処置か」

			「わたくしが吸い出しましょうか？」

			「それは危険だ。ハチの毒は水に溶けやすい。吸い出すと、唾液に溶けて口がやられる」

			　オレは右手に魔力を溜めた。

			「ウォーター！」

			　水を流す。

			　水道であれば『ジャー』と音が鳴っていそうな勢いである。

			「口で吸い出しはしなくていいが、手で押し出すようにはしてくれないか？　ティア」

			「わかりました」

			　ティアは少年の傷口を揉むように圧迫した。

			　ほのかに滲む赤い血が、オレの水で外にでる。

			「ハチの毒は水に溶けやすいからな。こうして水を流しつつ、毒を絞り出していくのがいいんだ」

			「水に溶けやすいという知識は、わたくし初めて知りました。

			　生物に対する造詣は、素直に尊敬いたします」

			　ティアは素直にオレを褒めた。

			「ちなみにハチの毒には、放尿がよいという話も聞いたことがあるのですが……」

			　ティアは頬を赤く染め、もじもじと太ももをこすらせた。

			　もしも効果があると言うなら、自分がおしっこをする構えだ。

			「それはデマだよ。尿にそんな効果はない」

			「さようでございましたか」

			「まぁそれはそれとして、ティアのおパンツの下は見たいけど」

			「今後一生、ゴミクズドスケベドヘンタイとして生きるつもりがおありでしたら、いくらでもご覧になさってください」

			　ティアは毎度おなじみの、ゴミを見る目でオレを見た。

			　一分前の尊敬は、完全に消し飛んでいた。

			　オレが悪い。

			　しばし水で流したオレは、子供の患部を氷で冷やした。

			「応急処置はこれでいいから、あとは病院なんだけど……」

			　この世界の場合はどうなるんだろう。

			　地球の病院のように、適切な治療をしてくれるのかどうか。

			「あの、マスター。わたくし今さら気がついたのですが……」

			「なに？」

			　

			「治癒魔法を使えばよろしいのではないでしょうか？」

			　

			「そういやそうだ」

			　ここが異世界だっていうこと忘れてた。

			「アンチポイズン！」

			　毒は消えた。

			　地球であればややこしい措置と薬が必要な毒も、魔法で一発。

			　さすがは異世界だぜっ！

			「あっ、ありがとう……。ございます……」

			「気にすることはない。オレにはたまたま、害虫に対抗する力があった。

			　オレはただ、それを使ったにすぎない。

			　もしも感謝の念があるなら、今日の日を忘れるな。

			　自分の知恵と力を高め、害虫で困ってる人に使ってやれ」

			「はっ……はいっ！」

			　少年は瞳を輝かせて去って行った。

			　オレは彼が、すばらしい害虫駆除士になることを願った。

			　が――。

			　

			　彼は治癒魔術士になった。

			　

			　貧困ゆえに治癒魔術士にかかれない人々を助ける聖者として名を馳せた。

			　だがしかし、そんなことはどうでもよかった。

			　オレが期待してたのは、彼が害虫駆除士になることだった。

			　一〇〇歩ゆずって話すにしても、害虫被害にあった人専門の治癒魔法士だ。

			　相手が誰でも平気で癒すような治癒ビッチじゃない。

			　いいか悪いかで言えば、いいことではあるんだけどさぁ……。

			　ちなみにティアにそれをグチると――。

			『バカですかあなたは』

			　と、火の玉ストレートに言われてしまった。

			　閑話休題。

			　少年がすばらしい害虫駆除士になることを確信したこの時のオレは、森に入った。

		

	
		
			　

			前哨戦のスズメバチ――駆除・完了。

			　

			　森の入り口から、道なりに進むこと二分。

			（ブウゥン――）

			（ブゥン）

			（ブウゥゥゥゥゥン――）

			　ハチの巣を見つけた。

			　大きな木の幹にあいた穴の中に、丸い形の巣がある。

			　その大きさは、両腕で抱えられそうなほど大きい。

			　そしてぽっかりとあいた穴の一ヵ所から、大きなスズメバチがでたり入ったりしている。

			〈カチ〉

			〈カチ、カチ〉

			　オレに気付いたハチたちが、大アゴという名のキバを鳴らした。

			　警告音だ。

			　これを無視していると、スズメバチは攻撃をかけてくる。

			　オレたちは離れた。

			　ティアが尋ねてくる。

			「巣はありましたが……いかがしますか？　マスター」

			「まずはこれだね。アースメイル」

			　オレは魔法を唱えた。

			　地面がもそもそ盛りあがり、オレとティアの体を包む。

			　厚さ一〇〇ミリの土のヨロイは、ハチの針なら容易く防ぐことだろう。

			（次はこれ）

			　オレはスキル習得のためのウインドウを取りだした。

			　無数のダニを殺しまくって獲得されたレベルとスキルは、こんな感じになっていた。

			　

			　レベル二五二二

			　ＭＰ　三七八三〇／三七八三〇

			　魔力　二五二二〇

			　獲得スキルポイント　三八〇〇〇

			　

			　スキルポイント三五〇〇〇を消費して獲得できるらしいスキルがこれだ。

			　

			　神ですら、彼の前では虚無主義(パーフエクトニヒリズム)に。

			　

			　◆効果

			　完全に透明になる。

			　この魔法で透明になっている術者は、姿、におい、足音、気配、魔力など、あらゆる方法であろうと感知されることはない。

			　◆効果範囲

			　自分、および自分が素手で触れている相手。

			　◆効果時間

			　魔力が続く限りは永続。

			　◆消費魔力

			　毎秒一〇。

			　

			　シンプルでありながら強い。

			　もっとも、魔力の消費は半端ない。

			　毎秒一〇ということは、一分で六〇〇。

			　オレの異様な魔力でも、一時間でカラになる。

			　タイマン専用と言えるだろう。

			　空手やボクシングの試合なら、一分透明になれるだけでも効果は絶大である。

			　もっともオレは、害虫駆除に使うわけだが。

			　スキルを習得したオレは、ティアといっしょに透明になる。

			「あの、マスター」

			「なんだ？」

			「姿を透明にする魔法は、『失われし封印魔法』の一種であると言われているのですが」

			「なにそれ」

			「封印とは、悪用が多く、対処が難しい魔法への対応です。一般の魔法書からは削除され、師事や販売も禁止されます。国の宝物庫や大図書館といった、限定された施設の限定された方のみが習得できるように限定されます。

			　そんな封印魔法の中でも『失われし』がつく魔法は、不慮の事故によって術者や施設が消滅し、術法理論がわからなくなってしまった魔法体系のことを言います」

			「そんなすごいんだ」

			「透明魔法がもっとも効果的に働くのは、要人の暗殺ですからね。

			　権力者としては、広まってほしくない魔法です」

			「なるほど」

			「はい」

			「ところで質問なんだけど……。

			　姿を隠すだけの透明魔法でそのあつかいなら、姿、におい、足音、気配、魔力も完全に消し去る魔法はどのくらいなの？」

			「物語の世界を除いて、存在が確認されたことはございません」

			「だけどオレ、それを習得したっぽいんだけど」

			「…………」

			　ティアは無言でオレを見つめた。

			「マスターはその魔法を使用して、なにをなさるおつもりなのでしょうか？」

			「害虫を殺す」

			「…………」

			　ティアはやっぱり無言であった。

			　せっかくの純金を、ツナを入れる缶詰に使っているおっさんを見ているかのような視線だ。

			　納得がいかない。

			　だって害虫を殺せるんだよ？

			　神も笑顔の使い道じゃないか。

			　まぁいいか。

			　オレとティアは、ハチの巣に近づいた。

			　魔法の効果はさすがであった。

			　巣から五十センチほどの距離に寄っても、ハチたちの反応はない。

			　巣に軽く触れてみた。

			　やはり反応はない。

			　やりたい放題である。

			　ただオレは、その前に巣を確認した。

			　巣がある場所は、木にぽっかりとあいた空洞。

			　その空洞の中に、球体の巣がある。

			　そして巣には、ひとつの穴がぽっかりあいてる。

			　穴の大きさは、野球ボールが入りそうな程度。

			　野球ボールが入りそうな大きさの穴からは、スズメバチが出入りしている。

			　穴から中を覗いてみると、一〇〇匹近いスズメバチ。

			　ヘタに巣を攻撃すると、こいつら全員が飛び出してくるわけだ。

			　ここまでは、地球のスズメバチと変わらない。

			　もっとも肝心なところも、地球のスズメバチと変わらない。

			　その肝心なところとは――。

			　巣の出入り口である穴が、ひとつしかないところ。
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			　これが意味するところはなにか？

			「フリーズ！」

			　オレは氷魔法を使用した。

			　スズメバチの、たったひとつしかない出入り口をふさぐ。

			　これでもう、中のスズメバチは外にでてくることができない。

			　中でブンブンうるさいが、外にでてくることはない。

			　地球にいた時は、スプレー型の接着剤　――スプレーボンドでこれをやってた。

			　

			　ハチの巣には、いくつかの種類がある。

			　その中のひとつが、『出入り口がひとつしかない巣』。

			　出入り口がひとつしかない巣のハチを倒したい場合、スプレーボンドでその出入り口を塞げば楽ができる。

			　夜は寝ているタイプのハチなら、完封も容易い。

			　ただし一応言っておくと、これはプロであったオレの感覚のお話である。

			　素人が真似してはいけない。

			　スズメバチの針は、ジーンズぐらいなら貫通する。

			　キバで布地を切り裂いてきたり、わずかな隙間から入り込んできたり、毒液を飛ばすこともある。

			　基本はプロに任せよう。

			　プスリ。

			　オレは巣の横に穴をあける。

			「…………」

			「どうしたのですか？　マスター」

			「森のスズメバチは、害虫を殺す益虫であることも多いからさ」

			「しかしこの位置に巣がありますと、薬草採取もできなくなります。

			　このハチの巣は、そういうところに作られております」

			「仕方ないか……フリーズ！」

			　殺虫剤の代わりに、冷気魔法を流し込む。

			　ブンブンとうるさかった羽音が、次第に静まってくる。

			　凍らせること十分。

			　羽音はひとつも聞こえなくなった。

			　恐らく全滅しただろう。

			　それでも念には念を入れよう。

			「土魔法」

			　土で土鍋を作り出し、

			「水魔法」

			　鍋に水をたぷんと入れて、

			「火魔法」

			　で煮込んだ。

			「あの、マスター。三属性の魔法を使用できる『トリニティ』は、一〇〇万人におひとりと言われております。それを害虫の駆除に使うことに関しては、いかがお考えでしょうか……？」

			「最高だ」

			「害虫を駆除することに関してだけは、熱意と知恵と慎重さにあふれておりますね……」

			　かわいいティアは、最上級の褒め言葉を言ってくれた。

			　オレのことをかなり見直して尊敬してくれたに違いない。

			　なのにその表情は諦めに満ちており、形よく美しい唇からは、ため息が漏れていた。

			　なぜだ。

			　なにはともあれ。

			　子供を傷つけたスズメバチの駆除――完了。

		

	
		
			　

			爆裂スズメバチの女王を駆除する。

			　

			　普通のスズメバチをやっつけた、次の日の夜。

			　オレは爆裂スズメバチたちがいる屋敷にきていた。

			　ティアはいない。

			　オレがひとりだ。

			『おひとりですか』

			『こう言っちゃなんだけど、今回はティアが邪魔になりそうだし』

			『……お気をつけ、ください』

			　ティアは淡々としていたが、その顔はどこかさびしげだった。

			　万が一のことがないよう気をつけなくてはいけないな、と思った。

			　オレは屋敷に、ゆっくりと近づいていく。

			「地球のスズメバチなら、基本的に昼行性。夜は巣の中で眠ってるわけだけど……」

			　だがしかし、屋敷まで、残り五〇メートルといったところ。

			（ブウゥン――）

			（ブゥン――）

			（ブウゥゥゥゥゥン――）

			　無数の羽音が響いてきた。

			　爆裂スズメバチたちが、オレを囲む音であった。

			（カチ、）

			（カチ、カチ）

			　大アゴという名のキバを、カチカチと鳴らしてくる。

			　スズメバチの警告音だ。

			　森でこの音が聞こえたら、慌てず騒がずゆっくりと、来た道を引き返さなくてはならない。

			　この辺は、普通のスズメバチと同じだが――。

			「爆裂スズメバチは、夜にも行動するわけか……」

			　オレは冷静につぶやくと、透明魔法を起動した。

			「パーフェクト・ニヒリズム」

			　姿はもちろん音や臭い、呼吸音なども消える。

			　オレはゆっくり移動した。

			（……!?）

			　爆裂スズメバチは戸惑っている。

			　つい先刻までオレがいた位置に針を突き刺してみたり、毒液を吐きかけたりしていた。

			　アグレッシブだ。

			　だが今のオレは、完全に透明である。

			　ＭＰの残量に注意しながら、屋敷に向かった。

			　腐食されて朽ち果てている扉を抜けて、エントランスホールに入る。

			　巣があった。

			　巨大な巣である。

			　一軒家ほどもあろうかという大きさをした、松ぼっくり状の巣。

			「風魔法」

			　オレは小声で魔法を使った。

			　空を飛び、松ぼっくり状の巣のてっぺんを見る。

			　ひとつしかない出入り口から、ハチが出入りしているのが見えた。

			　巣の出入り口は、とても大きい。

			　オレが大の字になっても、すっぽりと納まりそうな大きさだ。

			　オレは一度外にでた。

			「水魔法と土魔法を合わせて――泥魔法・マッドボール！」

			　どぷぉおんっ！

			　巨大な泥のカタマリで、巣の入り口を塞いでやった。

			「フリーズ！」

			　入り口を凍らせる。

			（ブブブブ！）

			（ブゥンッ、）

			（ブブウウゥン！）

			　中のハチが荒ぶった。

			　オレはステータスの画面を開いた。

			　残りのＭＰは――。

			　

			　レベル二五二五

			　ＭＰ　三一〇〇〇／三七八〇〇

			　魔力　二五二五〇

			　獲得スキルポイント　三三〇〇

			　

			　大して減ってない？

			　これはいったい、どういうことか。

			　答えはすぐに出てくれた。

			　テッテレー！

			　

			　レベル二五二六

			　ＭＰ　三七八一〇／三七八一〇

			　魔力　二五二六五

			　獲得スキルポイント　三四〇〇

			　

			　レベルがアップし、ＭＰが全快になった。

			　オレは以前に、無限ダニとも呼ばれるダニの群れをやっつけた。

			　そのダニのやっつけ方を、ギルドに教えた。

			　その方法でダニをやっつけた場合、『魔物使いが自分の魔物でモンスターを倒したのと同じように、教えた側にも経験値が入るのでは？』と言われた。

			「その影響でレベルがあがって、全快することがしばしばあるわけか……」

			　いい情報だなぁ……フリーズランス！」

			　氷の槍を巣に刺して、拳ほどの大きさをした穴をあける。

			「フリイィィィィィズ！」

			　穴にフリーズをぶち込んで、中の巣を凍らせていく。

			（ブブブブンッ！）

			（ブウゥンッ！）

			（ブウゥ……）

			　スズメバチは騒いでいたが、羽音は徐々に小さくなった。

			　入り口を凍らせているので、外にでてくることもない。

			　少しやりすぎな気はするが、相手はスズメバチである。

			　これぐらいがちょうどいい。

			　オレは地上に降りたった。

			　氷の剣で穴をあける。

			　スパスパスパ。

			　ぎこちない太刀筋で巣を切り裂いて、中に押し入る。

			　巣の中は、震えるような氷点下。

			　巣の中のハチは、例外なく氷漬けだった。

			　無数の死体が、あちこちに転がっている。

			　女王と思わしき、巨大バチもいた。オレの身長ほどもある、大きな大きなハチである。

			　コイツはヤバい。

			　すでに死んでいる気はするが、念のために首をハネた。

			　ハネた首も外に持ち出す。

			　しばらく歩いて地面において、さらに一〇〇メートルほど離れた。

			「アースウォール！」

			　厚さ八十センチの土の壁を作り、壁の奥からファイアーボールを放った。

			　女王の頭部は、普通に燃えた。

			　次に胴体を持ち出した。

			「ゴキブリなんかは、首をハネても一週間は生きているからな。

			　地球のゴキブリでもそれなんだから、徹底的に滅しておこう」

			　オレは一〇〇メートル離れた位置で土の壁に隠れ、ファイアーボールを発射した。

			　ドゴオォンッ！

			　爆発した。

			「爆裂スズメバチの爆発器官は胴体にあって、

			　一度氷漬けにしても、火をつけたら爆発する……と」

			　覚えた。

			　ついでにネズミを一〇体捕まえた。

			「ハイクイック」

			　時空魔法でネズミの時間を加速させ、空腹にさせる。

			「行け」

			　スズメバチの女王の死体の破片があるところに離した。

			（チュチュ？）

			（チュー）

			（もぐもぐ）

			　ネズミは破片を食べ始めた。

			　空腹にさせていた関係で、かなりもぐもぐ食べていたが――。

			（チューチューチュー）

			　オレが見てると、いずこかへと立ち去った。

			「毛を燃やせば、毒性はなくなる感じか」

			　これで女王は滅したし、毒の心配もなくなった。

			　そして思った。

			「死体の山はどうしようか……」

			　地球のころはゴミ袋に入れて、ゴミとして処理していた。

			　しかし爆裂スズメバチは、一匹で数十センチある。

			　ゴミ袋には入らない。

			「とりあえず放っておいて、明日考えるか……」

			　オレはゆるりと、宿に戻った。

			　店主の人にあいさつし、自室のドアをガチャりとあける。

			「お帰りなさいませ、マスター」

			　ドアの前にいたティアが、恭しく頭をさげた。

			「…………」

			「いかがなさいましたか？　マスター。ただでさえ薄汚れている顔が、深海魚を彷(ほう)彿(ふつ)とさせるほどに珍妙なことになっておりますが」

			「ドアをあけたら立っていて、すぐに頭を下げてあいさつって、オレのこと待っていないとできないよなーって思って」

			「外を見ていたら、マスターのお姿が見えましたので」

			「オレがいつ帰ってくるか、窓の近くで見ていたってこと？」

			「！」

			　ティアは無言で、濡れたタオルをオレの顔面にぶつけた。

			「先刻も申しあげましたが、マスターの顔は汚れております。

			　至急、お拭きになられるべきでしょう」

			　オレはタオルで顔を拭く。

			　白いタオルには、すすけた汚れがベッタリついた。

			「これはひどいな」

			「マスターのお顔がひどいのは珍しいことではございませんが、汚れていることはなかなかございませんからね」

			「お湯とか用意してくれる？」

			「すでに用意しております」

			　ティアはタライに入ったお湯を、目線で示した。

			　この宿屋には、風呂がない。

			　だから布で拭くしかない。

			　ティアが木の床に布を広げる横で、オレは服を脱いだ。

			　股間はさすがに隠しているが、それ以外は裸だ。

			「…………」

			　ティアはツイッと目を逸らしつつ、オレの体を拭いていく。

			「ありがとう、ティア」

			「わたくしは、不本意ながらマスターのメイドです。体を拭くのは義務であります」

			「でも嫌じゃない？」

			「心の底から不本意ですが、わたくしはマスターを愛しております。

			　体をお拭きするのは、呆れることに苦ではありません」

			　迂遠なるデレだった。

			　ティアは作業を、淡々とこなす。

			　しかし手つきや目つきから、一生懸命な感じが伝わってくる。

			「ところで、マスター。爆裂スズメバチはどうなりましたか？」

			「巣はほとんど残ってるかな」

			「左様でございましたか。しかし失敗を気にすることはありません。

			　爆裂スズメバチは難敵です。

			　単独で挑み、生還できただけでも誇れます。

			　スズメバチを倒せなかったことは、『そういうこともある』と納得なされるのがよいかと」

			「スズメバチは倒したよ？」

			「……………………はい？」

			「女王と巣の中のハチは、普通に倒した」

			「それを普通と言われてしまいますと、非常に困ってしまうのですが……」

			「じゃあ……難しく倒した？」

			「そういう意味でもございません」

			「それで倒したのはいいんだけど、たくさんの死体と巣もそのままでね。

			　どうしようかと思って帰還してきた」

			「わたくし、マスターが留守の間に、爆裂スズメバチのことは調べました。

			　そこで爆裂スズメバチの女王とは、五〇〇〇単位の騎士と魔術士が、およそ一月を費やしてようやく討伐できるものと聞き及んだのですが……」

			「透明魔法なしでいったら、オレもそのぐらいかかったかもしれないね」

			「そのようなお力を、どうして害虫駆除にしかお使われないのか」

			　ティアはため息をついた。

			「それと死体でしたら、わたくしが処理をいたしましょう。

			　マスターがいない間に調べましたが、爆裂スズメバチの毒の体毛は、マスクで防げる程度な上に、人が吸っても咳き込む程度で済むようです」

			「そういうことなら、オレがマスクで掃除してきてもいいけど」

			　ティアが、チョークスリーパーをかけてきた。

			「わたくしの仕事を奪わないでください。

			　わたくしは、マスターの――あなたのメイドです」

			　ティアは力を込めていない。

			　だから苦しくはないが、威圧感はある。

			　ただオレは、そんなことより――。

			「チョークスリーパーのせいで、ティアの胸が背中に当たってしまってるんだが」

			（ぎゅうぅ…………！）

			　ティアの腕の力が強まる。

			　オレの首も苦しくなった。

			　しかし首は苦しくなるのに、ティアの胸はさらに当たった。

			　もう完全に、オレの背中で潰れてる。

			　天国を味わいながら、天国に昇ってしまいそうだ。

		

	
		
			　

			駆除ファイルⅡ　爆裂スズメバチ――駆除・完了。

			　

			　爆裂スズメバチのクイーンを倒した、次の日の朝。

			　オレはティアを連れ、爆裂スズメバチがいた屋敷へと戻った。

			　ハチの残党が警戒音を鳴らしてきたので、透明魔法を使用する。

			　そこには巨大な巣があった。

			「昨日ぶちあけた穴がふさがっている上、ハチはハチで元気に飛び回ってるな」

			「以前に見た時よりも、数は減っているようですが……」

			　それにしたってすごい。

			　なんせ昨日の今日である。

			「特定指定害虫の名前は、伊達じゃないな」

			　ティアの手を引き奥へ行く。

			「合成魔法――マッドボール」

			　泥の魔法で、巣の入り口をふさぐ。

			　巣の横手には穴をあけ、昨日と同じくフリーズを叩き込む。

			　昨日と同じパターンだが、ハチの対応は変わらなかった。

			　今日も今日とて、一方的に冷凍だ。

			　巣の中に入る。

			「ほぅ……」

			　巣の中には、五つの塔が立っていた。

			　土を積み上げて作ったかのような、いびつな塔だ。

			「王台か」

			「オーダイ……？」

			「ウインドカッター」

			　ティアが首をかしげたので、風の刃を放って王台を切った。

			　凍ったハチの女王が、ぼろんとでてくる。

			「見ての通り、女王が入っている台だ」

			「その台は、五つあるように見えますが……」

			「五つあるけど、女王になるのは一匹だ。一番最初に生まれたやつが、残りの女王を殺すんだ。

			　同族を殺すのは人間だけって言うやつもいるが、とんだデタラメだよ」

			　少なくとも、地球のハチはそうだった。

			　しかしたった一日で、五つの王台と新しい女王まで作るとは……。

			　かなり怖いハチである。

			　オレは生き残りを駆除していった。

			　巣の周囲をうろうろとしているやつらも、フリーズで駆除する。

			「じゃあ掃除してくれ」

			「…………」

			「どうした？」

			「マスターは、つくづく人間離れしていると考えておりました」

			「そうかな？」

			「しかしその力を使う目的が、害虫の駆除というのは……」

			「害虫の駆除以外のなんに使うんだ？　魔法って」

			「尋ねたわたくしが愚かでした」

			　ティアはゆるりと掃除を始めた。

			「すべてを浄化いたしましょう――クリムゾンハート！」

			　カッコいいポーズで、緋色のホウキを取りだした。
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			　魔法でもかかっていそうな名前だが、ただのホウキだ。

			　性能は高いらしく、ホコリなどもガシガシとはけるらしい。

			『このすばらしさがわからないとは、やはりマスターは朴念仁の陶片木でございますね』

			　とはティアの言葉だ。

			　実際、勢いはすごい。

			　ひとつ振るうと風が舞い、ハチの死骸が屋敷の入り口に集まる。

			　柄を向けて一突きすると、死骸は外に飛びだしていく。

			「フフフフ……」

			　ゴミが消えていく姿を見つめるティアの顔には、獲物を前にしたシリアルキラーのような笑みが浮かんでいた。

			　どうもティアには、掃除狂いの気があるらしい。

			「最高です……。最高です……！　フフフフ、フフフフ！」

			　テンションのあがったティアは、爆裂スズメバチの死体や巣の破片を、次から次へと外に追いやる。

			　外にいたハチが帰ってきても、オレがフリーズで凍らせる。

			　透明魔法を使っているから、やつらにこちらの姿は見えない。

			　害虫が掃除されていく光景は、ただひたすらに爽快だった。

			　爆裂スズメバチ――駆除・完了！

			　

			◆　◆　◆

			　

			「爆裂スズメバチの駆除に成功……!?」

			　受付けのおねーさんが、目を丸くした。

			「証拠になるかどうかはわかりませんが、女王の生首は持ってきました」

			　オレは巨大なハチの頭を、テーブルの上においた。

			「これは確かに、爆裂スズメバチの女王ですが……」

			　おねーさんは、スズメバチの頭部に触れて震える。

			「一応補足しておきますが……爆裂スズメバチの討伐をギルドに依頼した場合、ランクＡの依頼となります」

			（Ａってのはすごいのか？）

			（二〇年の研鑽を積んだ冒険者でも、その大半はＣで止まっている――とだけ）

			　ティアに小声で尋ねたら、そういう答えが返ってきた。

			「ギルドランクのアップとかはないんですか？」

			「ギルドの依頼を受けて討伐をしたわけではございませんので……」

			「そうですか」

			「でっ、ですが、昇級審査などの際には、便宜を働かせていただきます！」

			「わかりました。それじゃあティア、報酬の受け取りは任せたよ」

			「…………」

			「どうした？」

			「マスターは、わたくしが報酬の一部をくすねる可能性は考えないのですか？」

			「くすねるの？」

			「そのようなつもりは、ございませんが……」

			「ならいいじゃない」

			「ですが……」

			「っていうかさ、ティアがくすねるんなら別にいいし。

			　むしろくすねて、自分の好きなものを買いなよ。

			　オレは害虫を殺せればそれでいいし」

			「あなたという人は……」

			　ティアはハァ、とため息をついた。

			　だけど頭のネコミミはぴくぴくと動き、お尻の尻尾もピィン――と立ってた。

			　ほっぺもほんのり染まってる。

			　オレはティアに背を向けて、依頼が張られている掲示板を見に行った。

			　害虫駆除の依頼を探すのである。

			「屋敷の補修はおっさんに頼んだけど、補修が終わるまではヒマだしな」

			　色んな依頼が並んでいる。

			　ランクの関係で受けることができない依頼も、今後のために見ておいた。

			　ゴブリンの討伐とかオークの討伐に、馬車の護衛依頼などが多い。

			　Ｂランク以上の依頼は、そもそもない。

			　まぁベテラン冒険者の多くがＣランク止まりな世界で、Ｂランク級の依頼が大量にあったら困るわけだが。

			　その中でひとつ、気になる依頼を見かけた。

			　

			　ゲオフィルス・ハデスおよび、ペルセフォネの討伐。

			　

			「こいつらって、もしかして……」

			「ハデスとペルセが気になるのか？　ルーキー」

			　男が声をかけてきた。

			　一見すると、爽やかな美形だ。高そうなヨロイを身に着けていて、二の腕は太い。

			　背負っている剣も、業物だろうなと思う。

			「名前こそ大袈裟なそいつらだが、要はムカデさ。

			　体はデカい上に群れているから、油断すると危ないがね」

			「やはりはムカデ――害虫か」

			　オレがそれに気がついたのは、『ゲオフィルス』の部分だ。ゲオフィルスとは、つまりムカデの意味なのである。ハデスといった名前についても、深い洞窟の底にいるムカデには、そういう名前がつけられることがある。暗い冥府と、洞窟のイメージが重なるからだ。

			「害虫駆除ならば受けたいところだが……。Ｄランクの依頼らしいな」

			「そこはこのボク――ピラータといっしょでどうだい？　ボクはＣランク。

			　ボクが雇ったっていうことにすれば、キミもいっしょに入れるさ。報酬も、山分けと行こう」

			　ピラータは、オレの手に金貨を握らせた。

			「これは……？」

			「あとで取り分がどうとかなると面倒だからね。前払いさ」

			「どうしてそんな、親切にするんだ？」

			「Ｕランクの依頼をクリアしたキミは、期待のルーキーだからねぇ。

			　ひとつ恩を売っておけば、あとあと助かりそうだなっていう判断さ」

			　目の前のピラータは、芝居がかった仕草で言った。

			　オレは雰囲気に飲まれないよう冷静に、周囲に聞き耳を立ててみた。

			（フロウ・ウインド）

			　頭の中で魔法を唱え、周囲の声がピンポイントで集まりやすいようにする。

			（ピラータのやつ、また『新人潰し』か）

			（ギルドとしても苦いようだが、ピラータ自身がＢランク級の力がある上に証拠もない。

			　なにもできないってウワサだ）

			（あいつも潰されたとしたら、十人目の犠牲者になるのかねぇ）

			　ろくなウワサではなかった。

			　しかしムカデは、Ｄランクでなければ依頼を受けることができない。

			　オレのランクはＨランクだ。

			　害虫を殺すには、ピラータの申し出に乗るしかない。

			　怪しい男の誘いに乗るか、害虫を殺す道を選ぶか。

			　実質的な一択であった。

			「お願いします」

			「オーケィ！　それでは街の外れで待っていてくれ。ボクは依頼を受けてくるから」

			「いっしょではダメなのか？」

			「Ｄランクの依頼を受ける場合、同行する冒険者もＤランクかＥランクであることが望ましいって言われちゃうんだよ。細かい手続きで通過はできるんだけど、余計な手数料もかかる」

			　ピラータは、『だから内緒だよ』みたいな顔つきで、人差し指を立てた。

			　どう見ても怪しい。

			　だが手のひらの金貨は、どうみても本物だ。

			　経験が浅いその日暮らしのルーキーであれば、金貨の重さに惑わされてしまうのだろう。

			　やはりコイツは、とても怪しい。

			　しかし害虫を殺すにはついていくしかないというなら、ついていくしかない。

			　やれやれだぜ。

		

	
		
			　

			駆除ファイル番外　新人潰しのピラータ。

			　

			「マスターは、そのお話を受けたわけですか」

			　街のハズレへ向かう途中。

			　石畳で舗装された道の上。

			　かわいいティアが、ゴミを見る目でオレを見た。

			「救い難いと言いますか、度し難いと言いますか、頭が悪いと言いますか……」

			　顔つきこそは無表情だが、不快感が滲み出ている。

			「でも仕方ないじゃないか」

			「なにが、ですか？」

			「あいつの話に乗らなけりゃ、害虫を殺せないんだぜ……？」

			「ひとつ申しあげますが……」

			「ぐほっ！」

			　ティアの鋭いボディブローが、みぞおちにめり込んだ。

			「魔力こそはすさまじいマスターですが、物理攻撃への耐久力は人並です。

			　不意打ちを受けた場合、このようになることはご自覚ください」

			「言ってることは正論だけどさ、普通に口で言ってほしかったな……」

			「危険に巻き込まれた腹いせはさせてください」

			「ティアもついてきてくるの？」

			「……はい？」

			「明らかに危険だから、ティアには留守番してもらおうって考えてたんだけど」

			「なにをわけのわからないことを言っているのですか、腐れゴミクズマスター。

			　あなたに万が一のことがあった場合は、わたくしも生きてはいられません。

			　爆裂スズメバチのような対策がわかった相手ならともかく、未知の相手ならわたくしも同行させていただきます」

			　確かにティアは、接近戦だとオレより強い。

			　屋敷にいた騎士団の中でも、トップクラスに強かった。

			　そんなティアを見つめたオレは、決意を新たにした。

			　害虫を殺す決意を。

			　

			　～Sideピラータ～

			　裏道を抜けて先回りしていたピラータは、ふたりの仲間と円陣を組んでいた。

			「と――いうわけだ。今度のターゲットは、『ダニ殺し』とツレの女だ」

			「ダニ殺しか……確かボッソの野郎が、女のほうに手を出して痛い思いをしたらしいな」

			「グヘヘヘ……ひさしぶりのオンナ……だぜぇ」

			「オマエたちの人相のせいで、女は滅多に寄りつかないからな」

			　ピラータが言うと、ふたりは『ぐへへ』と笑った。

			　ピラータが言う通り、ふたりは人相が悪い。

			　スキンヘッドのギロンチと、スキンヘッドのボロンチだ。

			　殺人に快楽を見出すギロンチと、悲鳴に快楽を見出すボロンチである。

			　つい先日も、捕まえた男性冒険者にボロンチがおぞましい行為を始め、悲鳴をあげさせて喜んだ。

			　そして悲鳴が途絶えたところで、ギロンチが首をハネた。

			　男であってもこうなのだ。

			　ティアが捕まった日にどうなるのかは、想像に難くない。

			「ヤツは期待のルーキーで、カネもたっぷり持っているらしいからなぁ。

			　男を殺ッて女はヤッて、楽しんだあとは東の獣人国にでも高跳びしようや」

			「この街でのサイゴのシゴトってわけだな……。グヘヘヘヘ……」

			　ボロンチが、ゲスな笑いでヨダレを垂らす。

			　ほんの数時間後には、まさに『最期』となることも知らずに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オレが街の外れに行くと、ピラータたちはすでにいた。

			「早かったな」

			「ベテランだからね。裏道にも詳しいのさ」

			「じゃあ行こうか」

			　オレはザッザと歩きだす。

			「おいおい。後ろのふたりの自己紹介がまだじゃないか」

			「必要ないと思ってる」

			「いやいやいや。そういうわけにもいかないだろう？

			　これからいっしょに探索をするんだ。ある程度の信頼がないと」

			　手馴れているなぁ、とオレは思った。

			　もう完全に、いっしょに冒険をするつもりでいる。

			（あの、マスター）

			（なんだ？　ティア）

			（確かに相手は、信用がなりません。マスターが全面的に信用するなら、わたくしが警戒するつもりでした。しかしここまで露骨に嫌悪するのは、もしも一〇〇億万が一、彼らが善人だった場合に問題が生じるのでは……）

			（それは別に、どっちでもいいから）

			（？）

			（オレは男に興味がない。善人だろうとアイツらはいらん）

			　もしも例外があるとするなら、害虫駆除に熱心な男だ。

			　そのような男がいれば、オレはそいつの手を握り締め、そのすばらしさを称えるであろう。

			（………………）

			（どうした？）

			（最高に最低なことを堂々と言い放つマスターに、軽蔑と驚愕をしておりました）

			（ハッハッハ）

			（笑うところではないかと存じますが……）

			　ティアはくるりと踵(きびす)を返し、ピラータたちに頭をさげた。

			「大変申しわけありません。わたくしのマスターは、わたくしを守らねばと意識するあまり、頑なになってしまっているようです」

			「気にしないでも大丈夫だよ。誤解されてしまうのは慣れているからね」

			　ピラータは、とても爽やかな笑みを浮かべた。

			　甘いマスクで浮かべる笑みは、まさに善人そのものだ。

			　けれども、オレは知っている。

			　狡(こう)猾(かつ)な悪人というものは、善人に偽装することもできる。

			　ピラータが善人であれば、善人に見える。

			　しかし悪人であろうとも、善人に見える。

			　事前に見分けをつけるのは、原理的に不可能だ。

			　だからこの手の話の場合、『相手は悪人である』という前提で動いたほうがよい。

			　まぁしかし、そんなことより害虫だ。

			　オレは害虫を殺す。殺すのだ。

			　純粋な気持ちを胸に抱いて森を抜け、洞窟の前にでた。

			「この洞窟が、依頼のところか」

			「むかしはちょっとした遺跡でお宝もあったらしいが、今やすっかり取り尽くされた。

			　ただしここを巣にした害虫やモンスターが街にでてくると困るから、定期的に間引きするようには言われているのさ」

			「それが今回はムカデか」

			「そういうことになるねぇ」

			　オレは洞窟の中に入った。

			　魔法を使おうと思えば使えるのだが、あえてカンテラに火をつける。

			　隠せる手札は、隠したほうがいいからな。

			　洞窟を照らしてみるものの、害虫はいなかった。

			　オレはピラータと一〇メートル近い距離を取りつつ、奥に進んだ。

			　ややキツいくだり坂を降りていく。

			「しかし見事になんにもないな。話だと、ムカデが大量にいるからこその依頼だったはずだが」

			「そうだねぇ……フフフフ」

			「いないなぁ……グフフ」

			「グヘヘヘヘヘ…………いない」

			　ピラータたちの顔が、邪悪さを帯びてきた。

			　隠す気もなさそうだ。

			　まぁ実際、ここまできたら逃げようはない。

			　やれやれだ。

			　オレたちは進む。

			　倒れた柱を乗り越えて、フタのあいた宝箱をのぞき見て、カラだったなぁとつぶやいて進む。

			　そうこうしているウチに、遺跡の最奥までついてしまった。

			　小さいとはいえ遺跡の最奥だけあって、神秘的な空気は漂っていた。

			　壁や天井が薄紫色の輝きに包まれており、奥には祭壇もある。

			　かなり朽ち果てて、ヒビ割れた大理石の隙間から土が見えているような有様だが。

			　オレはさらに進んでみたが、完全な行き止まりだった。

			　その時だった。

			　背中のほうから、鋭い気配が飛んできた。

			「マスター！」

			　ティアが咄嗟にそれを弾いた。

			　チャリィンと音を立てて落ちたのは――ナイフ。

			「今のをよけるたぁ、なかなかやるねぇ」

			　ゲスな顔をしたピラータが、四本のナイフを指の合間に挟んでいた。

			　それらを一気に投(とう)擲(てき)してくる。

			　オレはレベルⅠの低級魔法・ウインドカッターで落とそうとしたが――。

			「でない？」

			「マスター！」

			　ティアは動揺しながらも、自身の槍でナイフを弾く。

			「ここの壁や天井には、『魔封じの鉱石』が使われているらしくってねぇ。

			　魔法使いは、トンだポンコツになるってわけさぁ！」

			「わかるかなぁ……。魔法使いの兄ちゃん」

			「ココデは……。筋肉が……スベテ……」

			　ギロンチとボロンチが、それぞれの武器を構えた。

			　まるで青竜刀のような、大きくて太い曲刀だ。

			「マスター……」

			　ティアの武器を握る手にも、力がこもる。

			　恐らくティアには、油断もあったろう。

			　真っ向から戦った場合、オレが勝てると思っていたろう。

			　唯一怖いのは不意打ちで、それだけは警戒していた。

			　だから最初の一撃も、弾くことができた。

			　しかしピラータ一行の話が正しいとするなら――。

			　

			　真っ向から戦っても死ぬ。

			　

			「わたくしが、隙を作って差し上げます。

			　マスターはその隙にお逃げください。

			　わたくしは、あなたのような腐れマスターのために『マスターを置いて逃げた使用人』などという不名誉は被りたくありませんので」

			　口は悪いが要約すると、『わたくしが、おとりになるのでお逃げください』ということだ。

			　とても健気で愛らしい子だ。

			「ティアの気持ちはうれしいが……」

			「が――なんです？」

			「害虫がいないことのほうがオレは気になる」

			「マスター……」

			「ハァーハッハ！　こんな時に何を言ってやがるんだ！」

			「さては恐怖で、気が触れ――――グハアアッ！」

			　ギロンチが、会話の途中で吹っ飛んだ。

			「「なっ――?!」」

			　並んで驚愕しているふたりに、オレは言った。

			「ウインドカッターが不発だった時の感覚でわかったよ。

			　オマエは『この空間は魔法を封じる』って言ったけど、実際はそうじゃない。

			　この空間は、魔法を『弱らせる』んだ。

			　一〇や一〇〇の魔力は消せても、一〇〇〇を超えれば少しは残る」

			「無詠唱でギロのやつをふっ飛ばすのを、『少し』だと……？」

			「オレにとってはな」

			　しかし正体が判明したのなら容易い。

			　罪もない新人を潰すようなやつは、害虫の一種と言ってよい。

			　

			「害虫だったら駆除対象だ」

		

	
		
			　

			駆除ファイル番外　新人潰しのピラータ。駆除――完了！

			　

			「駆除……だと!?」

			　勝利を確信していたピラータの顔が、険しいものに変わった。

			「一人前に育てば優秀な害虫殺し員となったかもしれないギルドの有望な人員を潰した。

			　それは即ち、害虫に等しい」

			「期待のルーキーだか知らねぇが、Ｂランク相当の力を持ってる俺様を甘く見るんじゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

			　ピラータが切りかかってきた。

			　オレは空気のカタマリ――ウインドボールを射出する。

			　どごぉんっ！

			　大砲が爆発したかのような音が鳴り、ピラータは吹き飛んだ。

			「グハッ、かっ、はあぁ……！

			　まさかここ――魔封じの洞窟で、こんな威力の魔法を出せるやつがいるとは……」

			　ピラータは、仰向けで血を吐いた。

			　しかしオレは思った。

			「力加減が難しいな……」

			　ある程度の力を出さないと、この空間では魔法が出ない。

			　しかし力を出しすぎてしまうと、洞窟を破壊しかねない。

			　ピラータがどうなろうと知ったことではないが、洞窟を破壊してしまうのは困る。

			「くそっ、くそおぉ……」

			　ダメージを負ったピラータが立ちあがった。オレに背を向け逃げようとする。

			　その時だった。

			〈キキキキ……カカ〉

			　奇妙な笑い声が、どこからともなく響いた。

			〈キタ……、キタ……〉

			　いったいなにがきたというのか。

			　警戒してると、周囲の景色が変わり始めた。

			　薄紫色の壁や天井が、内臓めいたピンク色の、生理的嫌悪感をもよおすものに変わる。

			「なんだこりゃ!?」

			「ギエエエエエエ！」

			　ピラータが叫ぶと、オレに吹き飛ばされて壁際にいたギロンチの悲鳴があがった。

			　壁からでてきた触手に巻きつかれ、骨をべきべきとへし折られている。

			「ガギギギッ、だずげで、ピラータ、ボロ……ンヂイィ！」

			　救いを求めて手を伸ばしたが、グシャッと潰れた。

			　踏まれたトマトのような最期であった。

			「ひいっ、いいっ……」

			「グベエェェェェェェェェェェェ！」

			　壁から伸びてきた触手に、ボロンチもつかまった。

			　みぞおちから侵入した触手が体内を浸食し、ボロンチの口から飛びだす。

			「オゴボボォ、おごッ、ボボォ…………」

			　何本もの触手によってボロンチは、グロテスクなオブジェへと変わっていた。

			　何人もの罪なき冒険者を虐殺してきたであろう犯罪者には、相応しい末路であった。

			「どういうことだよっ！　どういうことだよおぉ！」

			　ピラータが、泣きそうな顔で剣を振るった。

			　近づいてきた触手を切り落とす。

			「なかなかやるようじゃのぅ……ククク」

			　どこからともなく、幼い幼女が現れた。

			　白髪の髪と赤い瞳に、物語の魔族のようなツノ。

			　背中には、黒い羽も生えていた。

			　ピラータが叫ぶ。

			「ままままっ、魔族……!?」

			「いかにも」

			　幼女は、クククと笑うと言った。

			「ヌシらはここを魔封じの部屋――と呼んでおったが、間違いじゃ。

			　ここは魔封じではない。魔吸収の部屋じゃ」

			「魔吸収？」

			「名前の通り、魔力を吸収する部屋じゃ。そして吸収された魔力は、わらわの復活のエネルギーとなる。この高貴なる上級魔族がひとり――プリム＝グラッサンのな」

			「ひいいぃ……！」

			　ピラータが、立ち尽くしたまま小便を漏らした。

			　オレは小声でティアに尋ねる。

			（魔族って、そんなヤバいのか？）

			（下級魔族であっても、Ａ級冒険者が四人はいないと厳しいと言われております。

			　増して上級魔族ともなれば……）

			（なれば？）

			（国が動く必要があるかと）

			　Ｂ級程度のピラータが絶望するのは、当然であった。

			　ピラータは、土下座して泣き叫ぶ。

			「お助けくださいっ！　お助けくださあぁい！　命だけは、命だけわあぁ！」

			「そんなにかしこまらずともよいぞ？　わらわが復活できたのは、おヌシらがここに色んな冒険者を連れ込んだおかげでもあるのじゃからな」

			　プリムが、哀れなるピラータに手を差し述べた。

			「おおぉ……」

			　救われた――と思ったのだろう。

			　ピラータは、魔族プリムの右手に手を伸ばす。プリムはピラータの手を握り締め、やさしい笑みを浮かべると――。

			　

			　腕をべぎりとへし折った。

			　

			「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

			「クカカカカ！」

			　ピラータがのたうつと、プリムは楽しげに笑った。

			「じゃから言ったろう？　『かしこまらずともよい』と。

			　どちらにしても、わらわが貴様を殺すことは決まっておるのじゃからな☆」

			　プリムはニコッと残酷に笑うと、ピラータの手や足を指差した。

			　指差された箇所が、次々に爆発していく。

			　そのたびに、耳をつんざく悲鳴があがった。

			「ああ、腹が立つ。腹が立つ。貴様の『おかげで』、わらわは復活を果たした。

			　しかし貴様らのおこないは、まことに下卑たるものであった。

			　そんな貴様らの『おかげで』という事実に、腹が立って仕方ない！」

			　怒りのプリムは、ピラータで鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らし続けた。

			「たしゅけて、たしゅ……けて…………」

			　ピラータの、両足と左腕がなくなった。体のあちこちにも、小さな穴があいている。

			　もう助からないだろうにピラータは、右腕一本で逃げようとする。

			　高速で移動したプリムが、ピラータの前に立ちふさがった。

			　ピラータは、すがる瞳でプリムを見上げる。

			「たしゅ、けて……」

			「貴様はそう言って逃げようとした者たちを、逃がしたりはしなかったじゃろ？」

			「ひいっ……」

			　プリムが残酷に笑う。

			　そこには確かな愉悦があった。

			　自分を強者と信じて疑わなかったサディストをなぶることを生き甲斐とする、本当のサディストの笑みだった。

			　プリムは、絶望に染まるピラータの瞳の色を堪能すると――。

			　

			　頭部をぐしゃっと踏みつけた。

			　

			　罪なき冒険者を虐殺してきたピラータは、ひしゃげたトマトのようになって絶命した。

			　やはり当然の末路であった。

			「次は貴様らじゃのぅ」

			　プリムが、嗜(し)虐(ぎやく)的な笑みをこちらに向ける。

			「と言っても貴様らは、先のクズのような外道ではない。

			　男も女もわらわに忠誠を誓い、復活なされるであろう魔王様の役に立つ存在として生きるなら、命は助けてやってもよいぞい？」

			「そいつはごめんだ」

			「やはり魔族の下につくのは、人間として許せぬか？」

			「別にそういうわけじゃない」

			「それならば――なにゆえじゃ？」

			「害虫を殺すことに支障が出そうだ」

			「は……？」

			「誰かの下についてたら、そいつがやれって言ったことをやる必要が出るだろ？

			　そんなことをしていたら、そのあいだは害虫を殺せないじゃないか」

			「いったい貴様は、なにを言っておるのじゃ?!」

			　オレはプリムを攻撃するべく魔力を高めた。

			　右手にこもった高い魔力は、つい先刻であればファイアーボールを放てた魔力だ。

			　しかし放とうとした瞬間、逆にギュオンと吸われてしまった。

			　オレの魔力を吸い込んだプリムの体が、光り輝く。

			「わらわら魔族は、絶望の巣(アビス・ネスト)と呼ばれる、固有のスキルを持っておる。

			名前の通り、『ネスト』と呼ばれる特殊な空間を作る力じゃ。わらわのネストの特徴は――」

			　プリムは、ニヤリと笑って言った。

			「魔力の吸収じゃ」

			　それはつい先刻の、ピラータが浮かべた笑みと似ていた。

			　実際、オレに対する攻め方としては同じだ。

			　しかし力の強さが違う。

			　先刻の空間を一〇とするなら、この空間は一〇〇〇。

			「マスター……」

			　完全に覚悟を決めてしまったらしいティアが、ハラりと涙をこぼした。

			　プリムが、気をよくして叫ぶ。

			「言ィっておくが、さっきの洞窟とは一〇〇味も違うゾオォ!?　一秒間で四〇〇のＭＰを吸収し、魔力一万以下の魔術士を封印状態にする！　かつてわらわたち魔族と大戦を繰り広げた伝説の大賢者・マーリンの魔力がようやく一万だと聞けば、この意味がわかるじゃろおぉ!?」

			「なるほどねぇ」

			　色々な話を聞けたオレは、ふと気になったので尋ねた。

			「ところで、害虫はどうした？」

			「は？」

			「オレはこの洞窟に、害虫であるムカデがたくさんいるっていうから駆除しにきたんだ。

			　なのにムカデは見当たらなかった。どういうことかわかるか？」

			「ムカデなら、この空間に入り込んできたのでわらわが糧にした」

			「つまりこの洞窟に、もう害虫はいないのか」

			「そういうことになるのぅ」

			「そうか……」

			「しかしどうしてそのようなことを？　気でも狂ったのかぇぇ？　確かにわらわの話を聞けば、魔術士の貴様が怯え震えるしかなくなるのは自明じゃ――――グガアア！」

			　プリムの体が吹っ飛んだ。

			「ぬおっ、おっ、おおぉ…………」

			　ダメージを負ったらしいプリムが、胸部を押さえてうめいた。

			「キキキキ、キサマ、どうやった!?　今のは、いったい、どうやったあぁ!?」

			「ピラータにしたのと同じことだが？」

			「キサマはなにを言っているのじゃ!?　わらわのネストは、毎秒四〇〇のＭＰを吸収し、魔力一万以下の魔術士を封印状態にするのじゃぞ!?」

			「オレには関係ない」

			「貴様……さては魔闘士じゃな!?　魔法と格闘の両方を使える魔闘士！

			　今の攻撃は、拳の風圧を飛ばしたんじゃろう!?　見抜かせてもらったぞ！　クカカカカ！」

			　いったいコイツはなにを言っているのか。

			　正しい事実を教えてやろう。

			「オレのレベルは二六〇〇。ＭＰは四万弱で、魔力は二万六〇〇〇だ」

			「よんっ……、にっ……ハアッ!?」

			「ＭＰは四万弱で、魔力は二万六〇〇〇だ」

			「わらわの説明を聞いておらんかったのか!?　伝説の大賢者マーリンで、ようやく魔力一万であると――」

			　オレは右手をツイッとかざした。

			　聖魔法の、ライトボールを放ってやる。

			「ぐほおおっ！」

			　プリムは吹っ飛ぶ。

			　オレのＭＰは、残り八〇〇〇程度にまで減少する。

			「クカカカカ……カカ。認めよう。確かに貴様は、大賢者を越える魔力を持っておる。

			　じゃがこの空間で魔法を使い続ける以上、わらわの有利は動かぬ……。

			　わらわは貴様から奪える毎秒四〇〇のＭＰで、自己回復していればよいのじゃからな……。

			　それで貴様が、枯れるのを待てばヨイ……」

			　口から血を垂らしながら、プリムは勝つ気であった。

			　その目算は間違っていない。

			　常識で言えば、プリムが有利だ。

			　それほどに、この空間は魔術士殺しだ。

			　テッテレー！

			　しかしファンファーレが響き、オレのレベルは二六〇一にあがった。

			　ＭＰが全回復する。

			　オレは再び、プリムにライトボールをぶつけた。

			「ゲブボハァアァッ！」

			「生憎オレは、なにもしなくてもレベルがあがって、ＭＰが全回復してくれる体質なんでな」

			「そんな体質があるかあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			「厳密に言えば少し違うが、大雑把に言えば間違っていないぜ？」

			　オレはダニを殺す方法を、人々に広めた。

			　その人たちがダニを殺せば、殺した分の経験値が入ってくる。

			　そしてこの世界では、レベルがあがったらＭＰは回復する。

			　それが続いている限り、ＭＰ切れはない。

			　プリムはガクガク震え始めた。

			　頭では否定したい圧倒的な絶望に、心が抗えないでいる様子だ。

			「オレの話はここまでだ。理解したなら、この空間を解け。さもなくば……」

			「解きますっ！　解きますうぅ！」

			　プリムはネストを解いた。

			　やれやれだ。

			「よし、帰るか」

			「ふえっ?!」

			「どうした？　ティア。らしくない声だして」

			「あの魔族は、ほうっておかれるのですか……？」

			「害虫じゃないからどうでもいい」

			「ですが人に危害を加えるという意味では、害虫のようなものかと……」

			「ふむ……」

			　オレはプリムを、チラと見やった。

			「加えなどはいたしませぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんっ！」

			　プリムは、絶叫しながら土下座した。

			「このプリム、今後一切、金輪際、人の命は奪いませんじゃ！　人にケガもさせませんじゃ！　近いうちに復活なされる魔王様より魔貴族招集の命令がかかっても、絶対応じずにおりますじゃ！　洞窟の隅っこにでも挟まって、埃と雨だけを食べてかろうじて生きていくことにいたしますじゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

			　それでもあなた様がご不満でしたら、あなた様の下僕でもゴブリンの苗床でも、なんでもしますじゃ！　なんでもしますじゃあぁ！　お命だけは、お命だけはぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			「普通の動植物は食べてもいいが」

			「ありがたきお言葉ですじゃあぁぁぁ！　なんというご慈悲ですじゃあぁぁぁぁぁ！」

			　プリムは、泣いて喜んだ。

			　この様子なら、人に危害を加えることはないだろう。

			　つい先刻も、オレやティアに『命は助ける』って言っていたしな。

			　益虫とまではいかないが、害虫だとも言い難い。普通の虫だ。

			「改めて帰るか」

			「マスターがそこまでおっしゃるのでしたら、わたくしは従います」

			　オレはティアの手を握りしめ、魔封じの部屋をでた。

			『怖かったのじゃぁ……。怖かったのじゃあぁ……。

			　二回目は、問答無用で殺されるのじゃあぁ……。

			　ムカデの話をしていた時と、わらわの話をしていた時の目が、完全に同じだったのじゃあ……。虫けらのわらわは、せめて害虫にならないように生きるのじゃあぁ…………。

			　ホントのホントに怖かったのじゃあぁ……』

			　背後からは、そんな声が聞こえていた。

			　少し変則的にはなってしまったが――。

			　ギルドの害虫、新人潰しのピラータ。

			　駆除――完了！

		

	
		
			　

			魔王復活の予言。

			　

			　プリムとかいう魔族を迎撃したオレは、ギルドへと戻った。

			「ムカデの依頼がぽしゃった以上、新しい依頼を見つけないとな」

			　と思ったその時だ。

			　受付けのおねーさんがやってくる。

			「こんにちは、レイスさん」

			「どうしましたか？」

			「用がありましたので……。少々お待ちください」

			　おねーさんは、受付けの奥に行く。

			　しばらくすると、爺さんが現れた。

			　執事服めいた服に身を包んだ、気品にあふれる爺さんだ。

			　しかし漂う雰囲気と、右目につけられた真っ黒な眼帯が、タダモノではないことを示していた。

			（シュバルツ爺さんじゃねぇか?!　元Ｓ級で、今は隠居してるっていう）

			（あの腰につけている剣……間違いねぇな。三代目剣聖・シュバルツだ）

			（今は引退していたはずだが……あのルーキー、そんなすごいやつなのか？）

			　案の定というべきか、周囲の反応はそんな感じだった。

			「レイス＝アルベルトくんだね？」

			「はい、そうです」

			「ここは少々、人目がある。よければ、こちらへ」

			　オレは奥へと案内された。

			「ピラータくんの件は、ご苦労だったねぇ」

			「やつの『裏』を知ってたんですか？」

			「明確な証拠はなかったのだがね。最近増えた、新人行方不明事件の容疑者にはあがっていた」

			「彼がそのような人物と知りながら、監視もつけずにマスターと行かせたのですか……？」

			　ティアの瞳に、うっすらとした怒りが滲んだ。

			　返事次第では、相手が元Ｓ級の実力者だろうと噛みつきにいく構えだ。

			「ピラータが新人に声をかけたと聞いて、監視の者をつけようとはした。

			　しかしその新人は、レイスくんじゃった。ならば大丈夫――と思ったのじゃよ」

			　爺さんは、右目の眼帯をまくりあげた。

			　赤い瞳がオレを見据える。

			「ワシは剣神・ソーディアスの加護を受けておる。

			　そしてこの眼は剣聖眼といってね、相手の力量を一瞬で見抜く」

			「それで見た限り、オレのレベルはすごかった――と」

			「ピラータご時、一〇〇人おっても一瞬じゃろうな」

			　かなり高く評価されてた。

			「それでどんな用なんですか？」

			「実はの……」

			　シュバルツは周囲を見回すと、人目をはばかるようにして言った。

			　

			「魔王の復活が予見されておる」

			　

			「五〇〇年前、大陸全土を戦火と混乱に陥れたという……!?」

			「五〇〇年前の戦いでは、魔王は勇者に封印された。しかし最後に、『我は必ず蘇る。十二のめぐりを五〇〇越えたその日に、必ず』と言い残しておった。伝承ゆえに正確なところはわからぬが、それにあわせたかのように、各地のモンスターの活性化や、魔族の復活などが確認されておる」

			「警戒は、やむをえない――ということですか」

			「心配のすべてが杞(き)憂(ゆう)に終わり、『ワシらはバカじゃったなぁ』と笑えればよいのじゃがな……」

			　シュバルツは、テーブルの上のお茶をすすった。

			「つまりあなたは、きたるべき日の備えとして、圧倒的な力を持ったわたくしのマスターに協力を願いたい、ということですね？」

			「そういうことじゃ。

			　当面の目標としては、各地に封印されている魔族を、倒してまわってほしい。

			　もちろん、報酬はだそう」

			　ドシン。

			　シュバルツは、袋をテーブルに乗せた。

			　白い硬貨が、たっぷりと詰まっている。

			「こっこっこっ、これは白金貨では――!?」

			「全部で一億ヴァニールじゃな」

			「いちっ……!?」

			「そういうわけじゃ。世界のために、協力してくれんかの？」

			「事情はわかった。でもその前に、ひとつ確認しておきたい。

			　魔王討伐という、途方もない計画を実行する上でもっとも大切なことだ」

			「なんじゃ？」

			「魔王は害虫か？」

			「虫であるという話は、聞いておらぬが……」

			「だったら帰る」

			　オレは席を立った。

			「ちょっと待つのじゃっ！　おヌシの言っている言葉の意味がわからん！」

			「アンタが言った通り、オレは力を持っている。神からの加護、と言われたら、あるいはそうなのかもしれない。では神が、どうしてオレに力を遣わしたかわかるか？」

			「む……？」

			「害虫を殺すためだ」

			「むうぅ？？？」

			「オレの力は、害虫を殺すためにある」

			「む、お、おおぅ……？？？？？」

			　異世界人と地球人では、価値観が異なるらしい。

			　オレの真っ当な正論は、まったく理解されていなかった。

			「もしも害虫を見かけたら、その時は言ってくれ。全力で殺す」

			　オレはそれだけ言い残し、応接間をあとにした。

			　ギルドの一階の掲示板の前に行く。

			「依頼探しですか？」

			「害虫駆除の依頼はないかと思って」

			「あの、マスター」

			「ん？」

			「本日のやり取りを踏まえ、わたくしはどのような罵倒をつけてマスターをお呼びすればよいのかお教えください」

			「罵倒が前提っ!?」

			「はい」

			　ティアはゆらぎもよどみもなかった。

			　なぜだ……。

			　いつもはともかく今回のオレは、なにひとつ間違ったことは言っていなかったのに……。

			　あまりにもショックすぎる。

			　揉んでもよいと言われているおっぱいを揉んで、気を紛らわせよう。

			　もにゅもにゅもにゅもにゅ……。

			「触れるのは一向に構いませんが、場所は弁えてください。ド変態マスター」

			「あ、そうか」

			　オレは胸から手を離し、お尻のほうに移動させた。

			　むにむにむにむに……。

			　ドゴオォンッ！！！

			　ティアの鋭いボディブローが、オレのみぞおちに刺さった。

			「わ・き・ま・え・と、申しあげたはずですが……？」

			「お尻ならいいかと……」

			　パアァンッ！

			　今度は普通にビンタされた。

			　オレはドサリと、床に倒れる。

			　されはとても痛かった――が。

			　倒れたおかげでパンツが見えた。

			　ティアは珍しく頬を染め、自身のスカートを押さえた。

			「あなたという人は……。不屈のド腐れドヘンタイですね……。

			　あなたへの好意が微塵もゆるがず、場所を選ばないこと以外には問題を感じない私自身に、腹が立ってしまうレベルです……」

			　かわいい。

		

	
		
			　

			ティアとの初えっち。

			　

			「どうでい、兄ちゃん！　おれたちの腕前は！」

			　筋肉がすごい大工のおっさんが、やりとげた顔でひたいの汗をぬぐった。

			「すばらしい出来だな。少し前まではスズメバチの巣になっていたとは思えない」

			「大切な柱とかは、ほとんど無傷だったからなぁ。

			　爆裂スズメバチが、ホワイトシロアリのような食柱性じゃなくてよかったぜ！」

			「この世界にもシロアリはいるのか」

			「おぅ、いるぜ！　家の柱を食い荒らす、最悪の害虫だ！

			　木々を食うホワイトに、鉄を食うブラック。宝石を食うジュエルシロアリなんてのもいる！」

			「見かけた時は教えてくれ。全力で殺す」

			「さすがは『ダニ殺し』、頼りにしてるぜ！　ガッハッハッ！」

			　おっさんは去って行った。

			　オレは綺麗になった屋敷を見つめ、しみじみとつぶやく。

			「次は女の子の使用人か……」

			「あの、マスター。どうして女性に限定するのでしょうか」

			「ティアが女の子である以上、男の使用人は困るだろ？」

			「なるほど。わたくしを慮ってのことでしたか」

			　ティアの目から、侮(ぶ)蔑(べつ)の色が消える。

			　それからティアは、かつてないほどの笑顔で言った。

			「そういうことなら新たなる使用人は、ゴリラ・ゴリラ族のアマゾネスなどがよろしいでしょう。とても強く逞しい、ゴリラ族の戦士です」

			　想像したけど最悪だった。

			「フフフフ……」

			　ティアは黙って微笑んでるが、初めてティアを『恐ろしい』と思った。

			「すいません、謝ります。

			　男の使用人はティアが困りそうってのは本音ですが、かわいい女の子を雇ってエロいことしたいとも思っていま――――ゲフウゥッ！」

			　ボディブローを食らってしまった。

			　ティアの前に崩れ落ちたオレは、ティアを見上げる。

			　ティアはもはや安定の、ゴミを見る目でオレを見ていた。

			　しかしながら、白いニーソックスとガーターベルトに、すばらしい太ももに彩られたパンツも見えた。

			　殴られ得だぜ……フフフ。

			　と思っていたら踏まれた。

			「まったく……呆れるほどにいやらしい、ドグサレマスターですね」

			　そう言うティアの顔は見えなかったが、究極に侮蔑しているであろうことは容易に想像がついた。

			　ずるずるずる。

			　オレは引きずられていく。

			　その先は…………寝室であった。

			　ティアはオレをベッドの上に放りあげると、背中のファスナーを外し――。

			　

			　半裸になった。

			　

			　ニーソックスとガーターベルトに白いパンツ。そしてカチューシャという姿になった。

			　この世界にはブラジャーが存在していないため、豊満なバストもむき出しである。

			　ティアはオレにまたがると、オレのズボンに手をかけた。

			「ティティティティ、ティア!?」

			　戸惑うオレの唇に、ティアは自身のそれを重ねてきた。

			　ティアの唇はやわらかく、口の中は熱かった。

			「現状におけるマスターとわたくしの関係は、主人と使用人でしかありません。その状態でマスターの使用人の登用や女性関係に口を挟むことは、差し出がましいことではあります」

			「うん、まぁ、理屈で言えば、その通り、だね」

			「しかしながらわたくしは、不本意なことにマスターが好きです。

			　幼いころより愛しております。男性は嫌いですが、マスターは例外です」

			　ティアはため息をつくと、嫌そうに言った。

			「以上を踏まえ――。

			　わたくしがマスターの女性関係に意見するなら、男女の関係を結ぶことが道理であると考えました」

			　確かにただの使用人なら、オレの恋人関係に口を挟む権利はない。

			　けれど恋人になれば、文句を言うのは当然だ。

			　理屈自体は通ってる。

			　だがしかし、恥ずかしくはあるらしい。

			　ティアの吐息は荒く、胸も小さくゆれている。

			　その揺れに従って、おっぱいもゆれている。

			　呼吸による動きは小さいというのに、そのおっぱいはたゆんたゆん。

			　このたゆんたゆんを、もにゅんもにゅんする権利が、オレには与えられている。

			　もにゅんもにゅんのその先も、好きにやってよい。

			　ただそれをした場合、オレとティアは恋人になる。

			　オレの女性関係に、ティアが口を出す権利も生まれる。

			　どうするべきか――。

			　迷うことはなかった。

			　たゆんたゆんに手を伸ばす。

			　世界は広い。

			　色んな美少女がいるだろう。

			　それでもオレは断言できる。

			　ここにいるティア以上の子は、世界のどこを探してもいない。

			　しかしオレの手がティアのおっぱいに触れる直前、ティアの平手がオレの頬を打ち抜いた。

			「マスターは本当に、ドグサレ童貞でございますね……。

			　そのようにツメが伸びた手で、わたくしの肌に触れるおつもりですか？」

			「あー……」

			　オレは自身の爪先を見る。

			　確かにツメは伸びていた。

			　滅茶苦茶に長い――というほどではないが、女の子の体に触れてよい長さではない。

			「こんなことだと思っていました」

			　ティアはオレをベッドから引きずりおろし、台紙と爪切りを用意する。

			　オレの手を太ももに乗せて、パチリ、パチリと切り始めてくれた。

			「いやらしさを極めているマスターのことです。

			　わたくしが一度でも体を許せば、ことあるごとに求めてくるのは目に見えています。

			　ひと月に三〇〇を越える可能性もあります」

			「ティアさんは、オレをなんだと思っているのですか」

			「性の野獣です」

			　ティアは淡々と言いつつも、オレのツメを切ってくれた。

			　仕上げにヤスリで磨いてくれる。

			「不本意ながらマスターのことは、世界で一番愛しております。

			　そのマスターとの行為を、苦痛のものにはしたくありません」

			　要約すると――。

			『一日十回のえっちもＯＫ。だけどそんなにするんなら、それなりに考えて』

			　実にもっともであると同時に、オレのやる気も湧きあがる。

			「ではマスター。自身の首筋を引っかいてください」

			　オレはカリッと引っかいた。

			「痛いですか？」

			「すこし」

			「ではもう少々、削らせていただきます。深爪にはなりますが、ご容赦ください」

			「自分の首を引っかくと痛いってことは、その手で触られるティアも痛いってことだもんね」

			「そういうことです。

			　余計な痛みが走らないよう気を使っていただける限り、わたくしは何度でも応じます」

			　大切なことだな。うん。

			「ちなみにこれは、わたくしが幼かった時分にメイド長から教わった概念です。

			　実践するのは、マスターが初めてです。その意味は、しかと記憶してください。

			　相手がマスターであるから、わたくしは、その……。その……ふにゅう……」

			　ティアがうつむき、真っ赤になった。

			　かわいい頭のネコミミも、ふにゃっとしおれてしまってる。

			　かわいい。

			　とてもかわいい。

			　ツメを整えたオレは、ティアの胸に手を伸ばす。

			　たゆんたゆんなおっぱいを、もにゅんもにゅんしたあとは、ぎゅうっと抱きしめほっぺにチュッー。首にもチュー。

			「ひゃんっ！」

			　ティアはかわいい悲鳴をあげた。

			　オレにギューッと抱きついてくる。

			　豊満なバストが、オレの胸板で潰れた。

			　オレはティアを抱きしめたまま、ベッドでころんと横になる。

			　何度もチュッチュッとキスをしながら、包むようにおっぱいを揉む。

			「んっ……。はっ……」

			　まったくの無反応ではないものの、反応は鈍い。

			「ティアは、ここをこういじられたい――とかある？」

			「言わせるのですか……？」

			「これから何度もしていく関係になるなら、知っておいたほうがいいと思って」

			「そうですね……」

			　ティアは頬を赤く染め、オレから目をそらして言った。

			「乳首を……」

			「乳首を？」

			「きゃんっ……、あっ……。その、まま。やさしく、円を描くかのように……」

			「よし」

			　ティアの乳首に指を当て、円を描くかのようにさする。

			「はあんっ！　くっ、はっ、ああっ……♥♥」

			　右の乳首をやさしくいじり、左の乳首にキスをする。

			　チュッ。

			「みゃんっ！」

			「痛かった？」

			「い、いえ……。熱くて、驚きはしましたが……」

			「こうしてほしい――とかはある？」

			「舌でやさしく……してくださると……」

			　オレはティアの巨乳に顔をうずめ、乳首を唇で押した。むにゆゅぅ……とした触感。

			　そのまま舌で、やさしくこねる。

			「はっ♥　あっ♥　あっ♥　あっ♥　ますたー、ますたあぁ……♥♥」

			　ティアがオレを何度も呼んで、ベッドのシーツを握りしめた。

			　とてもかわいい。

			　限界だ。

			　オレはティアの胸から顔を離すと、ティアの足を開かせた。

			「挿れてもいいか？」

			　ティアは大きく目を見開いた。

			「それを……ですか？」

			「うん」

			　ティアは怯えた仕草で足を閉じると、もじもじと太ももをこすらせた。

			「～～～～～～～～～～～～～。」

			　しばしの葛藤を挟んだのちに――。

			　

			　足を開いた。

			　

			「やはり……、その、火照りを鎮めていただくためには、マスターの…………を。

			　はあっ、はあっ……」

			　かわいいティアは、熱病にうなされているかのように言う。

			　体も汗ばみ、抜けた髪がしっとりと張りついている。

			「痛かったら言ってよ？」

			「はい……」

			　オレはゆっくり挿れていく。

			　つぷ……、つぷ……、つぷ。

			「んっ……、んっ……、んっ……！」

			　オレのそれが入るにつれて、ティアは身を固くする。

			「痛くない？」

			「はい……」

			　ティアはオレの体に腕を回した。静かに抱き寄せてくる。

			　完全にひとつになった瞬間である。

			「激しい動きは痛いので、ゆっくりとしていただければ……」

			「わかった」

			　オレは静かに腰を動かす。

			　とん、とん、とん、とん。

			　小さく、やさしく、ティアの奥を突いていく、

			「はっ、あっ、あっ、あっ、マスター、マスター、マスタァー……！」

			　ティアがオレを抱きしめる。

			　両足も使い、全身でオレと繋がろうとする。

			　ティア、ティア、ティア。

			　オレはティアの子宮の中に、熱い子種をたっぷり注いだ。

			　それからオレは、ティアと何度も交わった。

			　体位を何度も変えながら、色々な形で交わった。

			　ティアの意見を聞きながら、互いにどこが気持ちいいのか確認しあった。

		

	
		
			　

			新しい使用人を雇う・前編。

			　

			　チュンチュンチュン。

			　スズメの声で目が覚める。

			　カチューシャを頭につけているだけのティアは、ベッドに寝転がったままオレを見ていた。

			　その目は、不機嫌なジト目であった。

			　ティアは無言でベッドをおりると、メイド服を着込み始めた。

			「新しい使用人を雇いましょう、マスター」

			「それをさせないために、オレと寝たんじゃなかったのっ!?」

			「最初はそのつもりだったのですが、『この生活を続けた場合、わたくしの体が持たない』という結論が出ました。わたくしの負担軽減のために、最低ひとり。あわよくば複数の使用人を希望します」

			「ティアが言うなら、オレは反対しないけど……」

			「それと昨晩マスターは、とてもやさしくしてくださいました。

			　この調子でしたら、新しい使用人がきたとしても、わたくしが捨てられてしまうことはありえない――と確信するにも至りまして…………」

			「そんな心配もしていたのか」

			「いえ、まぁ…………………………………………はい」

			「そんなこと、あるはずないのに」

			「恥ずかしいセリフを堂々と言わないでください。股間の汚物を蹴り潰しますよ」

			　ティアはとても物騒なことを、いつものように淡々とした顔で言った。

			　ふたり並んで家をでる。

			　ティアの肩に腕を回して、軽く抱き寄せたりした。

			「…………」

			「イヤ？」

			「イヤではないのですが…………不愉快です」

			「そうなのか」

			　オレは肩から腕を離した。

			「…………」

			　ティアが親の仇でも見るような目で、オレを見てきた。

			　無言でオレの腕に抱きつき、上目使いとも睨み顔とも言える顔でオレを見た。

			「…………」

			　無言であったが、なかなか怖い。

			「空気を読めないあなたに『照れ隠し』などをした、わたくしが間違っていました」

			　ティアはオレの手を握って進む。

			　街に入るとすれ違った男の大半がティアを見つめて、妬みの視線をオレへと向けた。

			　うらやましいだろう。ハッハッハッ。

			　そう自慢したくなる。

			　商館へとついた。

			　見るからに高そうな店だ。

			「お待ちください、マスター」

			「どうした？」

			「この商館は、貴族ご用達の商館です。わたくしたちの懐具合を考えれば、冒険者用の使用人を売買している商館のほうがよろしいかと……」

			「いや、いいんだよ。懐具合を考えれば、むしろここで増やしたい」

			「増やす……？」

			　ティアは首をかしげていたが、店内に入る。

			「「「いらっしゃいませ、ご主人さま」」」

			　首輪のついた六人の使用人が、頭をさげた。

			　女のメイドと男の執事が三人ずつだ。

			　小太りの男が近づいてくる。

			「お客様は、このお店は初めてですかな？」

			「そうだ」

			「ご覧の通り、こちらは使用人喫茶ですぞ。飲食や歌劇を楽しみながら、任意の使用人を購入することができますな。ただし一応、ルールがございますので確認を願いますな。確認しないなどありえない」

			　奇妙なしゃべり方をする店主だな……。

			　オレは違和感を持ちつつも、ルール表を見た。

			「滞在料が、一時間で一万ヴァニール。三時間だと二万ヴァニール。

			　そのほか最低一品の、ドリンクと食べ物を注文する必要がある――か」

			　並んでいる使用人のクオリティを考えれば、妥当なところではある。

			「触ってもいい使用人の首輪は赤で、ダメな使用人の首輪は青か。

			　触ってもいい使用人にしても、触れる前には相手の同意と規定のチップが必要――と」

			「あとは当系列の使用人喫茶限定のシステムとして、『職歴カード』がございますぞ。

			　お客様の職歴や現在の資本。過去の使用人購入の履歴や、当館へのプール金などを記入していただくことで、より品質の高いサービスが受けられますな」

			「職歴とかはわかるんだが……プール金ってのは？」

			「席につく前に、一定の金額を我々に預けていただく制度のことですな。プール金が多額であれば、当然よい子が寄ってきますぞ。退店の際にはお返ししますが、その一割を手数料としていただく以外にありえない」

			「確かに資本があるのかどうかは、現金を見せるのが一番確実だしな」

			「しかし端的に申しあげれば、『無駄』な制度でございますね」

			「だからこそ、金持ちアピールになるんだよ」

			「なるほど、でございます……」

			　ティアを納得させてると、店主が言った。

			「プール金は、ひと口五万ヴァニールより受けつけておりますが……」

			「購入する場合、プール金は自由に使えるんだよな？」

			「もちろんでございますな。その場合は、手数料の一割もいただきませんぞ。

			　使用人購入に必要な経費を除き、全額お返しする以外にありえない」

			「では三〇口入れておこう」

			　屋敷を買ったカネの残りと、爆裂スズメバチを倒して手に入れたカネのすべてだ。

			　依頼を受けたわけではないため、『退治成功の報奨金』などはでなかったスズメバチ退治だが、死体がそこそこの値で売れた。

			「初のご来店で三〇口とは、豪気な……！」

			「豪気であるところを見せるためのシステムでケチるのは、意味がわからないからな」

			　オレは一五〇万ヴァニールを払い、金色のチップを十五枚受け取る。

			　三〇口入れた証拠だ。

			「では、こちらへ」

			　案内されるまま、店内に入る。

			　高級なレストランといった感じの店内に、使用人たちが散らばっている。

			　礼儀正しそうな白髪の紳士がいれば小太りのおっさんもいて、太っちょの『マダム』と呼びたくなるようなオバサンがいれば、品のよさそうなばーさんもいた。

			　ただ言えるのは、平均年齢が高い、ということ。

			　オレのような若者は、パッと見た範囲では二、三人しかいない。

			「いらっしゃいませ、旦那さま」

			　金髪縦ロールのお嬢さまっぽい猫耳の美女が、オレのグラスに水をそそいだ。
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			「ご注文が決まりましたらこのわたくし、『セシル・トパーズ』にご連絡ください」

			　セシルはオレのグラスの横に、自身のネームプレートを置いた。

			　オレは彼女の首輪を見つめる。

			「非売ってあるのは、どういうこと？」

			「半端な人に買われるより、ここでたくさんの方からチップをもらったほうがよい。

			　そういう使用人も、ここにはいる――ということですわ」

			「なるほど」

			「ちなみにこのわたくしは、『非売』の値がついているにもかかわらず、億で買おうとしたかたもいらっしゃいます。もしお客様がわたくしのご購入を考えるのでしたら、そこが最低のラインとお考えください」

			「それはすごいね」

			　彼女は静かに去っていく。

			　お尻の尻尾が、ふりふりとゆれていた。

			　物陰に消えたところから、ほんのわずかに声がする。セシルと誰かの、ふたりの会話だ。

			（フロウ・ウインド）

			　オレは風の魔法を使い、ふたりの会話を聞いてみた。

			（セシルさん、どうしてお水を入れにいったんですか？　プール金三〇口のお客様ではありましたが、『微笑むだけでチップ一〇〇枚』であるセシルさんのお仕事ではありませんよね？）

			（理屈で言えば、その通りですわね。

			　ですがあのかたには、特別な輝きがありました。必ずや大きくなると思います。今のうちに覚えていただくことは、大きなプラスになりますわよ？）

			（それほどの人物には見えませんでしたが……）

			　ふたりの会話が終わった。

			　隣に座っていたティアが、無言で椅子を寄せてきた。

			「深い意味はございません。もしも詮索した場合、両の瞳を潰します」

			　オレの腕に腕を絡めながらも、そっぽを向いてそう言った。

			　明らかなヤキモチであった。

			　かわいい。

			　オレはもらった水を飲む。

			　うまい。

			　ひやりとした冷たさが口内を流れ、食道を通って染み渡る。

			　胃の中に落ちた水が、たぷんとゆれた。

			「水ですらこの味か……。さすがは『貴族の店』だな」

			　オレはフーッ――と息を吐き、視線を店内に這わせた。

			「顔見知りがいるな」

			　没落してしまったオレの家だが、没落前は大きかった。

			　なので金持ちにも、何人かの知り合いはいる。

			　オレはその中のひとりに声をかけた。

			「おひさしぶりです、レーヴァン卿」

			「キミは確か、『綿花王』の――」

			「息子です」

			「『綿花王』は破産して、すべてを失ったと聞いたが……？」

			「確かに父は破産しました。ですがオレには、ちょっとした才覚がありましてね。以前ほどではございませんが、この程度には」

			　オレは金色のチップをじゃらりと見せた。

			「才覚とは？」

			「害虫の駆除です。

			　最近では、ギルドのＵＡランクに指定されていたダニの駆除に成功しました」

			「ＵＡランクのダニの駆除か……」

			　レーヴァン卿はうなずくと、周囲の貴族をチラと見やった。

			　金のチップの上を行く、白金チップをオレの手のひらに乗せた。

			　数は四枚だったので、二〇〇万ヴァニール相当だ。

			「取っておきたまえ」

			「ありがとうございます」

			　オレは恭しく頭をさげた。

			　少し歩いて、太ったおばさんのところへと行く。

			「おひさしぶりです、マダム」

			「アルベルトの息子さんね」

			「覚えにあずかり光栄です」

			「わたくしより先に、レーヴァンに声をかけたようですが？」

			「父が綿花王を名乗っていた時分、レーヴァン卿にお世話になった回数のほうが三度多かったので」

			「お世話になった回数が…………ねぇ」

			「はい」

			　マダムは白金貨をじゃらりと手に取り、オレの手のひらに乗せた。

			「取っておきなさい」

			　数は八枚。レーヴァン卿の二倍だ。

			　オレはその後も、父さんが没落する前の知り合いに声をかけて歩いた。

			　最初のふたりほどではなかったが、みなそれぞれカネをくれた。

			　あいさつ回りが終わるころには、一〇〇〇万近くが溜まっていた。

			　オレはそのチップを、テーブルの上において一息ついた。

			　商館の使用人や店主が、目を丸くしてオレを見る。

			　隣に座っていたティアが、小さな声で尋ねてきた。

			（どのような魔法を使ったのですか？　マスター）

			（ギルドでのこと、覚えているか？　オレとギルドマスター・シュバルツのやり取りだ）

			（魔王復活の可能性があるから、協力してほしい――とのことでしたね）

			（その時にシュバルツは、一億ヴァニールを渡そうとしてきた。どうしてだと思う？）

			（それは普通に、魔王対策に協力してほしいからではないでしょうか……？）

			（魔王復活のきざしがなかったら？）

			（マスターの力はほしいと思いつつも、一億はさすがに……）

			（そういうことだ）

			（どういうことなのでしょうか……？）

			（カネを持っている人間が一番ほしいと思うのは、安心と安全。逆にもっとも怖いのは、安全を脅かすナニカだ。綿花王とまで言われた父さんを没落にまで至らせた『害虫』は、『領土を一気に没落させる可能性のある恐ろしい存在』なんだよ）

			（つまり貴族の方々は、マスターのお父上の農園を潰した『害虫』に強い恐れを抱いている。

			　そこに倒し方がわからなかったダニの駆除に成功したというマスターが現れれば……）

			（はした金で保てる関係だったら、保っておこうと考える）

			（はした金…………でございますか）

			（害虫の脅威に比べればな）

			　もっと言うと、最初に声をかけたレーヴァン卿とマダムは、ちょっとしたライバル関係にある。

			　オレがレーヴァン卿に声をかけた以上、マダムからなにもないはずはないのだ。

			　特にこの世界、インターネットなどがない。

			　知識そのものはもちろんのこと、『知識を持っている人間』を探すのも難しい。

			　ティアはふうっと息を吐き、しみじみとつぶやいた。

			（マスターは、ここまでお考えの上で『害虫を退治する』とおっしゃったのですね……）

			　その表情も声色も、尊敬に満ちていた。

			　が――。

			（別にそういうわけじゃないけど）

			（え……？）

			（資金援助はあればいいけど、なかったとしてもオレは害虫を殺すよ？）

			（そうですか……）

			（当たり前じゃないか。

			　害虫を殺すことよりも大切なことなんて、今のオレにはティアだけだよ？）

			（世界最高峰にうれしさが伝わらないお言葉ですね）

			（オレの中では、どれだけ大切に思っているかが一番に伝わる、最高のセリフだと思ったんだけど?!）

			（ハァ……）

			　ティアはため息をついた。

			　なぜだ。

		

	
		
			　

			新しい使用人を雇う・中編。

			　

			　オレがティアと会話してると、テーブルがバンと叩かれた。

			「ちょっとアンタ！　さっきからなんなの!?　アタシと父さんへのあてつけ!?」

			　それは女だ。

			　金色の髪を、ツインテールに結っている女。

			　背丈はとても小さくて、いわゆるロリというやつだ。

			「やめなさい、レスティ」

			「でも……」

			　レスティなるツインテールのロリッ子を止めた男は言った。

			「初めまして。わたしはエニグム。錬金術士のエニグム＝パラケルススだ。

			　キミにわかりやすいよう言えば――。

			『ダニを殺してくれるダニも殺してしまった研究者』ですよ」

			　殺虫剤の開発者か。

			　オレは言う。

			「世界でもっとも崇高な行為。それは害虫を殺すことです。

			　あなたはそれをしようとしていた。

			　残念な結果も生み出しましたが、その行為は尊敬に値します」

			「光栄です」

			　オレが握手の右手をだすと、エニグムさんはオレの手を握った。

			「父さん!?　どうして仲良くしてるのよっ！

			　コイツのせいで、父さんの薬は売上が三分の一になったのよ!?

			　それだけじゃないわよ！

			　不作になったのはエニグムのせいだ。エニグムはインチキだって言っている人も……」

			「わたしのクスリに不備があったのだから仕方あるまい」

			「父さんのバカあぁーーーーーーーーーーーーーー！」

			　レスティは、涙を散らして去って行った。

			「申し訳ありません。しつけのなっていない娘で」

			「それはよいのですが……。ひとつ気になりますね」

			「なにがです？」

			「確かにあなたが作ったクスリには、欠陥があった。

			　しかし耐性を持っていると言っても、それで死ぬダニも大勢います。

			　オレが提示した『ダニを食べるダニをまく』を最大限に生かすためには、『まず殺虫剤で減らしてから、ダニを食べるダニをまく』のがベストです。

			　ギルドに提出したレポートには、そこまで書いたはずなのですが……」

			「あなたのレポートを読まず、伝聞だけで判断したかたもいる――ということでしょうなぁ」

			「そういうことになりますね」

			　多少不本意ではあるが、偉大なる定理に誤解はつきものでもある。

			「ゴホッ、ゴホッ、ゴホッ！」

			　不意にエニグムがセキをした。それはかなり重いセキだ。

			　手には血もついている。

			「エニグムさんっ!?」

			「殺虫剤とは、虫を殺す薬。その研究をする過程で、悪いものも吸ってしまいましてね……」

			「命を削ってまで、害虫を殺そうとしたのですか」

			「結果としては、そうなりますな」

			　なんという人だ。

			　神よりも偉い。

			「そんなあなたが寿命を縮めて作ったクスリが、よくないものとしてあつかわれている。

			　さっきの子が怒るのも当然ですね」

			「研究には資金を必要とする以上、富や名声が不要とは言いません。

			　ですが一番は、世の人々によき結果をもたらすことです」

			「つまり害虫を殺すことですな。ハッハッハ」

			「ええっと……？」

			　オレは心からの笑みを浮かべ、エニグムと乾杯をした。

			　エニグムは疑問符を浮かべていた気はするが、気のせいだと思う。

			「それではオレのほうから、ひとつお伝えしておきます」

			「なんでしょうか？」

			「海には魚が住んでいます。

			　川にも魚が住んでいます。

			　しかし川の魚を海に入れると、川の魚は死んでしまいます」

			「謎かけですかな……？」

			「そうとも言えるし、違うとも言えます」

			「わかりましたよ、マスター。

			　マスターがお気に入りとなされている錬金術士さまよりも先にわかりましたよ」

			　ティアが奇妙な対抗心を見せてきた。

			「海の魚も川の魚も、大きな視点から見れば『魚』。

			　しかし細かな性質は異なる。マスターは、そう言いたいのでしょう？」

			「そういうことだ」

			「？」

			　戸惑うエニグムに、ティアは言う。

			「作物を食べる害虫と、害虫を食べる益虫。

			　大別すればどちらも『虫』です。

			　しかし種類は違います。

			　作物を食べる害虫は殺せるが、害虫を殺せても益虫は死なないクスリ。

			　そんなクスリを、作ることに成功したら……？

			　マスターは、そのようにおっしゃっております」

			「なるほど……！」

			「今回のあなたの失敗は、『虫を殺すクスリを作ろう』と考えてしまったことです。

			　しかし害虫を殺すことが本来の目的。それを忘れてはいけません」

			「ありがとうございます。研究意欲が湧いてきました」

			　エニグムはオレと握手をかわし、商館をでていった。

			「実にすばらしい男だったな」

			「マスターと同じような考えのかたが、もうひとりいらっしゃったとは……」

			「まさに奇跡だな」

			「はぁ……」

			　ティアはなぜかため息をついた。

			　なぜだ。

		

	
		
			　

			新たな使用人を雇う。そして抱く。

			　

			　すばらしい出会いを果たしたオレは、椅子に座った。

			　エニグムはすばらしい男だったが、今日の目的はあくまでも使用人。

			　それを忘れてはいけない。

			「どうも、ご主人様。レベッカと申します」

			「初めまして、ご主人様。お隣よろしいでしょうか？」

			「ご主人様、お水のおかわりなどは……」

			　チップが溜まった効果だろう。使用人候補たちが続々とやってきた。

			　しかしテーブルの上にある『セシル・トパーズ』のネームプレートを見ると、ビクッと怯む。

			「ご……ご主人様、このネームプレートは、いつから……？」

			「オレがプール金を、三〇口分しか出していない時からだ」

			「そ、それは失礼いたしました……」

			　こんな感じで去っていく。

			（さすがはセシル様ですか……）

			（セシル様が目をかけていた以上、わたくし達が手を出すのは危険ですわね……）

			（しかしいくら上客とはいえ、セシル様がネームプレートをお渡しになられるほどとは思えないのですが……）

			　そんなささやき声も聞こえた。

			　ティアが解説してくれる。

			「使用人の暗黙の了解には、『同僚が目をかけているお客様には、手を出してはいけない』があります。名前の書かれたプレートは、『自分が先に目をかけていた証拠』として置かれるものです」

			「なるほど」

			「さらにその性質上、使用人がみだりにプレートを渡すことはございません。

			　それをした使用人は、『豚』として軽蔑されます」

			「プレートを渡すってことは、かなり本気っていうことか」

			「ちなみに購入の意志がない場合は、プレートをお隠しください。

			『ほかの子も見たい』の意思表示になります」

			「わかった」

			　会話をしてると、当のセシルがやってきた。

			「わたくしアルベルト様には、とても興味がありますの。世間の俗な言葉で言えば、ひと目惚れ――というやつですわね」

			　自然な仕草でオレの肩に手をおくと、体を密着させてきた。

			　メイド服に包まれた豊満なバストが、オレの背中でふにゅりと潰れる。

			　ティアに比べて劣りはするが、すばらしいバストだ。

			「随分と高く、オレのことを買っているんだが」

			「そんなことはございませんわ」

			「でもアンタ、この店のトップなんだろ？」

			「一億ヴァニールの絵画を買うとしたら、いくらが適正だと思いますか？」

			「唐突になんだ？」

			「簡単なお話ですわ。気楽に考えてくださいですわ」

			「気楽に考えるなら…………一億ヴァニールだな」

			「つまりは――そういうことなのですわ」

			　わたくしはあなたに、適正な価格をつけているだけですの」

			　セシルがオレの肩に置いていた手を、胸板に回した。

			　密着度合いが強くなる。

			「アルベルト様が連れていらっしゃる使用人も、『それなり』ではございます。しかしわたくしは超一流。その魅力たるや、宝石すらもくすませます。さらなる高みを目指すのであれば、わたくしのような超一流こそを、隣においてしかるべきでは？　フフフフ……」

			　セシルは妖艶に笑う。

			　その顔や雰囲気は、確かに魅力的ではあった。

			　ティアも自分が負けていると思っているのか、うつむいてしまっている。

			　オレはティアの手を握り締め、正直に言った。

			「大丈夫。ティアのほうが上」

			「見え透いたお世辞はおやめください、マスター。

			　誰がどこをどう見ても、セシル様のほうが優れていると思います」

			「ここのオレがまっすぐに見ると、ティアのほうが上なんだけど？」

			「…………恥ずかしいセリフをしれっと語るのはおやめください」

			　とは言いつつも、お尻の猫尻尾は正直に、ピィィン――と立ってゆれていた。

			　ほっぺたも赤い。

			　ティアがうれしい時の特徴である。

			「なっ……なっ、なっ、納得がいきませんわぁ！　わたくしは齢二十一にして、王族もいらっしゃるヴィーナス商館のナンバーワンに登りつめておりますのよっ!?　そのわたくしにひとめ惚れされた――という栄誉を受けておきながら、蹴り飛ばすというのですのっ?!」

			「お気になさらないでください、セシル様。わたくしのマスターは、度を越えていやらしいおかたです。そしてわたくしは、マスターにいやらしいことをさせました。その関係で、わたくしを上においているだけと思われます」

			「ティアって一応、オレのことが好きなんだよね……？」

			「マスターは、わたくしが愛していない男性に体を許すような女だとお思いで……？」

			　ティアは静かにそう言った。

			　しかし口調は静かだったが、奥には怒りが滲んでた。

			　仮にイエスと答えたら、グーのパンチが飛んでくる。

			　かわいらしいのでキスをした。

			　ほっぺたに。

			「あなたという人は……」

			　ティアは頬を赤らめた。不愉快そうな顔をしつつも、オレのほっぺにキスをし返す。

			　かわいい。

			「フフフフ……。フフ。確かに理解いたしましたわ。英雄は色を好む。アルベルト様も、その例には漏れない――ですわね？　そしてそのティア様は、見かけによらず床上手でいらっしゃる――ですわね？」

			「確かにオレはエロいけど、ティアを好きなのはそういう理由じゃ……」

			「マスターがおっしゃる通りです。マスターがわたくしに好意を寄せてくださっているのは、わたくしが床上手だからではありません。マスターがいやらしいからです」

			　うおぉい！

			　間違ってない！　間違っていないけど間違ってない！

			　間違っていないのに間違っていない！

			　オレがティアを大切に想う一番の理由は、ひとりになった時についてきてくれたからだ。

			　ティアがブスならブス専になっている。ティアが男ならホモに目覚めて、仮にゴリラならゴリラブのレイスとあだ名される勢いでゴリラに目覚めている

			　でも説得力がない。

			　致命的に欠けている。

			　オレの日ごろのおこないが、あまりに悪すぎるからだ。

			　傷で言うなら致命傷。

			　それも三回生まれ変わって、四回死ねる致命傷。

			　そういうレベルのセクハラとかを、ティアには結構してしまっている。

			　そんなオレが愛を言っても、一八〇キロのデブが唱えるダイエット法より説得力がない。

			「フフフフ……。なるほど。フフフフ……」

			　セシルがわなわなと震え、底冷えするかのような笑いを浮かべた。

			　オレの手を握り締めて商館をでると、近くの宿屋に入った。

			「ええっと……？」

			「いやらしいアルベルト様が、いやらしいがゆえにティア様を一番としていらっしゃるなら、わたくしを抱けばわたくしが一番になる、という道理ですわぁ！

			　わたくしといたしたアルベルト様は、わたくしに屈服なさるのですわぁ！」

			　無茶苦茶な理論が飛び出した。

			　すさまじい自信のカタマリである、とも言えた。

			　仕方ない。

			　オレはセシルを抱いてやる。

			　そして抱いた結果を言うと――。

			　

			　オレの圧勝。

			　

			　というかセシルは未経験。いわゆるひとつの処女だった。

			　なので最初から最後まで、オレにされるがままだった。

			「悪い具合ではなかったが、ティアのほうが三倍上だな」

			「もう一度、もう一度していただけませんこと!?　次こそは、挽回してみせますわぁ！」

			「仕方ない」

			　二回目をしてやった。

			　学習能力は高いのか、それなりに順応してきた。

			　それでもやっぱり、ティアの魅力には程遠い。

			　嫌われたほうが楽そうだな、という意味も込め、鬼畜なセリフをあえて言う。

			「タダで使える娼婦だと思えば、まぁまぁだったな」

			　自分で言っておいてなんだけど――。

			　

			　最低すぎる……！

			　

			　しかしこれなら、確実に嫌われるだろう。オレはセシルから離れようとした。

			　セシルがむくりと起き上がり、オレの足元にすがりつく。

			「お待ちください。お待ちください。もう一度、もう一度。

			　わたくしのほうから、おカネを支払いいたしますから！」

			　なんかもう単純に、気持ちよくなりたいらしい。

			　セシルは金貨の上をいく、白金貨を出してきた。

			「やれやれだ」

			　オレはセシルを抱いてやった。

			　乳首を摘まみ、舌で愛撫し、股間をそっと撫でてやる。

			　激しくはしない。

			　ティアに教えてもらったことだが、激しくするのは基本よくない。『感じるところ』を、やさしく撫でてやるのが基本だ。

			　行為が終わると、セシルは頬を赤らめて言った。

			「さっ……、さしでがましいとは思いますが、わたくしを、ご購入してはいただけないでしょうか……？　いやらしい扱いも、甘んじて受ける覚悟ですわよ……？」

			　甘んじて受けるなどと言っているが、むしろそれが目的のようにしか見えなかった。

			「けど買う時は、最低でも億だろ？」

			「アルベルト様には、負担は一切おかけしません！

			　むしろわたくしを買っていただくお礼として、いくらか受け取っていただきます！」

			「そっちはそれでよくっても、店の人が困るんじゃ？　店の一番人気なんだろ？」

			「わたくし、寮には莫大な貯金と家財がありますの！　それらすべてを捧げると言えば、店主様も納得ですわぁ！」

			「そういうことならまぁいいが、ひとつ条件がある」

			「なんですの？」

			「ティアが世界一の女の子だってことは認めろ」

			「はうっ！」

			「ティアを世界で一番と認めた上で、ティアがオマエを雇ってもいいって言ったら雇ってやる」

			「それは……」

			「それは？」

			「それは…………」

			「それは？」

			「それわあぁ～～～～～～～～～～～～～」

			「言っておくけど、この一点は絶対にゆずらないからな？　世界で一番はティアだ」

			「ふみいぃ…………」

			　セシルはしばし抵抗してたが、思い切ったかのように言った。

			「わたくしが追い抜く前日までは、世界でもっともすばらしいのがティア様ですわあぁ！」

			「微妙なラインを攻めてきたな……」

			「将来的に追い抜く可能性は、認めてくださってもよろしいのではなくって?!」

			「うぅむ……」

			　悩んでいると声がした。

			「よろしいのではないでしょうか？」

			　ティアであった。

			「いっいっ、いつからそこにっ!?」

			「マスターがセシル様と行為を始め、『タダで使える娼婦だと思えば、まぁまぁだったな』などという、世にも最低なセリフを繰り出したあたりからです。わたくしを想い、セシル様に嫌われたほうがいいだろうと考えたがゆえの発言とは思いますが、それにしてもひどいと思いました」

			　完璧なる正論であった。

			「そして前提として、わたくしはマスターを愛しております。

			　不本意ですが愛しております。

			　重要なのは、マスターがわたくしをどう想ってくださるか、であり、セシル様がわたくしをどう思うかは気にいたしません」

			「ティアが言うならわかったよ」

			　オレはうなずき、セシルに言った。

			「セシル。オマエをウチの使用人として雇ってやる」

			「アルベルト様の性処理係として、全力で忠誠を尽くしますわぁ……！」

			　使用人としてって言ったのに！

		

	
		
			　

			害虫の駆除は、すべてに優先されるのである。

			　

			　セシルの購入を決めたオレは、商館に戻った。

			　かなりの騒ぎにはなったものの、セシルが『わたくしがこの商館のご主人さまからいただいた金品の八割は、お店に寄付させていただきますわ』と言ったら落ち着いた。

			　軽く五億とも言われていた財産を八割もわけてくれるとなれば、店主も反対はしにくかった。

			「だけどいいのか？　オマエが稼いだカネなんだろ？」

			「それよりも価値のあるご主人様に、雇っていただけることになりましたので……」

			　セシルはオレの腕にくっつき、うれしそうに微笑んだ。

			　とてもかわいい。
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			「このようなセシル様よりわたくしを上に置くとは、マスターは物好きですね」

			　と言いながら、ティアもオレの腕にくっついていた。

			　お尻の尻尾がぴょこんと立って、喜びを示している。

			　とてもかわいい。

			　商館を出る。

			「では、マスター。次はいかがいたしましょうか」

			「ご主人さまのご命令なら、わたくしどこへでもついていきますわよ？」

			「次は…………そうだな。

			　冒険者用の商館に行きたい」

			「セシル様だけでは足りない――とおっしゃるのですか？」

			「そうじゃないよ。

			　ただセシルって、戦闘はあまり得意そうじゃないじゃん。

			　オレは魔法がメインだし、前衛できる子がもうひとりはほしいよ」

			「さすがはわたくしのご主人さま。すばらしい着眼点ですわ！」

			「確かにマスターにしては、まっとうな考えであると思います」

			　オレはティアの道案内で、冒険者用の商館に入った。

			　酒臭かった。

			　ついでに男臭かった。

			　女もいるが、ゴリラであった。

			　それは比喩でもなんでもない。正真正銘のゴリラであった。

			「彼女たちが、ゴリラ・ゴリラ族のアマゾネス戦士ですね」

			「その握力は岩をも砕き、厚い胸板は剣をも弾く、頼もしき戦士さまですわね！」

			　帰りたくなってきた。

			　マッチョな男が話しかけてくる。

			「よぅ、『ダニ殺し』。こんなところでなんの用だい？」

			「オレを知っているのか」

			「ルーキーでありながらＵＡランクの依頼をこなして、Ｂ級クラスの実力を持つというピラータもしりぞけた超新星。こういう店を経営している身なら、知っているのが当然さ。

			　アニキから話を聞いたってのもあるがね」

			「アニキ？」

			「お前に屋敷を売ったアニキさ」

			「なるほど」

			「しかしダニ殺し、話に聞くよりハンサムだねぇ……」

			　男がオレを見つめる視線は、とても熱くて怪しげだった。

			　屋敷を売ってくれたあのマッチョの知り合いなのは間違いなかった。

			　オレはマッチョから逃げるように、店内を見回った。

			　可憐で強い亡国の姫騎士だとか、イヌミミ少女だとかがいないか探した。

			　でもいなかった。

			　ギルドにいるのは、汗臭い獣人のマッチョや、完全なるゴリラばっかりだ。

			「申しあげておきますが――。

			　マスターが求めるほどに容姿が整っているようなかたは、基本的に戦いません。

			　安全かつ楽に稼げる道を選びます。

			　わたくしのような『戦えるメイド』は、極めて少数の超例外であると思ってください」

			　もっともだった。

			「でも逆に、それならどうして、ティアは『超例外』になったの？」

			「それは……」

			　ティアは無言で頬を染め、オレからツイッと目を逸らす。

			　オレが見つめ続けていると、頬の赤みが濃さを増す。

			　しかし観念したかのように、瞳を閉じると静かに言った。

			「魔法に適性はある一方で近接戦闘に不安があったあなたを、守るために…………ですよ」

			　かわいさマックスの答えであった。

			　そしてオレがにやけていると――。

			　ぽすんっ。

			　ティアがオレを、ゆるぅく叩いた。

			　そんな感じで話していると、店の奥から違和感を覚えた。

			　強い魔力だ。

			　以前に戦った魔族ほどではないものの、それに近い強い魔力だ。

			「店主」

			「はい」

			「あの奥にいるのは…………なんだ？」

			「あ、あの奥の……ですか」

			「そうだ」

			「…………」

			　店主はしばし黙っていたが、『ここだけの話ですよ』と小声でオレたちを案内した。

			　扉をあけた先の扉の床をめくって、地下への階段をおりる。

			　そしてその先の牢屋に、その存在はいた。

			　シルエットで言えば、幼い少女。

			　しかし姿は異様であった。

			　紙袋を頭に被り、両手には手かせをはめられた上に包帯をグルグルにまかれている。

			　着ているものは粗末なボロで、ところどころが破れている。

			　さらにボロから覗く手足や体は、ところどころが腐敗したかのようにただれていた。

			「ヴっ、う、ヴぁー」

			　オレたちに気がついた少女は、視線から逃れるかのように背を向けてうずくまった。

			「あの子は『呪い』を受けている。手で触れたものをみんな、腐食させてしまうんだ」

			「生き物とかもか？」

			「その通りさ。

			　あの子の体、あちこちがただれているだろう？

			　アレは誰かがやったんじゃない。あの子が手で触れた結果、ああなっちまったんだ。

			　しかもそれだけじゃない」

			　店主は光るナイフを取りだし、少女に向かって投げた。

			　しかしナイフは、少女に触れる前に腐食して溶けた。

			「ああやって、命を奪い兼ねない攻撃も全部溶かしちまうんだ。

			　だから手首に枷をつけて、あの手がどこにも触れないようにする必要があるのさ」

			「それをオマエは、呪いだと言うのか」

			「自分も含めたすべてのものを、腐食させちまう力だぞ？

			　それが『呪い』じゃないって言うなら、いったいアレはなんなんだ？」

			「そんなことは決まってる」

			　オレは魔法を発動し、牢屋の鉄格子を焼いた。

			　鉄格子を溶かして中に入る。

			　

			「神の加護だ」

			　

			　オレは背を向けている少女を、静かに、やさしく抱きしめた。

			「なっ――」

			「マスター?!」

			「ご主人さま?!」

			「あ……あ、ヴァ…………？」

			　オレは少女を立ちあがらせる。

			「改めて言うぞ？　この子にかかっているのは、神の加護。

			　それもすばらしい、最高品質の加護だ」

			「いったいなにを言ってやがんだ……？」

			「だってそうだろう？

			　あらゆるものを腐食させるっていうことは――――」

			　オレはもののわからない店主に向かって、ハッキリと言ってやった。

			　

			「害虫を殺せるんだぞ？」

			　

			「いったいなにを言ってやがんだ!?!?!?」

			　理路整然と説明したのに、店主はまったくわかってなかった。

			「わたくしもよくわかりませんが、ご主人さまのおっしゃることなら正しいと信じますわぁ！」

			「まったく理解できませんが……。マスターにはよくあること――ですね」

			　セシルはわからないなりに理解を示し、ティアはいつものようにため息をついた。

		

	
		
			　

			呪いとかより害虫駆除だ。

			　

			「というわけで店主。オレはこの子をもらいたいんだが」

			「こっちは別に、構わねぇが……」

			「ヴぁ、ぶ、あ、ああ…………！」

			　少女は力なくオレの腕を払い、牢屋の隅に走り出した。

			　しかしすぐにもつれて転んだ。

			　痩せ細った足は、自分の体を支えることもできないのだ。

			「見ての通りさ。

			　その子自身が、人を拒絶してるんだ。

			　こんなところに入れているのも、『常連客に頼まれて引き取ったが、その子自身が人のいないところに行きたがるから入れてる』って事情があるんだ」

			「なるほどな……」

			「あとで文句を言われても困るから、先に言っておいてもやるが……」

			　店主は牢屋の中に入ると、少女に近寄る。

			　そして少女が頭に被る、紙袋を取った。

			　ただれた顔がそこにはあった。

			　髪は抜け落ち鼻はなく、右の頬肉は完全に消え、ほっぺたから歯が見えてしまっている。

			　さらにその歯も、腐食していた。

			「ああーーーーー！　あ、ヴィアァーーーーーーーー！」

			　少女は必死に腕を伸ばして、紙袋を取り返そうとした。

			　返して、返して、と言っている声が、聞こえたような気がした。

			　店主は無言で、少女に紙袋を被せた。

			「ひぐぅ……。うっ、ヴゥ…………」

			　顔を見られてしまうのが、よっぽどイヤであったらしい。

			　少女は牢屋の端でうずくまり、すすり泣きを始めた。

			「兄ちゃんよぉ。今のを見ても、『呪い』じゃねぇって言うのか？

			　言っちゃなんだが、ヒトって言うよりゾンビだったじゃねぇか」

			「ヒトを腐食させるなら、害虫にも効く可能性が高い。

			　だったらそれでいいじゃないか」

			「いや……まぁ。おれもこの子は、兄ちゃんのようなやつのところに行くのが、いいことだとは思うけどよ…………」

			「だったらゆずれ」

			「なんかあっても、おれは知らねぇ。

			　事故があったと相談されても、なんにもできねぇ。

			　それでいいな？」

			「もちろんだ」

			　店主は、フーッとため息をついた。

			「そういうわけだ。オマエはこの兄ちゃんのところに行け。

			　ここにいるよりは、ずっといいことだろう」

			「ヴ、う、う…………」

			　少女はうずくまったまま、動こうとはしなかった。

			　オレは近寄って言う。

			「オレが怖いか？」

			「ヴうゥ…………」

			「今日あったばっかりじゃ、その反応のほうが当たり前か」

			　オレは店主のマッチョに言った。

			「悪いが席を外してくれるか？　オレたちとこの子の四人だけにしてくれ」

			「マスターが倫理的に問題のある行動を取った場合は、速やかに鎮圧いたします」

			「ふーん……、まぁ。悪いことしそうな様子には見えねぇか……」

			　おっさんは、速やかにその場を離れてくれた。

			　階段も登る。

			　セシルがあとを確認した。

			「店主さまは、地下もでた様子ですわ！」

			「よし」

			　オレは少女に向き直る。

			「ティアはもう知っているから、ふたりに言っておく」

			　オレは右手で炎をだすと、左手で水の塊をだした。

			　セシルが驚く。

			「ダブル!?」

			　水の塊から手を放し、風の魔法で浮かす。

			「トリプル!?」

			　土魔法で器を作り、その中に入れた。

			「トリプルではなく――フォース?!」

			　最後に器に雷を落とした。中の液体がバチンと弾ける。

			「まさかのフィフスですの?!」

			　驚きを重ねたセシルは、頬を赤く上気させ、祈るかのように両手を重ねた。

			「伝説の大賢者・マーリンさまと同じフィフスとは……。

			　わたくしの目に、狂いはございませんでしたわぁ……！」

			「少し違う」

			「ふにゃ？」

			　オレは右手に、聖の光を携えた。

			　少女が被っている袋を外し、顔にそっと触れてやる。

			　パアアァー――とまばゆい輝きが放たれ、少女の傷は消えていった。

			　虫歯が抜け落ち新しい歯が生まれ、削げ落ちていた頬が再生する。

			　五分もしないうちに体中の傷は消え、ひとりの美少女へと変わった。

			　青い髪にアメジスト色の瞳が美しい少女に。

			「どんな感じだ？　舌も再生させたから、しゃべることもできるはずだぞ？」

			「えっ……。あっ…………。えっ…………？」

			　少女は不安げに、自身の体をチロチロと見た。

			　傷のついていない、まっさらな体を。

			　セシルが驚く。

			「ろろろろ、六属性ですの?!」

			「そういうことだ」

			「しかも今の回復魔法は、教会の聖女さまがお使いになられたエクスヒールに匹敵する輝きでしたわ！　六属性を扱えるだけでもすさまじいのに、エクスヒールをも……」

			「それはカンチガイだ。

			　オレが今使ったのは、エクスヒールじゃなく――ヒールだ」

			「いったいなにをおっしゃっているのですの?!

			　ヒールと言えば、聖属性の初歩魔法！

			　聖属性というだけで五万人に一人しかいないので貴重ではございますが、かすり傷を治すので精一杯のはずですわっ！」

			「悪いがオレは、魔力の値が桁外れなんでな」

			「どうりでこのわたくしが、一目惚れしてしまうはずですわあぁ……！」

			　セシルは胸元を握り締め、ぶるぶると震えた。

			　そんな会話をしているあいだに、ティアは少女に鏡を見せた。

			「これが今のあなたの顔です。とてもお綺麗でございますね」

			　少女のアメジスト色の瞳が、とても大きく見開かれる。

			「わたし……？」

			「そうだ」

			「……。…………」

			　なにを言えばいいのかわからないのだろう。少女はオレを見上げて黙る。

			「なにかを気にする必要はないぞ？　あんな程度の回復魔法、呼吸よりも簡単だ」

			「デタラメですわぁ……！

			　この子の傷はわたくしの見立てですと、教会の治療院で一回三〇万ヴァニールはかかる上級神官さまのハイヒールを一日一回。

			　それで三ヶ月はかかるダメージですわよ……?!」

			「それは神官がぼったくりじゃないのか……？」

			「聖魔法の使い手の少なさと彼女の傷の深さ。

			　そして一日に使える限界値から言えば、むしろ妥当なほどですわぁ！」

			「命に別状はない損傷の治療は、治療費が高くなる――という事情もございます」

			　セシルが言うと、ティアが軽い補足を加えた。

			　確かに地球の日本でも、保険の効かない美容整形は高くついたな。

			　オレはさらに少女から、手枷と包帯を外してやった。

			　腐食していた包帯が、はらりと落ちる。

			　オレは少女の手のひらを、オレの頬に当てさせた。

			　ジュウゥ――。

			　強烈な毒素が、オレの頬を腐食させる。

			「……！　…………！　………………！」

			　少女が半ばパニックで、オレの手から手を放す。

			　ティアが持っていた鏡を見ると、オレの頬はひどくただれてしまっていたが……。

			　

			　ヒールで治る。

			　

			「見ての通りだ。

			　オレはオマエに傷つけられても、ヒールで治すことができる」

			「…………」

			「オマエが誰かを傷つけてしまっても、ヒールで治すことができる」

			「…………！」

			　少女が強い反応を見せた。

			　やはりか――とオレは思った。

			　この少女は、自分の力で自分が傷ついてしまうことより、自分の力で誰かを傷つけてしまうことを恐れていた。

			　だからオレが近づいた時も、離れようとしたのだ。

			「もちろん無理強いはしない。

			　オレはオマエがウチにきたほうがいいと思うが、オマエがどう思うかは別だ」

			「…………」

			　少女はなにも言わなかった。

			　無言で両手を重ねあわせて、上目遣いでオレを見つめる。

			「ど……して？」

			「？」

			「ど……して、やさしく、してくれる……の？」

			「むしろどうして、厳しくする必要があるんだ？」

			「わたし……のろいの子…………」

			「それはさっき言ったじゃないか」

			　オレは今日何度くり返したかわからない真理を、少女へと告げた。

			「害虫を殺せるすごい力が、呪いであるはずはない」

			「補足しておきますが、マスターは本気です。

			　星を破壊する禁呪でも、害虫を殺せるのであれば使用します」

			「それはさすがに肯定しないぞ?!　益虫を殺さないよう、改良してから使う！」

			「はぁ……」

			　ティアはため息をついた。

			　毎度のことだが、ここだけはよくわからない。

			　クスクス、クスックスッ。

			　少女が笑った。

			　普通にしていても美少女だったが、笑うとより美少女だ。

			　オレを笑っていた少女は、オレの視線に気がつくとハッとして笑いを止めた。

			　唇を引き結び、申し訳なさそうに震える。

			「大丈夫。怒っていない」

			　少女の緊張がゆるんだ。

			　オレはすっくと立ちあがり、少女に向かって手を伸ばす。

			「どうする？」

			　少女はオレの手に手を伸ばし、けれどためらう。

			　自分が持っている力を、知っているがゆえの行動だ。

			　オレは言った。

			「気にするな」

			　少女はグッと奥歯を噛むと、オレの手を握りしめた。

			　腐食で痛みが走りはするが、ヒールで治るから問題はない。

			　地上への階段をのぼる。

			　地上へのドアをあける。

			　太陽の光が差し込んだ。

			「っ……」

			　オレと少女は、顔をしかめる。

			　それでも窓をチラと見やれば、空は青くて雲は白い。

			　風も爽やかで気持ちいい。

			　オレは少女を抱きかかえ、店主のマッチョに言った。

			「もらって行くぞ！」

			　窓から飛びだし空を飛ぶ。

			　歌え風よ。

			　笑え風よ。

			　オレと少女の前途を祝せ。

			　冷静に考えると空を飛ぶ必要はなかったような気もするが、そこは勢いというやつだ。

		

	
		
			　

			少女に名前をつけてみよう。

			　

			　少女と屋敷に戻ったオレは、とあることに気がついた。

			「ティアたち置いてきちゃったなぁ」

			　そもそもかっこつけて飛ぶ必要も、冷静に考えると存在しない。

			　気分が高まってやったのだ。今は反省している。

			　仕方ないので待つことしばらく。

			　ティアとセシルが戻ってきた。

			「おかえり」

			　オレが何事もなかったかのようにあいさつをすると――。

			　

			　パァンッ！

			　

			　ほっぺたを叩かれた。

			　ピリリと痛いが激痛ではない。加減されていることがわかる。

			「申し訳ありません、マスター。置いて行かれて、さびしかったので」

			「さびしかったのか」

			「さびしかったです」

			　さびしかったなら仕方ない。オレはティアを許したが――。

			「んっ……！」

			　少女がオレの目の前で、ティアを『とおせんぼ』した。

			　怒った感じの顔をしている。

		

	
		
			[image: 226.jpg]
		

	
		
			「ティアがオレを攻撃したって思ってるのか」

			「大丈夫ですよ。マスターは、頬を叩かれて喜ぶド変態帝王ですので」

			（ブンブンブンッ！）

			　少女は首を、左右に振ると言った。

			「マスターは、すばらしいお人……ですっ！」

			「すばらしい部分もありはしますが、ド変態帝王なのです」

			　オレは少女の頭を、ぽんと叩いて言った。

			「今のもティアが正しいよ。

			　もしも今のティアの言葉で、間違っているところがあるとするなら――」

			　オレはオレを見上げてくれる、かわいい少女に向かって言った。

			「すばらしい部分もあるってとこだね」

			（！）

			　少女はショックを受けていた。

			「さすがはマスター。冷静な分析です」

			「それに今のティアのビンタは、うどんに入ったトウガラシのような味わいがあった。

			　ビリリと辛くて痛いけど、人生にはなくてはならない味わいだ」

			「本当に、冷静な分析ですね。気持ち悪さが人を殺すなら、一〇〇回絶命しております」

			　そんなティアのオレを見る目は、いつものゴミを見る目であった。

			「おひとつよろしいですか?!」

			「なんだい、セシル」

			「その子のお名前は、なんとおっしゃるのですの?!

			　名前がないのは、わたくし不便だと思いますわぁ！」

			　確かに。

			「名前は？」

			　少女はうつむき、視線を左右に泳がせた。

			「ない……です」

			「ナイ、とおっしゃるのですわねっ！」

			（ふるふるふる）

			　少女は首を左右に振った。

			「それではなんというお名前ですの?!」

			「ない……です」

			「やっぱり『ナイ』ではないですのっ?!」

			（ふるふるふる[image: kao01.png]）

			「それでは名前はなんですの?!」

			「ない……」

			「やっぱり『ナイ』ではないですのぉ?!」

			　かわいいセシルは、んもー[image: kao02.png]な顔で両手を上下に動かした。

			「要するに、無いんだろ？」

			「はい……」

			「やっぱりナイではございませんか！」

			「名前がナイなのではなく、名前をつけてもらったことがないから、存在していないの意味で『ない』と言っているのではないかと思われますが……」

			「はい……！」

			　少女は静かにうなずいた。

			「お名前が……ないのですの…………?!」

			「はい……」

			「名前とは、その人がこの世に生まれてきたことを祝福してくれる人からの贈り物ですわぁ！　それが存在していないなんて、いったいなにがありましたのぉ?!」

			「両手の力だろ？」

			「お可哀想ですわぁ～～～～～。とっても、お可哀想ですわあぁ～～～～～～～～～～」

			　セシルは少女に抱きつくと、ボロボロ涙をこぼしまくった。

			　少女はセシルに手を当てないよう、両手を握って後ろに隠す。

			　しかしセシルのぬくもりを、嫌っているような感じはなかった。

			　この感受性と共感能力の高さは、セシルのいいところだな、とオレは思った。

			　少女を抱きしめ終えたセシルが叫ぶ。

			「でもご安心なさい！　ご主人さまが、きっとすばらしいお名前をつけてくださいますわぁ！」

			「オレ頼み!?」

			「ご主人さまは、すばらしいおかたですもの！

			　名づけをすれば、すばらしいに決まってますわぁ！」

			「ティアはどう？　オレがこの子に名前をつけても、大丈夫だと思う？」

			「わたくしは、マスターを信頼しております。

			　必ずやピントが吹き飛んだ名前をつけて、周囲をドン引きさせるでしょう」

			「引かせること前提?!」

			「しかし彼女とセシルさまは、マスターの名づけを望んでおられます。となると一度マスターがつけて、『これはダメだ』と納得していただくのが早いかと」

			　なんてひどい物言いだ。

			　こうなると、いい名前をつけて見返したい感覚になる。

			　オレはしばし考える。

			（じぃ……）

			　無言でオレを見つめる少女は、期待と不安に満ちた眼差しをしていた。

			　自分の全存在を投影しているかのような眼差しだ。

			　実際、そうでもあるんだろう。

			　この子は触れたものを腐敗させる力のせいで、ひとりぼっちを続けていた。

			　そんなこの子にしてみれば、ひとりぼっちを止めてくれたオレという存在は、まさに全存在なのだろう。

			　この子の期待に答えたい。

			　この子を喜ばせてあげたい。

			　最高の名前を。

			　最高の名前を。

			　考えたオレは、口を小さく開いて言った。

			　

			「ウジムシ――」

			　

			　パアァンッ！

			　ティアのビンタが飛んできた。

			「さすがはわたくしのマスターです。カタツムリでもまたげるように寝かせておいたハードルに、つまずいて転ぶとは……」

			（しょぼん……） 

			　少女も悲しげに落ち込んだ。

			　ティアの罵倒はいつものことだが、少女に落ち込まれるのは辛い。

			　オレは叫んだ。

			「待ってくれ！　ちゃんと話を聞いてくれ！

			　確かにウジムシは、一般的には害虫だ！　でもウジムシは、人を癒すこともあるんだ！」

			「ウジムシが人を……？」

			「人の傷口にウジムシを植えると、傷の治りが早くなるんだ！

			　まともな治療設備のない戦場で傷口にウジムシが湧いた時は、ウジムシを放置しておいたほうが生存率もあがったっていうお話もある！

			　つまりはそういうことなんだ！

			　人からは害悪と呼ばれていた力、使い方次第では害悪になる存在。

			　それでも正しく使いさえすれば、ダニを食べるハエトリグモのようなすばらしい存在になれる！　そういう意味と願いを込めて、『ウジムシ』という名前を考えたんだ！」

			　完璧な理由だ。

			『ウジムシ』だけでは、罵倒に思われるのも仕方ない。

			　でもこの理由があったなら、ウジムシの名は最高だ。

			　むしろオレがそう呼ばれたい。

			「本当にこの子を思いやっていることが、マスター自身のウジムシっぷりを表しております」

			「ティアが素直に褒めてくれるのって珍しいなぁ。へへっ――――ぎゃあ！」

			　なぜか往復ビンタを食らった。

			「なんで今叩いたのっ?!　顔にハエでも止まってた!?」

			「むしろマスターがハエでした」

			「ウジムシはいいけど、ハエはちょっと……。益虫的な面もないとは言わないけど、人が生活している圏内にいるやつは害虫だしさ」

			「はぁ……」

			　ティアは深いため息をついた。

			　オレの顔を両手でつかみ、渋柿よりも渋い顔でオレを見つめる。

			　そして――。

			　キスをしてきた。

			「?!?!?!」

			　意味がわからないキスであったが、唇はやわらかだった。

			　唇が離れる。

			「今のキスは……？」

			「わたくしが本当にマスターを愛しているのかどうか疑問に思いましたので、確認をさせていただきました」

			「結果は……？」

			「わたくしはまだマスターを愛しているようでした。この子のためを思っているのは確かだったことと、わたくしのマスターに対する元々の好感度が高かったことが要因ですね。

			　残念です……」

			　ティアは二度目のため息をついた。

			　なんだかんだ言いつつも、いい子でかわいい。

		

	
		
			　

			奴隷少女に名前をつける。

			　

			「それで結局、この子の名前はどうするのですか？　ウジムシ以外でお答えください。

			　脳みそド腐れマスター」

			「もはや万策尽きたとしか……」

			「穴のあいた泥船でさえ、十秒ぐらいは持つでしょうに」

			「オレはウジムシという名づけに、それだけの自信を持っていたんだ」

			「バカですか、あなたは」

			「わたしは……ウジムシで、構わない……です。

			　大好きなご主人さまがつけてくださった、大切なお名前……です」

			「それにしても、ウジムシは……」

			　少女は納得しかけていたが、ティアは難色を示す。

			「わたくしも、ウジムシはどうかと思いますわぁ……」

			　オレには好意的なセシルですらそう言うあたり、本当にダメなんだろう。

			　女の子って難しい。

			「ウジムシ以外の名前候補は、本当にないのですか？」

			「ウジムシがダメなら、マゴットぐらいしか……」

			「マゴット？　どのような意味ですか？」

			「ウジムシ」

			　パアァンッ！

			　ほっぺを普通にぶっ叩かれた。

			「それがダメだと言っているのに、あなたの辞書に学習の二文字はないのですか」

			「意味を知りさえしなければ、お素敵なお名前でしたのにっ！」

			「わたしは、マゴットで、構わない……です」

			　少女は小さな声で言った。

			　しかしオレは考えてしまう。ティアひとりなら別にして、セシルまで言っているわけだからなぁ……。

			「仕方ありません。わたくしがつけるといたしましょう」

			「です……!?」

			「……ご不満ですか？」

			「不満ということは、ない……です」

			　少女はオレを、チラチラと見た。

			「この子はあくまで、ご主人さまに名をつけていただきたいようですわぁ！」

			「はぁ……」

			　ティアはため息をつくと言った。

			「益虫を除いた中で、もっとも好きなものはなんですか？　マスター」

			「どうしたの？　急に」

			「あなたの名づけに期待は不可能。であればあなたの好きなものの名前を、この子につけるのがよいかと思いました」

			「なるほど」

			「わたくしも、その名づけであれば心地よいと思いましたので……」

			　ティアは小声で、かわいいことを言っていた。

			（きらきらきら……）

			　少女は少女で、目を輝かせていた。

			「で、マスター。もっともお好きなものはなんですか？」

			　オレは言った。

			「ティア」

			　パァンッ！

			　なぜかほっぺを叩かれた。

			　ティアは言う。

			「美しいと思うものは？」

			「ティア」

			　パァンッ！

			　またもほっぺを叩かれた。

			「……もっともかわいいと思うものは……？」

			「ティア」

			　パァンッ、パンッ、パアァンッ！

			　往復ビンタを食らってしまった。

			「…………」

			　ティアはしばし無言でオレを見つめて、冷静に言った。

			「……今のビンタは照れ隠しです。もしも怒りがおありでしたら、わたくしの頬なり臀部なりをお打ちください。照れ隠しといえ今回は、少々打ちすぎと思いました」

			「おしおきお尻ペンペンプレイもオッケーってこと？」

			「端的に言えばそうなりますが……」

			　ティアは顔を曇らせた。

			「ちなみにティアは、世界で一番好きなものってなに？」

			「…………」

			　ティアは何も言わなかった。

			　何も言わずにオレを見つめた。

			　表情自体は仏頂面だが、ほっぺたがほんのりと赤くなってる。

			「ティアの世界で一番好きなものって、もしかしてオレ――――」

			　ズドオォンッ！

			　過去最速のボディブローが、オレの腹部を打ち抜いた。

			　ティアは部屋の隅に移動して、顔を隠してうずくまる。

			「ティア……？」

			「知りません……」

			　明らかに照れていた。

			　このかわいらしさ――まさに世界一である。

			　しかしそれはそれとして、少女に名前はつけないといけない。

			「ちなみにセシルが、世界で一番綺麗だと思うものはなんだ？」

			「わたくしですわ！」

			　即答だった。

			　胸に手を当て、誇らしそうに言っている。

			　（…………）

			　こういうノリは苦手なのか、少女はオレの後ろに隠れた。

			「しかしセシルが綺麗だからって、この子にセシルって名前をつけるにはいかないしな……」

			「わたくしとご主人さまの名前を取る――という手もございますわよっ!?

			　わたくしとご主人さまとの間に生まれた、最初の子であるという設定にいたすのですわ！」

			　ぶっ飛んだ発想が飛び出した。

			　というかセシルは、ふたり目以降も作るつもりでいるらしかった。

			　害虫駆除をしてくれる跡継ぎとして、ほしいところではあるが。

			「それ以外だとなにかない？」

			　セシルは唇に指を当てて小首をかしげる。

			「ご主人さまこそ、世界で三番目にお好きなものなどはございませんの？

			　一番目がティアさまとは、もう伺いましたが」

			「二番目は聞かないのか？」

			「二番目は、わたくしに決まっているでしょうから」

			　セシルはまたも、自信たっぷりに言い切った。

			　このメンタルは、少女にも見習ってほしい。

			「それはさておき、三番目か……」

			　少し考えてみたが、答えはすぐに現れた。

			「ブドウかな」

			「ぶどう？」

			「じいちゃんがよく作ってた果物だ。オレはそれを食べるのが好きだった」

			　オレが害虫を憎むようになったのも、じいちゃんのブドウ農園が害虫にやられたことがきっかけだ。

			「それでは……『チルル』などとはいかがですかっ!?　わたくしの地方で、ブドウを意味する言葉ですわぁ！」

			「悪くないな」

			「わたくしも、よろしいかと存じます」

			「ご主人さまの三番目になれるよう、がんばる……です！」

			　みんな納得してくれた。

			「それじゃあ今日から、名前は『チルル』ね！」

			「はい……！」

			　チルルはまばゆい笑みを浮かべた。

			　それではいよいよ、チルルの毒手の効果を調べるとしよう。

			　いったいどれだけの害虫が殺せるのか。

		

	
		
			　

			チルルが腐食させるあれこれのもの。

			　

			「それじゃあ早速、手のテストをしようか」

			「はっ、はい……です」

			　オレがチルルの手錠を外すと、チルルは恐る恐るうなずいた。

			「怯えていらっしゃいますね」

			　無理もない。

			　触れたものを腐食させてしまうこの手のせいで、チルルはとても傷ついてきた。

			「両手が殺虫剤の手とか、とてもすばらしいと思うんだけどな」

			「あらゆるものを腐食させる手を『殺虫剤』と表現するとは、さすがでございますね、マスター。思わず呆れてしまいます」

			「ハッハッハ」

			　オレは軽やかに笑うと、チルルを連れて庭にでた。

			　自生していたバラっぽい花があった。

			　遠目に見れば、赤い花に赤い茎をしたバラ。

			　しかし近寄ってみると――。

			「アブラムシがびっしりだな」

			　花の赤さは花の赤だが、茎の赤はアブラムシの赤であった。

			　指でアブラムシを落とすと、緑の茎がハッキリと見える。

			　アブラムシを紙の上に載せて、チルルに言った。

			「手をだしてくれるか？」

			「はい……です」

			　チルルは静かに手をだした。

			　アブラムシを乗せる。

			　ジュワアァ……。

			　アブラムシは、黒く変色して死んだ。

			「すばらしい」

			「………………」

			　オレは素直に褒め称えたが、チルルは申し訳なさそうにしていた。

			　両手が殺虫剤であることのすばらしさ、いまだ理解できていないらしい。

			「次のテストに行ってみようか」

			　オレは屋敷にあった桶を取りだし、指をパチッと鳴らしてみせた。

			　魔法で桶に、水が溜まった。

			「ここに右手を入れるんだ」

			「はい……です」

			　チルルは静かに右手を入れた。

			　オレは太めの白い縄を、桶の中に入れる。

			「虫を殺す成分は、水を通してだとどのくらい伝わるのか……」

			　時間はそこそこにかかった。

			　三〇秒ぐらいから、縄が変色し始める。

			　軽くゆらすと、ボロボロと崩れた。

			　そして――。

			「桶にも穴がっ!?」

			　殺虫作用のある水が、桶にも穴をあけた。

			　オレの足にバチャリと落ちる。

			「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　めっちゃ痛くて声がでた。

			　ＫＡＫＵＧＯがあればＴＡＥれる痛みも、ＦＵＩを突かれると痛い。

			「マスター!?」

			　でもティアが心配してくれたので、総合すればラッキーだ。

			　ヒールで治す。

			「ご主人さま……」

			　理由はどうあれオレを傷つけたということが、ショックだったようだ。

			　チルルが瞳に涙を浮かべ、小刻みに震えた。

			「害虫を駆除するためには、必要な痛みだ」

			　オレは指をパチッと鳴らした。

			　ズゴゴゴゴ。

			　地面がせりだし、ベッドのような桶がでてきた。

			　ベッドのような四足で、ベッドのところが風呂桶のようになっている桶だ。

			　しかも安心の二重構造。

			「ウォーターボール！」

			　水を入れた。

			「次はこっちだ」

			　チルルを桶の前にたたせて、後ろから抱きしめる。

			　嫌っていないことをわからせるには、スキンシップが一番早い。

			「はぁ……」

			　ため息をついたティアが、無言でオレの向かいに立った。

			　白い麻縄を、桶の中に浸す。

			　なんだかんだ言いながら、オレの意図を汲んでくれてる。

			　まさに理想の愛妻だ。

			　と思ったが、結婚はまだしていないか。

			　そのうちするけど。

			　絶対するけど。

			　なんてことを考えながら、アイスニードルを右手に持って桶の水をかき混ぜる。

			　洗面器サイズの桶であると三〇秒で毒が回ってしまったが、風呂桶サイズではどうなのか。

			　などと考えること五分。

			　ティアの持っている縄が黒くなった。

			「チルル、手を引き抜いて！」

			「はっ、はいっ！」

			「フリーズプリズン！」

			　チルルが手を抜くと同時に、オレは桶を凍らせた。

			「これで水が漏れることはないぜ……フフフ」

			「ご主人さますごい……です」

			　かわいいチルルは、尊敬の眼差しでオレを見た。

			　その時だった。

			　ジワアァ……。

			　オレが凍らせた毒の水が、黒く変色し始めた。

			「氷も腐食させるのっ!?」

			「巨大な毒のカタマリが発生してしまいますわぁ！」

			「仕方ない……ウインドウォール！」

			　オレは凍った風呂桶を、風で空に巻きあげた。

			　右手をグッと上に押し出す。

			「エアロブラスト！」

			　毒のカタマリとなっている風呂桶を、風に力で強引に押す。

			「うおおおおおおおおおおおお！」

			　風呂桶は大気圏を突き抜けて、宇宙の彼方へと消えていった。

		

	
		
			[image: 247.jpg]
		

	
		
			「危ないところだったぜ……」

			　オレはひたいの汗をぬぐった。

			　その直後。

			　宙に飛ぶ過程でわずかに溶けていた毒が、オレの目に入った。

			「目がっ！　目があぁ！」

			 　不意打ちなせいで痛かった。

			　オレは地面に転がりうめく。

			「ご主人さま!?」

			「気にするな……不意打ちで痛かっただけだ。ヒール」

			　目の傷は完治した。

			「まだお続けになるのですか？　マスター」

			「偉大なる実験には、多少の危険はつきものだ」

			「さすがはわたくしたちのご主人さま！　すばらしき初志貫徹ですわぁ！」

			「カッコいい……です」

			　セシルがオレを褒め称え、チルルは頬を染めてもじもじとした。

			「じゃあもう一回だ」

			　オレは指をパチッと鳴らした。

			　ズゴゴゴゴ。

			　地面がせりだし、ベッドのような桶がでてきた。

			　ベッドのような四足で、ベッドのところが風呂桶のようになっている桶だ。

			　さっきと同じ二重構造。

			「ウォーターボール！」

			　さっきと同じように水を入れる。

			「今度は三分で手を引き抜いてみよう。

			『植物は枯らさないがくっついてる虫だけは殺す濃度』ってのがないかどうか模索したい」

			「はい……です！」

			　チルルは風呂桶に手を入れた。

			　一分、二分と時が流れて――。

			「はい、三分！」

			　チルルがバッと手を抜いた。

			　水はじわりと変色している。

			　その変色は、桶の底にまで届くと――。

			「また溶けるか！　フリーズプリズン！　からの――エアロブラスト！」

			　オレは毒のカタマリを、宇宙にまで吹き飛ばした。

			「フレイムランス！」

			　落ちてきた水滴も、炎で迎撃してやった。

			「見たかチルル？　同じ失敗はくり返さない。これが成長ということだ」

			「はい……！」

			　チルルはオレを、尊敬の眼差しで見つめた。

			　気分がいい。

			「人をひとりだけ浮かす場合にもかなりの魔力が必要ですのに、あれほどのカタマリを容易く空に飛ばせる力。それを殺虫剤作成のための実験などに使用するとは……」

			「最高の使い方じゃないか」

			「そうおっしゃると思ってました」

			　ティアはハァ、とため息をついた。

			「ご主人さま、おひとつよろしいでしょうか」

			「なんだ？　セシル」

			「首尾よく殺虫剤ができあがっても、入れ物まで腐食させてしまうのではあつかいが難しいと思うのですわ！」

			「一理ある」

			　チルルの手を見る前に、『手に耐えられる素材』を探すほうが先かもしれない。

			　色々試すことにした。

			　まず雑草。

			　腐食。

			　次に屋敷の中に入る。

			　落ちていた木の破片。

			　腐食。

			　食堂に入る。

			　壁に立てかけられていた剣。

			　腐食。

			「金属も腐食か」

			「はい……」

			　チルルの顔が曇ってしまった。

			　オレは頭をポンと叩いて、チルルを慰める。

			「偉大なる目標には、苦難と困難はつきものだ」

			「はい……！」

			「誰に対しても前向きな点は、マスターの数少ない長所でございますね」

			　チルルは希望に目を輝かせ、ティアは素直にオレを褒めた。

			　そして試すことしばらく。

			　十近い素材を腐食させた末に――。

			「これは……」

			「腐食いたしませんね……」

			　チルルが持つのはガラスの小ビン。

			　この世界では貴重な品であるガラスの小ビンだけは、チルルの力でも腐食しなかった。

			「はうぅ……！」

			　生まれて初めての体験に、チルルは震える。

			　オレも『いいな』と思ったりした。

			　この世界には、爆裂スズメバチのような大きい害虫もいる。

			　ガラスのビンに入れて持ち歩けるなら、大型の害虫がでてきた時にも退治できる。

			　期待だぜ……フフフ。

		

	
		
			　

			また新しい魔法を獲得するレイス～すべては害虫のために～。

			　

			　ガラスのビンを三〇ほど買ったオレは言った。

			「けっこう高かったなぁ」

			「ガラス製品なのですから、当然かと」

			　当然らしかった。

			「けど親指サイズの小さな小ビンで、一個一〇万ヴァニールだよ？

			　拳が入るサイズに至っては、一個五〇万ヴァニールだ。宿屋が一泊一〇〇〇ヴァニールぐらいなのに」

			「ガラス製品なのですから、当然では？」

			　どうもこの世界では、ガラス製品が高級らしい。

			　確かに地球の日本でも、江戸時代ぐらいまでは高級品らしかったけど。

			「ご主人さまは、それほどの高級品をわたしのために……！」

			　しかしチルルが感動してくれたので、オレはそれでよしとした。

			「じゃあ手で器作って」

			「はいっ！」

			　チルルが丸めた両手の中に、オレは水をちゃぷりと入れた。

			　殺虫剤に変わるのを待ってから、ビンの中に入れてもらう。

			　そしてビンのフタを――閉めようとして気がついた。

			「フタはコルクか」

			　チルルに触らせてみる。

			　腐食。

			（がーん……！）

			　チルルはとってもショックを受けた。

			「やはりわたしは、ご主人さまのお役には……」

			「いやいや、そんなことないって！」

			　オレはチルルを慰めるため、ステータスウィンドゥを開いた。

			（ガラスを加工する魔法……！）

			　と思いながら、スキル一覧を検索していく。

			　それらしい魔法はヒットしない。

			（それならいっそ、新しい魔法を作れる魔法とか……！）

			　ヒットした。

			　

			　

			　創造魔法・クリエイトマジック

			　

			　◆解説

			　神属性の特殊魔法。名前の通り、魔法を新しく作る。

			　魔法を作るということは世界を創造するにも等しいため、多大な魔力とスキルポイントを消費する。

			　

			　これを使おう。

			　オレは〈習得〉と心に念じた。

			　すごい力が働いて、新しく覚える。オレは頭でイメージする。

			（創造魔法――クリエイトマジック）

			　頭の中で、無機質な声がした。

			〈クリエイトマジックの発動を確認しました。まずは新しい魔法の、概要を決めてください〉

			　こんなところから始まるのかー。

			（存在している物体の、形を変える魔法）

			〈存在している物体の、形を変える魔法……了解です。

			　では次に、魔法の制限を決めてください〉

			　そんなのも必要なのか。

			〈魔法とは、ひとつの理(ことわり)。

			　理(ことわり)を逸脱した魔法の作成には多大なる負荷がかかり、世界のカオス化が加速します〉

			　よくわからない単語がでてきたが、負荷がかかるのは面倒だ。

			　それっぽい規制をつけておくとしよう。

			（効果範囲は右手。対象は無機物に限定される。さらに術者が、『これは溶かせる』と思ったものにしか発動しない）

			〈検証中……。検証中……。検証終了。

			　火属性の上級魔法として認可されました。カオス値の変動もありません。

			　レイス＝アルベルトは、『錬金術士(アルケミスト)の右手』を習得します〉

			　よくわからない設定がでてきたが、習得できたようなので何よりだ。

			　しかしその直後、無視もしがたい言葉が流れた。

			〈世界改変の代償として、あなたのレベルと魔力を一定値いただきます〉

			　なにっ!?

			　と思うのもつかの間。

			　レベルと魔力が一気に吸われた。

			　ステータスもこうだ。

			　

			　レイス＝アルベルト

			　レベル二七〇〇→二〇〇

			　ＭＰ　四〇五〇〇／四〇五〇〇→マイナス一二〇〇／三〇〇〇

			　魔力　二七〇〇〇→二〇〇〇

			　スキルポイント　〇

			　

			　想像以上のさがりっぷりだ。

			　そしてＭＰの、マイナス一二〇〇とはなんだろう？

			　しかし首をかしげる間もなく、どういうものかはわかった。

			　即ち――。

			　

			　オレが倒れた。

			　

			　命を吸われたかのような気だるさが全身を包み込み、バッタリと倒れた。

			　いわゆる鬱というのだろうか。やる気らしいやる気がでない。

			　一〇〇メートル圏内の害虫であれば殺しにいけるが、三キロ先の害虫だと厳しい。

			　このオレが三キロ離れてる程度の害虫も殺しにいけないとか、もう本当にヤバい。

			　ＭＰが回復しない限り、まともに動けないってことだが――。

			　てれってー！

			　

			　レベル二〇〇→二〇一

			　ＭＰ　一二〇〇／三〇〇〇→三〇一五／三〇一五

			　魔力　二〇〇〇→二〇一〇

			　スキルポイント　五

			　

			　レベルがあがって全回復した。

			　

			　オレは以前にダニを倒した。ダニの倒し方を、ほかの人に教えたりもした。

			　そして倒し方をオレに教わった人がダニを倒すと、その経験値はオレにも入る。

			　ティアが言うには、『魔物使いが魔物を使役してモンスターを倒せば、魔物使いにも経験値が入るのと同じことかと』

			「ご主人さま、大丈夫ですのっ!?　今一瞬、お倒れになったかのように見受けられましたが！」

			「大丈夫。魔力が一瞬マイナスになったけど、もう全回復したから」

			「さすがはわたくしが見定めたご主人さま。すばらしい回復力ですわぁ……！」

			「さすが……です」

			「そもそもなぜマスターの魔力が、マイナスなどという事態になったのかを気にするべきでは……」

			「おっしゃる通りですわね！　さすがはティアさま。

			　偉大なるご主人さまが、世界一の女性とお認めになるおかたですわぁ！」

			「すごい……です」

			「わたくしが指摘したことは、特筆するほど大したことでは……」

			「これほどの明察を誇らないとは、謙虚でもございますのねぇ！」

			「すごい……です」

			「本当に、大したことではないと……」

			「そんなことはございませんわぁ！　わたくし気がつきませんでしたものっ！」

			「わたしも、です……！」

			　いたたまれなくなったらしい。

			　ティアは赤くなった顔を、両手で隠すと言った。

			「はにゃあぁ……」

			　セシルとチルルは、キラキラした目でティアを見ている。

			　ティアをここまでさせるとか、単純に強い。

			「ちなみに魔力がマイナスになったのは、新しい魔法を作ったらそうなった」

			　オレはガラスの小ビンに、先ほど習得した魔法――アルケミストの右手を使う。

			　小ビンの上部が溶けたかのように縮む。

			「この魔法を、お作りになられたと……!?」

			「うん」

			「なんという……。なんという……！」

			「そんなすごいの？」

			「魔法を作る力と言えば、世界の理(ことわり)を改変する力。

			　それは即ち神話級――より正確には、神話を作る神の力です！」

			　ティアはもう、[image: kao01.png]な顔で言っていた。

			　ティアには珍しい表情であるが、それだけ驚いた――ということなのだろう。

			「そしてマスターは、それほどの力を使って何をするおつもりで……？」

			「害虫を殺す」

			「理不尽な勢いですさまじい力を入手していくのに、その点だけは変わらないのですね……」

			「ひとつ、よろしいですの？」

			「なんだ？　セシル」

			「魔法を作る力が手に入ったのでしたら、害虫を殺す魔法を作ればよろしいと思うのですわぁ！」

			「それは無理だな」

			「なぜですのっ!?」

			「害虫を殺す魔法が、そう簡単に作れるはずがないじゃないか」

			　世界の理(ことわり)に違反しすぎている。

			「わたくしの目には、『魔法を作る魔法』のほうが大変そうに思うのですが……。

			　難しいものなのですわね」

			「…………」

			　セシルは納得してくれたのだが、ティアはもはや無言であった。

			　そしてこの時のオレたちは、まだ気がついていなかった。

			　穏やかに話していた陰で、新たなる害虫　　即ち魔王が暗躍していたことを。

		

	
		
			　

			魔王が現れたらしい中、ハエについて考える。

			　

			　レイスたちが、チルルが放つ毒について検証していた時分。

			　執事服を着込んだ老人――ギルドマスターの三代目剣聖・シュバルツは、異様な気配を感じ取った。

			「む……!?」

			「どうしました？　シュバルツ様」

			「異様な気配を、街の北のほうから感じる。恐らくは魔族。

			　それもかなり強力な……。ワシでも勝つのは不可能な魔族の気配じゃ」

			「なっ……!?」

			　シュバルツは、自身の剣を手に取った。

			　初代剣聖より受け継がれている、レジェンドクラスの聖剣だ。

			「シュバルツ様っ!?」

			「ワシでもかなわん相手じゃが、ワシ以外ではもっとかなわん。

			　ならばワシが行くしかあるまいて。

			　そしてワシが命を賭けておるあいだ、街に滞在しているＢ級以上の冒険者に連絡を取っておいてくれ。

			　みなでかかれば、あるいは勝機もあるかもしれん」

			「…………了解しました」

			　メガネをかけた受付け嬢の女は、重々しくうなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　街の北から、二キロほど離れたところ。

			　荒野めいた空間に、一〇〇万の軍勢が押し寄せていた。

			　そこに現れたシュバルツに、燕尾服を着こんだ吸血鬼風の魔族が言った。

			「魔力も足音も漏れないように結界を張っていたつもりですが……。

			　気づくとはやりますねぇ」

			「おヌシこそ、これほどの軍勢をこれほどに近づけておきながら、ワシ以外に気づかれんようにしていたとはやりおるのぅ。すさまじい隠匿魔法の使い手じゃ」

			「それだけが取り柄なものでして！　ハッハッハ！」

			　男は、高笑いをあげた。

			　互いに飄々としているが、シュバルツは内心たじろいでいた。

			（後ろの軍勢はどうにでもなる。ワシとワシの聖剣があれば、一振りで万は殺せる）

			　それは誇張でもない、単純な事実。

			　それほどの力を持っているのが、『剣聖』と呼ばれている人間の実力だ。

			　だがしかし、そんなシュバルツの力をもってして――。

			（目の前のこの男だけは……力の底が知れん。

			　そもそもこの数の軍を、ワシ以外の者に気づかせんレベルで移動させている時点で異常じゃ。後続がくるのを待つつもりでいたが、油断している今以外に好機はない）

			「フンッ！」

			　シュバルツは剣を振る。

			　真空の斬撃が、虚空を切り裂き男へ向かうっ！

			「これはこれは、なかなかのお手前で」

			　男はフッと息を吐く。

			　シュバルツの斬撃が分断された。

			　それは男の左右にいたミノタウロスを切り裂くが、当の男にはかすり傷すら与えなかった。

			　斬撃のあとをついていたシュバルツが、男に向かって切りかかる。

			　それは音よりも速い、超音速の斬撃だ。

			「せっかちですねぇ」

			　悠長につぶやいた男の体が、真っ二つに裂ける。

			　しかし残像。

			　本体は、シュバルツの背後に移動していた。

			　シュバルツの背に手を当てて、ゆるやかに言う。

			「戦いの途中ですが自己紹介です。

			　わたくしは――この一団を率いる王。

			　あなたがたの言葉を借りれば、『魔王』となります。

			　名残り惜しいところですが、殺意を向けたおかたには、殺意で返すのが礼儀であると思いましたので」

			『魔王』は静かに魔力を放った。

			　漆黒の炎が、シュバルツの体を包み込む。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「こんなもんかな」

			　オレは『アルケミストの右手』なる魔法を使用して、ガラスのビンの上部を閉じた。

			　ぽっかりあいていたビンの入り口が、溶接されたかのように塞がる。

			「便利だなぁ」

			　オレの前には、水の入ったビンが十個ほど並んでいた。

			　小さいものは親指サイズ。大きいものは、五〇〇ミリリットルのペットボトルぐらいだ。

			「ちなみにチルル、体は平気か？　かなりの水を、殺虫剤にしたけど」

			「…………」

			　チルルはなにも言わなかったが、ティアが小さく補足した。

			「疲れている時は『疲れている』と述べることが、本当の忠誠ですよ？

			　スケベでやらしくどうしようもないマスターですが、このあたりへの理解はあります」

			　完璧なフォローだ。

			　理解があるのはその通りだし、スケベでいやらしいのも事実。

			「ティアが言っているのは本当だよ。疲れてるなら、そう言ってほしい」

			「す……少し、疲れました…………です」

			　チルルは遠慮がちに言った。

			　この様子から察するに、『少し』ではなさそうだ。

			「じゃあ休もうか」

			　オレが言ったその時だ。

			　空から女性が降ってきた。

			　メガネをかけた、『受付け嬢』って雰囲気のおねーさんだ。

			　空を見ると、ワイバーンが旋回している。

			「空から失礼いたしました。私はギルド員のアンナ＝ドミニク。

			　レイス様に、火急の要件があって参りました」

			　オレに要件？

			　しかも火急の？

			　考えられる要件はひとつ。

			　たくさんの害虫が現れた。

			　確かに害虫というやつは、突如大量に現れる。

			　例えばハエは、一回の産卵で平均一〇〇個のタマゴを産む。

			　それはおよそ八時間で孵化し、半月後には成虫となる。

			　そして成虫になったハエは、また一〇〇個のタマゴを産む。

			　それをくり返していくと、わずか一ヶ月で――。

			　

			　二十五万。

			　

			　たった一組のハエが、わずか一ヶ月で二十五万匹に増える。

			　このスピードは、『突如大量に現れた』としか言いようがない。

			　今回の害虫が何匹かは知らないが、『火急の用』とオレを呼ぶのだ。相当なことは間違いないだろう。

			　かつて日本にもあったハエ騒動では自衛隊も出動し、ドラム缶一二五本分の重油をまいてハエとゴミを焼却した。

			　どんな害虫が湧いているのか。その原因はなんなのか。

			　それは未知だが、焼き払う準備だけはしておこうじゃないか。

			「場所はどこだ？」

			「街の北です」

			「わかった」

			　オレは風魔法を使い、文字通り飛んで行った。

			『お待ちください！　単独で突き進むのは……』

			　おねーさんは叫んでいたが、オレには何も聞こえなかった。

			　害虫を殺す。殺すのだ。

		

	
		
			　

			vs魔王

			　

			「は……？」

			　街の北にやってきたオレは、愕然とした。

			　害虫がいない。いないのだ。

			　なんかよくわからん魔族っぽい集団と、黒焦げのじーさん――シュバルツ――はいた。

			　なのに害虫がいない。

			　燕尾服を着た魔族が言った。

			「援軍ですかな？

			　たったひとりの――言いたいところですが、秘めたる魔力はなかなかのもの。

			　この街における最後の砦で防衛のカナメであるとお見受けしました」

			「オレはただ、害虫を殺しにきただけだ」

			「わたくしたちを害虫ですと……？　なかなかに『言います』ねぇ」

			「いや別に、お前らのことじゃない。

			　あとそのじーさん、死にかけてるな。ヒール」

			「ハッハッハ！　無駄ですよ！

			　わたくしが放つ『漆黒の焔』で受けたダメージは、あらゆる回復魔法を無効化します！

			　この愚かしくも勇敢なる老戦士は、死するしかないのです！」

			「なんでそんなめんどくさいことするんだ」

			　でも話を聞いた限り、ステータス異常っぽいな。

			　つーことは……。

			「ディスペル」

			　じーさんは、水色っぽい輝きに包まれた。

			　状態異常は無事に消え去る。

			「ヒール」

			「ぬうっ……」

			　じーさんは立ちあがった。

			「魔王であるわたくしが放った『漆黒の焔』を、いとも容易く……!?」

			　じーさんは素早く魔王？　から離れ、オレの近くに寄ってきた。

			「さすがはレイス殿。見込んだ通りの英傑じゃ。ふたりで力をあわせれば、魔王もここで倒せるじゃろう」

			「そんなことは知らん」

			「なに……？」

			「オレは害虫を殺しにきたんだ。

			　死にかけてるアンタを放っておくのも気分が悪いからヒールはかけたが、魔王とかは知らん」

			「…………」

			　オレがただの正論を言うと、じーさんは黙った。

			「これはこれは！

			　果敢にも駆けつけてきたあなたの仲間は、怖気づいたらしいですねぇ！

			『漆黒の焔』で受けたあなたのダメージを回復するので、魔力のほとんどを使い切ってしまったというところでしょうか!?」

			「確かにワシのダメージは、尋常なるものではなかった。

			　レイス殿が魔力を使い果たしてしまったとしても、不思議ではない……！」

			　ふたりは何か言ってたが、今のオレのステータスはこんな感じだ。

			　

			　レベル二一〇

			　ＭＰ　二六五〇／三一五〇

			　魔力　二一〇〇

			　

			　じーさんには、五〇〇ぐらいしか使っていない。

			　さらに――。

			　

			　レベル二一〇→二一一

			　ＭＰ　三一六五／三一六五

			　魔力　二一一〇

			　

			　レベルがあがって全回復した。

			　オレが伝授した方法でダニを殺した人がいれば、その経験値はオレにも入る。

			　魔物使いが使役した魔物で敵を倒せば、魔物使いにも経験値が入るのと同じ仕組みだ。

			　しかし魔王もじーさんも、単純に邪魔である。

			「害虫がいるはずのところで戦いを始めるとか、ちょっと非常識じゃないか？」

			「魔王であるわたくしを前にして、虚勢を張るのは見苦しいですよ？

			　仮にあなたの魔力が尽きてなくとも、

			　わたくしとあなたには圧倒的な力の差が「フレイムランス」ウゴワンハアァ！」

			　なんかよくわからんことを言っていた男は、一発で吹き飛んだ。

			　魔王とか言っていたが、たぶんウソだ。

			　魔王なら、こんなに弱いはずがない。

			　オレは男に背を向けた。

			「レイス殿!?」

			「帰る」

			「いったい何を言っているのじゃっ!?」

			「アレは一般人じゃないか。オレが戦う必要があるとも思えん」

			「ほうっておくと、やつの後ろの軍勢が街を攻撃しかねんのじゃが……」

			「そうなのか？」

			　オレは軍勢のほうを見た。

			『グギギ、ギィ……』

			『ゴギイィ……』

			　ゴブリンやミノタウロスは、完全に怯んでいた。

			　仰向けに倒れている男を見つめ、どうしようかと悩んでる。

			「大地よ割れろ――アースクラック！」

			　ズドオォンッ！

			　オレは大きな地割れを作った。長さ一〇〇メートル、幅二〇メートルの地割れだ。

			「ここを越えたら駆除対象。越えない限りは自由。そんな感じでいいだろう」

			「確かに北方の森には、これといった資源もないのでワシらは構わぬが……」

			「それなら話は終わりだな。ちゃんと話してわかるなら、害虫だとは言い難い」

			　今のオレは機嫌が悪い。

			　害虫がいると聞いて飛んできたのに、いたのはただの一般人。

			　機嫌が悪くなるのも当然だ。

			　しかし一般人の男は、ゆっくりと立ちあがる。

			「なんという魔力……。なんという無礼……。

			　わたくしを本気にさせたようですね……！」

			　男の魔力がじわじわ高まる。

			　燕尾服は裂けて体は黒く変色し、じわじわと肥大化していく。

			　そして――。

			　

			　ハエになった。

			　

			『我が名は魔王ベルゼブブ。またの名を〈ハエの王〉。

			　人類に汚染と災厄を振りまくものなり』

			　なん……だと……？

			「害虫のハエを、世界にバラまくっていうのか？」

			『その通り！　このわたくしと一〇〇万の軍勢で、世界を死体とハエで埋め尽くして見せますよ！』

			「メテオ！」

			　ドゴオォンッ！

			　男の後ろに隕石が落ちた。

			　その一撃で、一〇〇万のうちの三〇万は吹き飛んだ。

			　男は後ろを振り返り、驚愕の声をあげる。

			「なっ……!?」

			　そんな男にオレは近づき、冷徹に言った。

			　

			「害虫だったら駆除対象だ」

			　

			　右手から魔力を放ち、男を派手に吹き飛ばす。

			　続いて両手に魔力を込めて、究極魔法を連打した。

			「フレア！　フレア！　ギガフレア！

			　トルネド！　竜巻！　サイクロン！」

			『グヘエェェーーー！』

			『グギャアァーーー！』

			　害虫を振りまくという史上最悪の軍勢を、オレの魔法で一掃していく。

			　一〇〇万いたらしい軍勢は、瞬く間に全滅した。

			「すさまじい魔力……！

			　しかし残念でしたねぇ。

			　この姿に変化したわたくしには、あらゆる魔法が通じません！」

			「バーストフレア！」

			　チュドオォンッ！

			「言ったでしょう？　魔法は通じませ」

			「バーストフレア！」

			　チュドオォンッ！

			「ですから魔法は」

			「バーストフレア！」

			　チュドオォンッ！

			「通じないと言っているでしょう!?」

			　怒られてしまった。

			　しかし本当に、通じないみたいだな。

			　仕方ない。

			　チルル特製の殺虫剤を試してみよう。

			「てやっ」

			　オレはベルゼブブにぶん投げた。

			　パリンと割れて、中の液体がベルゼブブにかかる。

			『グアアアアアアアアアアアアアアア！』

			　効果は抜群だ。

			『ヤメロオォォォォォォォォォォォ！　その液体は効くうぅぅぅぅぅぅぅぅ！』

			「効くと言われて誰がやめるか」

			　オレは追加でビンを投げた。

			『ヒイィィィィィィィィィィィィィ！』

			　ハエは逃げようとしていたが、オレは風魔法を使う。

			　うまいこと誘導し、ハエの王にぶち当てる。

			『ベルギャアァァァァァァァァァァァァァァァァッ！』

			　三発、四発と当てていると、ベルゼブブはぶっ倒れた。

			『まさかこの魔王ベルゼブブが、このようなところで……。

			　申し訳ありません。魔帝、カー……』

			「いいから死ぬ」

			『グハアアッ！』

			　オレは仕上げに毒を飲ませた。

			　魔王は死んだ。

			　最後になにか言っていた気もするが、そんなことはどうでもいい。

			　

			　駆除――完了！
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			エピローグ。～オレたちの害虫駆除は、これからも続く～

			　

			「なんという力……！

			　ワシはおヌシの……いえ、あなた様の力を見誤っていたようですじゃ……！」

			「相手は害虫だったからな。負けるわけにはいかない」

			　この世には、『天敵のいない害虫』もいる。

			　そのような害虫は、際限なく増える。

			　となればオレが、その害虫の天敵になるしかない。

			　もしもオレが殺らなければ、世界は害虫に包まれる。

			　害虫は殺す。殺すのだ。

			「早速あなた様の栄誉を称え、祝いの宴を開きましょう。

			　王からの勲章や褒美もいただけるはずです」

			「それは不要だ」

			「はい？」

			「オレは人の世に生きる人間として当たり前のことをしたまでだ。花売りが花を売り、居酒屋の店主が酒を売る。したのはそれと変わらない。オレに勲章を授けるというなら、花売りや居酒屋のみんなにも勲章をやるべきだ」

			「魔王討伐と居酒屋は、違うと思いますが……」

			「オレがしたのは害虫駆除だろ？」

			「えっ……？」

			「巨大なハエだったじゃないか。アレはどう見ても虫だ」

			「魔王と名乗っておりましたが……」

			「楽に倒せたという意味では、確かに魔王だったかもしれないな。

			　そういう意味では、害虫になりかけていた魔王――半害虫だったとは言えるかもしれん」

			「害虫になりかけていた魔王!?　それはどういうお言葉で!?」

			「魔王は弱くて害虫は強い」

			「それはどういうことですじゃ!?」

			「確かに単体で見れば、魔王は害虫より強い。

			　しかし害虫は、次から次へと現れる。人が気づかないうちに、人の領域を侵食してくる。

			　それに比べて、魔王はどうだ？　自分からやってきてくれるから、発見の手間がない。

			　一匹倒せばそれで済むのも、お手軽でいい」

			　総合すれば――。

			「魔王など、害虫の足元にも及ばない」

			「おっ、ほう……？」

			　オレの完璧な正論に、じーさんは渋い顔をする。

			　なぜだ。

			　なんて風に思っていると――。

			　スパアァンッ！

			　ティアにほっぺをひっぱたかれた。

			「ナンデ!?!?!?」

			　オレが当然のごとく叫ぶと、ティアはオレから目を逸らして言った。

			「おひとりでＳＳ級の魔族との戦いに出向いてしまったというマスターのことが心配で心配だったのに、駆けつけてみればいつも通りにわけのわからないことを口走っていらっしゃったから……です」

			　それを言うティアは、完全に涙ぐんでいた。

			「わたくしはとても心配いたしましたのに、マスターは、マスターわあぁ…………！

			　ばかばかばか！　ばかばかばか！　はううぅ～～～～～！」

			　ティアはオレの胸の中に飛び込み、オレの胸を叩いた。

			　ぽかぽかぽか。

			　ぽかぽかぽか。

			　ティアとは思えない態度だが、それだけ心配だったということだろう。

			　体もしっとり汗ばんでいる。全力で駆けつけてきた証拠だ。

			　ティアをやさしく抱きしめて、思わずぽつりと言ってしまう。

			「叩いた分のおしおきと、オレを大好きでいてくれるごほうび。どっちがいいかな……？」

			「いずれにしても、同じことをされてしまう気がするのですが……」

			「そこはまぁ、気の持ちよう的な？」

			「…………」

			　ティアはしばしの無言の末に、ぽつりと言った。

			「選ばせていただけるなら、『おしおき』のほうが……」

			「えっ？」

			「先ほどのビンタは、理不尽かと思いましたので……」

			　一応自覚はあったらしい。ティアは小声でつぶやいた。

			「そういうことなら、かわいがってあげるとしようか」

			「…………」

			　ティアはオレの足を踏んづけた。

			　ただし痛みはまったくない。甘噛みならぬ甘踏みというやつだ。

			「そういうわけだ。オレはオレの屋敷に戻る」

			「ええっと……」

			「ベルゼブブに投げつけたガラス瓶の代金。これは経費だから払ってほしい。

			　あとは軽い仕事だったし、オレのメイドにおいしいご飯とかわいい服を買える程度のカネでいい」

			　今回の勝利は、チルル特製の殺虫剤の力だ。

			　チルルには、当然ごほうびが必要だ。

			　逆に言うと、それだけでいい。

			　オレは富も名声も、害虫駆除で稼ぎたい。

			　半害虫の自称魔王で大金をもらうのは、正直言って気が引ける。

			　というか今は、単純にティアをかわいがりたい。

			　その気持ちがなければもっと冷静に判断した気もするが、抱きついてくるティアがやわらかすぎた。

			　飛行魔法を起動して、ティアといっしょに飛び立った。

			　

			　オレたちが止まらない限り、害虫駆除は――続く。
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